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令 和 ３ 年 第 ２ 回 

小海町議会定例会議事日程 

開会年月日時 令和３年６月 ３日  午前１０時００分 

閉会年月日時 令和３年６月１８日  午後 ３時０８分 

開会の場 所 小 海 町 議 会 議 場 

議件番号 付   議  件  名 審議結果 

 開会宣言  

 会議録署名議員の指名 

  第３番議員、第４番議員 

 

 会期の決定 

（１）会期   自 令和３年６月 ３日 

至 令和３年６月１８日 １６日間 

 

 町長招集あいさつ  

 諸般の報告 

（１）議長の報告 

（２）その他の議員の報告 

 

 行政報告 

（１）町長の報告 

（２）その他の報告 

 

同意第５号 小海町教育委員会委員の任命同意について 
 

原案同意 

承認第１号 小海町税条例等の一部を改正する条例について 
 

原案承認 

承認第２号 

 

小海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

て 
〃 

承認第３号 

 

令和２年度小海町一般会計補正予算（第９号）について 
 

〃 

承認第４号 

 

令和２年度小海町国民健康保険事業特別会計補正予算 
（第５号）について 

〃 

承認第５号 令和２年度小海町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

について 
〃 

承認第６号 

 

令和２年度小海町後期高齢者医療特別会計補正予算 
（第２号）について 

〃 

議案第２３号 小海町長期継続契約を締結することができる契約を定める

条例の制定について 
原案可決 

議案第２４号 小海町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 
 

〃 



 3 

議案第２５号 

 

小海町消防団員の定員・任免・給与・服務等に関する条例

の一部を改正する条例について 
原案可決 

議案第２６号 令和３年度小海町一般会計補正予算（第２号）について 
 

〃 

陳情第１号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」と「義務教

育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める陳情書 
採  択 

 
 
《追加議案》 
 

発議第１号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」と「義務教

育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める意見書 
原案可決 

発議第２号 小海町議会会議規則の一部を改正する規則について 

 
〃 

議案第２７号 令和３年度小海町一般会計補正予算（第３号）について 
 

〃 

 委員会の閉会中の所管事務調査の件 
 

〃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 4 

 
会議の顛末       令和３年６月 ３日 午前１０時００分に始め      

令和３年６月１８日 午後 ３時０８分に終る 

 

地方自治法第

１２１条の規

定により説明

のため出席し

た者の職、氏名 

町 長 黒澤  弘   会計管理 者  井出智善  

副 町 長 篠原  宏   子育て支援課長 井出宗則  

教 育 長 中島行男   教 育 次 長  井出直人  

総 務 課 長 井上晴正   観光交流センター所長 小 池 司 

町 民 課 長 黒澤五雄   やすらぎ園所長 宮澤賢司  

産業建設課長 吉澤君雄  

本会議に職務

のため出席し

た者の職氏名 

議会事務局長 井出知之  

書    記 池田知美  

 
 

 

会議開会日及び議員の出欠 

 

議席番号 氏 名 6/3 6/9 6/10 
6/12 6/16 

6/19 
総産委 予決委 民文委 予決委 

第１ 番  黒澤 敦史 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 
第２ 番  鷹野 文則 ○ ○ ○ ― ○ 〇 ○ ○ 

第３ 番  篠原 哲雄 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 
第４ 番  井出 和人 ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ 
第５ 番  渡邊 晃子 ○ ○ ○ ― ○ 〇 ○ ○ 
第６ 番  的埜美香子 ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ 
第７ 番  井出 幸実 ○ ○ ○ ― ○ 〇 ○ ○ 
第８ 番  品田 宗久 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 
第９ 番  小池 捨吉 ○ ○ ○ 〇 ○ ― ○ ○ 
第１０番 有坂 辰六 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 
第１１番 篠原 伸男 ○ ○ ○ ― ○ 〇 ○ ○ 
第１２番 篠原 義從 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 

計 12 12 12 ７ ６ 12 ７ 12 

地方自治法第１２３条第

２項の規定による会議録

署名議員 

第  ３  番  篠原哲雄   議員 

第  ４  番  井出和人   議員 
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令 和 ３ 年 第 ２ 回 

小海町議会定例会会議録 

「第 １ 日」 
＊ 開会年月日時  令和３年６月３日 午前１０時００分 
＊ 閉会年月日時  令和３年６月３日 午後 ４時２５分 
＊ 開会の場所  小 海 町 議 会 議 場 

 

    会 議 の 経 過 

○ 開    会 

議 長 皆さん、おはようございます。令和３年第２回定例会の開会にあたりまし

て一言ご挨拶を申し上げます。本日は改選後初めての定例会であります。

私は５月１日の臨時議会において指名推選により議員の皆さん全員の支持

を頂き議長に就任を致しました。しかしその日は土曜日であり職員の皆さ

んは休みの日でありました。誠に申し訳ありませんが本日この場をお借り

し挨拶の代わりに私の所信を述べさせて頂きますのでよろしくお願いを申

し上げます。私はこの８年間の議会活動を振り返り今の行政と議会のあり

ようについて憂慮しています。本来行政と議会の関係は車の両輪に例えら

れますように地方自治体の長には執行権が与えられ、議会には議決権を与

えており双方にその権限を均衡させ、それぞれの独断先行を抑制しており

ます。しかし、残念ながらこの２年間の中で町側と議会との信頼関係は難

しい状況となってしまいました。これは町側と議会との意思の疎通が図ら

れなかったことに起因していると考えています。私はこのような関係を払

拭したいと考えています。私は前職である監査委員の時もそうですが、町

の抱える事案に対し黒澤町長を始め、理事者側と議会との調整を行ってき

た経緯もあり、意思の疎通は図られているものと自負しています。この前

と同様に町政における様々な是、非を含めて黒澤町長を始め、行政側の皆

さんと議論と対話を行ってまいりたいと考えていますのでよろしくお願い

を致す処であります。議会では最近、委員会の採決では賛成をして、本議

会の議決では反対をする。そのようなことがしばしば見受けられます。ま

たその際にその変った理由を議場での討論を行わずに議場での挙手のみで

示す、このようなことが生じるのは町側の意向に沿ったものではないかと

考えられますが、このことが議会の議決に影響を及ぼしており、町民の皆
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さんからの議会への信頼、しいては行政への信頼も損なわれているものと

危惧しております。本来行政側も議会も小海町の為、町民の皆さんの為に

ある、その求める方向は同じであります。議会に上程された幾たの議案に

対し、議会では必要な物を可決し、町は施策として施行する、そして問題

となるものは質疑を重ねて修正し、それでも叶わぬものは否決をする。こ

れが議会としての役割であり責務であります。結びに今回の選挙で半分の

６人の方が改選をされました。18期の議員の皆さんが自分の意思を強く持

ち、自分の判断で議員としての責務を果たして行く、その覚悟が求められ

っているものと考えられており、これからの議会活動にも期待を致すとこ

ろであります。議会のことは議会で決める、以上縷々申し上げましてあい

さつの代わりと致します。 

ただ今の出席議員数は１２人であります。定足数に達しておりますので、

ただ今から令和２年第２回小海町議会定例会を開会致します。これから本

日の会議を開きます。暑いようでしたら上着を脱いでいただいて結構です。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議 長 日程第 1、「会議録署名議員の指名」を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第 127 条の規定により、議長にお

いて第３番 篠原哲雄君及び第４番 井出和人君を指名いたします。 

日程第２ 会期の決定 

議  長 日程第２、「会期の決定」についてを議題といたします。 

本定例会の運営につきましては、去る 5月 18日に議会運営委員会を開催

し協議をしておりますので、その結果を議会運営委員長から報告を求め

ます。議会運営委員長 的埜美香子君。 

議会運営 

委 員 長 

ご報告いたします。 

本日招集の、令和３年第２回小海町議会定例会の運営につきましては、

去る５月１８日議会運営委員会を開催し協議いたしましたので、その結

果をご報告申し上げます。本定例会に付議される案件は、人事案１件、

専決処分６件、条例等改正案３件、補正予算案１件、陳情１件の合計１

２件であり、会期は本日より６月１８日までの１８日間とする案を作成

いたしました。一般質問の通告は、本日午後５時までとします。ただし

質疑が５時を過ぎた場合には、質疑終了後としますのでよろしくご協力
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の程をお願い申し上げます。会期中の日程につきましては、定例会の会

期中に全議員による現地視察及び全員協議会を開催いたします。今のと

ころ、一般質問が１日で済めば１０日午前１０時から、２日間の場合は

１０日の一般質問終了後に合同現地視察及び全員協議会を開催する予定

ですのでご承知おき下さい。なお、本日の昼休み１２時３０分から、議

会運営委員会および各常任委員長の合同会議を開催しますので、併せて

よろしくお願い申し上げます。以上でございます。 

議  長 お諮りいたします。 

本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長から報告がありましたとお 

り本日から６月１８日までの１６日間にしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議  長 異議なしと認めます。 

したがって本定例会の会期は、本日から６月１８日まで１６日間と決定

致しました。なお、本日の議事日程はお手元に配布申し上げたとおりで

あります。 

日程第３ 町長招集あいさつ 

議  長 日程第３、町長より招集のあいさつをお願いします。黒澤町長。 

町  長 皆さん改めましておはようございます。議員の皆様任期最初の議会定例会

であります、令和３年第２回定例会開会のご案内を申し上げましたとこ

ろ、大変お忙しい中全議員のご出席を賜り開会できますこと心より御礼を

申し上げます。５月１日の初議会におきまして有坂辰六議長、小池捨吉副

議長を初め議会構成が決定しスタートいたしました。第１８代の議員の皆

様には議会臨時会でもお願いを申し上げましたが、有坂議長さんを中心に

町の発展と町民福祉の向上を目指し、行政と議会が車の両輪として町民益

を第一に、共に力を合わせて進んでいきますようご支援、ご協力を重ねて

お願い申し上げます。 

さて、今年の気候は観測史上初という言葉が度々使われるように、大きな

気候変動の前触れのような気候が続いておりますが、桜の開花にしろ梅雨

入りにしろ、例年より２週間以上季節が進んでおります。これが今シーズ

ンどのような影響があるのか予想もできませんが、気温の上昇は農産物を

はじめ様々なものに大きな影響を及ぼします。冷涼な気候を利用した高原

野菜産地が受ける影響はかなり深刻なものになるとも言われております。



8 
 

大きな影響がなく順調にいくことを祈るばかりです。 

新型コロナウィルス感染症につきましては、１０都道府県に出されていた

緊急事態宣言も、感染拡大を抑え込むというところまではいかず、結局期

間が延長されるという事態になってしまいました。経済との両立も考えな

くてはならないという政府の苦悩は理解できますが、思い切った施策を講

じない限り、感染拡大に歯止めを掛けることは困難な段階になってきたの

ではないかと感じております。当町におけるコロナワクチンの接種につき

ましては、５月２４日から後期高齢者を対象に開始し、現在対象者約 1,000

人の 1回目の接種が行われております。ワクチンが順調に供給され、一日

も早く町民の皆さんが安心して暮らせるよう、できる限りの取り組みを進

めて参りたいと考えております。 

それでは続きまして本定例会に提案申し上げました議案につきまして、議

事日程番号順に総括的なご説明を申し上げます。 

まず同意第５号 教育委員会委員の任命同意につきましては、委員の篠原

明子さんが６月４日をもって任期満了となるため、再度の任命につきまし

て同意を求めるものでございます。 

次に承認第１号の小海町税条例等の一部を改正する条例につきましては、

地方税法の改正に伴い関連する条項の整備を行うものでございます。 

承認第２号 小海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきま

しては、地方税法の改正に伴う改正で、給与年金所得控除が１０万円減額

されたことに伴い、軽減判定基準額を１０万円引き上げるものです。 

承認第３号 令和２年度小海町一般会計補正予算（第９号）につきまして

は、歳入歳出予算の総額に 57,509千円を追加し総額を 5,214,502千円

としたものでございます。主な要因は精算によるもので、歳入につきまし

ては、町税の確定で 7,523千円の増額、地方交付税では特別交付税が確定

したことにより 53,445 千円の増額となりました。歳出につきましては、

総務費が 37,828千円の減額、民生費が 33,875千円の減額、衛生費が 22,767

千円、農林水産費が 2,316 千円、商工費が 13,686 千円、土木費が 19,746

千円、消防費が 5,528 千円、教育費が 24,228 千円、災害復旧費が 6,639

千円、公債費が 5,710千円それぞれ減額するなど精算を行ったもので、予

備費の総額を 341,497千円としたものでございます。 

承認第４号の令和２年度小海町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５

号）につきましては、歳入歳出予算の総額から 11,621 千円を減額し、総

額を573,073千円としたものでございます。主な要因は精算によるもので、

歳入で県支出金が 14,680千円減額となり、歳出で保険給付費が 18,110

千円減額となったことにより、予備費を 7,736 千円増額としたものでご
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ざいます。 

承認第５号の令和２年度小海町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

につきましては、歳入歳出予算の総額から 8,917 千円を減額し、総額を

674,420 千円としたものでございます。主な要因は介護給付費の精算によ

る減額で、歳出で保険給付費が 14,965 千円減額、地域支援事業費が 

3,531千円減額となったことから、歳入で一般会計からの繰入金を 9,394

千円減額し、基金に 2,272 千円を積み立て、8,570 千円を予備費に計上し

たものでございます。 

承認第６号 令和２年度小海町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）につきましては、歳入歳出予算の総額から 305千円を減額し、総額を

78,270千円としたもので、主な要因は精算によるものでございます。以上

６件につきましては 3 月 31 日付で専決処分をいたしましたので、ご承認

をお願いするものでございます。 

続きまして、議案について概要を申し上げます。 

議案第２３号、小海町消防団員の定員・任免・給与・服務等に関する条例

の一部を改正する条例につきましては、消防団員の定数を １５７名から

１５４名に変更するものです。 

次に議案第２４号、令和３年度小海町一般会計補正予算（第２号）につき

ましては歳入歳出予算の総額に 2,107 千円を追加し、総額を 3,966,114

千円とするものでございます。主な補正内容につきましては、人事異動に

伴う人件費補正と追加の新型コロナウイルス関連対策事業費でございま

す。主なものをご説明いたします。 

歳入につきましては、分担金及び負担金では、社会福祉協議会人件費負担

分として 3,500千円を見込みました。国庫補助金の内総務費補助金では、

新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金を 3,028千円計上、民生費補

助金ではコロナ対策でひとり親世帯に再度給付金が支給されることにな

ったことに伴い 3,650千円を計上しました。また、当初予算でコロナワク

チン接種に伴う国庫負担金及び国庫補助金を誤って過大計上した分につ

いて、精査をし減額させていただきました。県支出金では、都市部の企業

との連携による小海町のブランド化推進事業が県の元気づくり支援金事

業の対象となったため 4,000千円を計上しました。 

歳出につきましては人事異動に伴う人件費の補正の他、総務費では元気づ

くり支援金事業による、都市部の企業との連携による小海町のブランド化

推進事業のため 5,000千円を計上しました。民生費ではやすらぎ園の業務

増加に伴う職員の増員による人件費等で 9,162千円を計上、また、ひとり

親世帯に対する給付金関係で 3,650千円を計上しました。衛生費ではコロ
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ナワクチン接種費用の過大計上分を減額させていただいたほか、ワクチン

接種に必要な看護師等の報酬などを追加で計上しました。農林水産費で

は、タブレット端末を使った作付け確認に係る補助事業が採択にならなか

ったため、予定していた事業費 2,589千円を減額しました。商工費では、

長引くコロナ禍により増加する中小企業の皆さんの借入金の利子補給を

するため 1,800千円を増額するほか、懸案でありました松原湖町営駐車場

の用地を、地権者のご協力により購入するため、用地購入費 7,100千円を

計上しました。消防費では、町及び郡のポンプ操法大会中止に伴い、出動

手当等で 1,536千円を減額しました。教育費では新型コロナウイルス関連

事業費として、通学バス借り上げ料で 2,760千円を計上いたしました。 

以上本定例会にご提案いたしました議案について、その概要を申し上げ

ました。よろしくご審議の上、可決決定をお願い申し上げましてあいさつ

とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

日程第４ 諸般の報告 

議  長 日程第４、「諸般の報告」を行います。 

議長としての報告事項は、議事日程つづりの４ページに申し上げてござい

ますので、ご確認の程をお願いいたします。その他、報告事項のある方は

お願いします。以上で「諸般の報告」を終わります。 

日程第５ 行政報告 

議  長 日程第５、「行政報告」を行います。町長から行政報告をお願いします。 

黒澤町長。 

町  長 では２件についてご報告いたします。まず１件目ですが５月１１日に小海

町商工会の定期総会が開催され、新しい小海町商工会長に株式会社黒澤組

の黒澤和彦氏が選任されました。２件目ですが、こちらも役員改選ですが、

５月１４日に郡町村会が開催され、郡町村会長をお務めになられていた北

相木村の井出高明村長退任に伴い、新たに南牧村の大村公之助村長が郡町

村会長に選任されました。以上２件ご報告といたします。 

議  長 以上で町長の報告を終わります。 

他に、行政報告がありましたらお願い致します。 

 総務課長  【令和２年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告】 

【令和２年度一般会計事故繰越明許費繰越計算書の報告】 



11 
 

教育長   【中学校組合議会の報告】 

総務課長  【長期振興計画審議会の報告】 

町民課長   【小海町国民健康保険事業の運営に関する協議会の報告】 

      【小海町交通政策審議会の報告】 

観光交流センター所長【松原湖高原観光交流センター運営委員会の報告】 

副町長   【小海町開発公社経営状況の報告】 

      【人事異動の報告】 

議  長 以上で「行政報告」を終わります。 

本日、会議事件説明のため出席を求めた者は、町長・副町長・教育長・代

表監査委員・会計管理者・各課長・教育次長・所長であります。 

○ 議案の上程 

議  長 これより議案の上程を致しますが、本日は議事日程のとおり、同意第５

号は上程から採決まで、承認第１号から議案第２６号、請願・陳情につ

きましては上程から付託までと致します。それでは、順次議案を上程い

たします。 

 

日程第６ 同意第５号 

 

議  長 日程第５、同意第５号 

「小海町教育委員会委員の任命同意について」を議題といたします。 

事務局長に議案の朗読を求めます。井出議会事務局長。 

（事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

     （町長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。 

質疑のある方は挙手をお願いします。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙

手をお願いします。 

     （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから同意第５号を採決致します。本案を

原案のとおり同意する方の挙手を求めます。 
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     （挙手全員） 

議  長 挙手全員を認めます。したがって同意第５号は原案のとおり同意するこ

とに決定しました。 

日程第７ 承認第１号 

議  長 日程第７、承認第１号 

「小海町税条例等の一部を改正する条例について」を議題といたします。 

事務局長に議案の朗読を求めます。井出議会事務局長。 

（事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

     （総務課長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑のある方は挙手を

お願いします。 

議  長 これで質疑を終わります。これより 11時 15分まで休憩とします。 

（ときに 10時 58分） 

 

日程第８ 承認第２号 

 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。       （ときに 11時 15分） 

日程第８、承認第２号 

「小海町国民健康保険税条例等の一部を改正する条例について」を議題

といたします。事務局長に議案の朗読を求めます。井出議会事務局長。 

（事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

     （町民課長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑のある方は挙手を

お願いします。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。 

 

日程第９ 承認第３号 
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議  長 日程第９、承認第３号              

「令和２年度小海町一般会計補正予算（第９号）について」を議題とい

たします。事務局長に議案の朗読を求めます。 

（事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

（副町長説明）              

議  長 説明が終わりました。これより１時まで休憩と致します。 

（ときに 11時 55分） 

議  長 再開致します。               （ときに 13時 00分） 

議事に入ります前に先程１２時３０分から議会運営委員会及び各常任委

員長の合同会議を開催しましたので、その結果を議会運営委員長から報

告願います。議会運営委員長 的埜美香子 君。 

議会運営

委員長 

ご報告いたします。 

議会運営委員及び各常任委員長による合同会議の結果、各常任委員会の

審査日程が決定しましたのでご報告いたします。 

  ６月１４日(月）午後１時より総務産業常任委員会、視察なし。午後２時 

より予算決算常任委員会、６月１５日(火）午後１時より民生文教常任委

員会、視察なし。午後２時より予算決算常任委員会の審査を行います。

また、全員協議会につきましては、６月１０日に行います。なお、現地

視察は行いません。以上で、報告を終わります。 

議  長 報告が終わりました。引き続き令和２年度小海町一般会計補正予算（第

９号）について」の質疑を行います。歳入歳出とも補正予算書でページ

ごとに行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

７ページ 第２表 繰越明許費補正 

       第３表 地方債補正 

【歳入】 

１０ページ 

  １款 町税    １項 町民税 

           ２項 固定資産税 

１１ページ 

           ３項 軽自動車税 

12番 篠原義從君。 

12番議員 はい、12 番篠原義從であります。よろしくお願いします。先程の町税、

条例のとこでも同じような文言が出てきたんですが、この環境性能割、

という文言がよく理解できないんですけれども、ここら辺のところちょ
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っと説明をお願いしたいんですが。 

総務課長 はい、ご説明申し上げます。これ、令和元年度に法改正があって名前が

変わってるんですが、環境性能割というのは昔で言う軽自動車の取得税

の関係になります。それから種別割っていうのは、自動車税、軽自動車

税になるわけですけれど、こういうふうに呼び方が変わったということ

でございます。で、ハイブリッドですとか電気自動車については先程も

税制改正の中ででてきましたけれども、引く率になりますから、50％、

75％の要するに軽減措置が電気自動車ですとかそういったものには出て

くるというものでございます。 

12番議員 この同じ文言が 14ページでも出てきてるんですけれど、14ページに行っ

たらやりますかね。説明してもらえれば。はい、お願します。 

総務課長 これについては環境性能割交付金になります。県の方から来るんですけ

れども、県が集めたものについて一定の割合で市町村の方へ交付してく

れるものでございます。それで質問の内容はいいですか？ 

12番議員 そうするとその、環境性能に適した車に乗ってないと、その恩恵は受け

られないということですか。個人に来る場合は。 

総務課長 この 14ページの環境性能割交付金というのは町へ県が交付してくれるも

のですね。県が自動車税を取ってますけれど、その集めた中から町へ対

して交付してくれるもので、その使用者というのは先程のご質問で出た

町税の中でこの種別割ですね、種別割っていうものが電気自動車の場合

には、具体的に申し上げますと、軽自動車の乗用車のタイプですと平成

28年から税金が上がりまして 1台 10,800円の税金になってるわけですけ

れど、これが電気自動車、今現在小海には登録がないんですけれど、電

気自動車になりますと取得した年 1 年に限り、課税されるのは次の年で

すから 75％軽減されるということで 10,800円が 2,700円になると。それ

はただ 1年限りの措置だということでございます。 

12番議員 はい、わかりました。 

議  長 他に質問ありませんか。４項 市町村たばこ税 

           ５項 入湯税 

１２ページ 

  ２款 地方譲与税 １項 地方揮発油譲与税 

           ２項 自動車重量譲与税 

           ３項 森林環境譲与税 

  ３款 利子割交付金 

１３ページ 

４款 配当割交付金 
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５款 株式等譲渡所得割交付金 

６款 法人事業税交付金 

８款 ゴルフ場利用税交付金 

１４ページ 

  ９款 環境性能割交付金 

 １１款 地方交付税 

 １２款 交通安全対策特別交付金 

 １３款 分担金及び負担金 ２項 負担金 

１５ページ 

      ２項 負担金続き 

12番篠原義從君。 

12番議員 はい、篠原です。15 ページの 4 目、1 節の指定管理者納付金というのが

半分の△になっているんですけれど、ちょっとここの説明をお願いしま

す。 

産業建設

課長 

はい、お答え致します。こちらの指定管理者の納付金でございますが、

レストハウスふるさとの指定管理の納付金でございます。50 万円のとこ

ろを半額ということなんですが、収支状況を提出頂いてますし、また各

議会のところで報告もさせて頂いてますけれど、やはりコロナの影響を

受けたということで、収支の状況はマイナスとなったということでして、

そこを鑑みまして、協定にもあるんですけれども、甲乙相談の上という

ことで半額とさせていただきました。以上です。 

12番議員 はい、わかりました。 

議  長 他に１５ページ 

１４款 使用料及び手数料 １項 使用料 

１６ページ 

   １項 使用料続き 

   ２項 手数料 

１７ページ 

 １５款 国庫支出金   １項 国庫負担金 

  ２項 国庫補助金 

１８ページ 

３項 国庫委託金 

     １６款 県支出金 １項 県負担金 

              ２項 県補助金 

１９ページ 

  ２項 県補助金続き 
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  ３項 県委託金 

２０ページ 

 １７款 財産収入    １項 財産運用収入 

             ２項 利子及び配当金   

 １８款 寄付金 

１９款 繰入金     １項 特別会計繰入金 

２１ページ         

     ２項 財産区繰入金 

３項 基金繰入金 

    ２１款 諸収入 ３項 受託事業収入 

２２ページ     

４項 雑入 

２３ページ         

５項 延滞金加算金及び過料 

     ２２款 町債 

歳出に入ります。２４ページ 

１款 議会費 

２款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費 

２５ページ            

１目 一般管理費の続き 

２目 財産管理費 

２６ページ 

       ３目 広報費 

   ４目 企画費 

６番 的埜美香子さん。 

６番議員 はい、６番です。お願いします。企画費の中の委託料で弁護士委託料って

いうのがあるんですけど、ちょっと予算書見てなんだっけ。と思って分か

らなかったんですけどこれ何でしたっけ、お願いします。 

総務課長 はい、お答え申し上げます。これにつきましては本間の特定空家の関係

で空家対策で弁護士費用を取ってあったわけですけれど、結果的には 30

万しか使わなかったということでございます。 

議  長 他に、２６ページ。 

２７ページ    

   ４目 企画費つづき 

５目 地域振興費 

   ６目 積立金 
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   ７目 総合センター運営費 

２８ページ         

２項 徴税費  

６番 的埜美香子さん。 

６番議員 ６番です、お願いします。２項の徴税費の中の負捕交で滞納整理機構の

関係ですけど、これ何件分になりますか、お願いします。 

総務課長 はい、ちょっとこの件数につきましてはまた後程ご報告させて頂きます。 

議  長 他に２８ページ。 

３項 戸籍住民登録費 

２９ページ      

４項 選挙費 ２目 北牧財産区議員一般選挙費 

３目 参議院議員補欠選挙費 

    ５項 統計調査費 

３０ページ     

 ６項 監査費 

３款 民生費 １項 社会福祉費 １目 社会福祉総務費 

３１ページ 

    1目 社会福祉総務費続き 

６番 的埜美香子さん。 

６番議員 はい、６番です。お願いします。１目の負捕交の中で多子世帯支援事業、

299 千円減額の 623 千円ということなんですけど、これの国保と建設国保

と医師国保の内訳が今分かるようでしたらお願いします。 

町民課長 はい、お答えを申し上げます。多子世帯の支援事業につきましては、国保

の方が１７名、建設国保の方が４名、医師国保の方が１名でございます。

以上です。 

議  長 他に３１ページ。２目 老人福祉費 

３２ページ 

       ２目 老人福祉費つづき 

       ３目 やすらぎ園運営費 

  ４目 心身障害者福祉費 

３３ページ  

   ４目 心身障害者福祉費つづき          

       ５目 あゆみ園運営費 

       ２項 児童福祉費 １目 保育所費    

３４ページ     

   １目 保育所費つづき 
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   ２目 児童措置費 

３目 児童館運営費 

３５ページ        

   ４目 結婚推進・子育て支援費 

３６ページ 

４款 衛生費 １項 保健衛生費 １目 保健衛生総務費 

  ２目 予防費 

３７ページ 

  ２項 生活環境衛生費 １目 生活環境衛生総務費  

     ２目 塵芥処理費 

     ３目 し尿下水処理費 

３８ページ      

４目 住宅管理費 

６番 的埜美香子さん。 

６番議員 はい、６番です。住宅管理費で町営住宅修繕ということで、９万の減で

4,910 千円ということなんですけれど、かなり町営住宅古い所が出てきて

この修繕費で追いついているのかどうかっていうところをお聞きしたい

と思います。 

町民課長 はい、この予算につきましては途中の補正予算で増額をさせて頂いたとい

うものでございます。そういう中で内容としましては特賃住宅の排水の修

繕、また特殊のような窓がついてまして、横の開く窓ではなく、外に開け

るような窓、そういう窓のハンドルの部分の修繕、そういうものが主であ

りますが、大きいもので馬流団地の内装の修繕を行っております。いずれ

にしましても利用される方は町民の皆さんでありますので、よりよい環境

でお過ごし頂くということが大切な事ではないかと思っております。古い

ものは古いものなりに手入れをしながら使っていくということになろう

かと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

議  長 他に３８ページ。５目 町営バス運行管理費 

３９ページ 

５款 農林水産費  １項 農業費 ２目 農業振興費 

６番 的埜美香子さん。 

６番議員 はい、農業振興費でそばと鞍掛豆の状況なんですけど、在庫の方はどれく

らいになりますか。 

産業建設 

課長 

はい、お答え致します。令和２年度につきましては、大変、そば、鞍掛豆

とも作柄が良かったと。それから作付の面積も鞍掛豆は特に増えたという

事がありまして、まずそばにつきましては玄そばという形で町の方が買い
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取るわけですけれど、約５ｔですね、その在庫を抱えました。そしてその

在庫を加工品であったり、それから玄そばで売ったり、それから冷凍麺を

昨年度末から手掛けているわけですけれど、そういうものの試作等、そう

いうものに使っております。で、今言われました在庫については約４ｔほ

どありますので、これから加工なりそばなりで販売等していきますので、

かなり利用はしていけるかなぁと目論んでおります。そして鞍掛豆につい

てですけれど、こちらのほうは１名の方、大変大きく作付つけしてくれた

方がおりまして、これで一気に倍以上、通常の倍くらいの９．７ｔくらい

ですね、というような量になりました。で、その買取したものをこちらは

そのままちょっと多いものですから市場ですとか、問屋さんっていうんで

すかね、そういうところへ通じて販売もしております。あまりはこちらの

方、地元でも色々なもの、アイスクリームですとかソーセージですとか、

きな粉ですとか加工もするんですけど、それほど急激に多くなることはあ

りませんので、そのままでなるべく時間のたたないうちに販売をしていき

たいというふうに考えています。以上です。 

議  長 他に…。３目 畜産振興費、３９ページ。 

１２番 篠原義從君。 

１２番議員 はい、１２番、篠原です。３目の１８節、食肉センター負担金とあります

けれど、佐久市の食肉センター、運用が停止したという話を聞いたんです

けれど、なんかそこら辺の関係で金額が変わってきているのかどうか。 

産業建設 

課長 

はい、お答え致します。食肉センターにつきましては、報道等でお知らせ

されてる通り、閉鎖ということでございます。小海町の畜産の方々の関わ

りはというところなんですが、酪農…牛乳ですよね、その生産をされる方、

それから繁殖といいまして、種付けをして子をとって販売する、そういう

農家が小海の場合は主でございます。で、肉の為に肥育をする、そういう

方々は大変少ないために、実際にはこちらの方の利用、大変少なかったと

いう事で、一番大きく報道されているのは蓼科牛のブランドの維持が出来

なくなるんじゃないかというような大きい影響、そういうことは小海にお

いてはございませんでした。こちらについては人件費分ということで、年

度の精算ということでございます。以上です。 

議  長 他に ４目 農地費 

４０ページ 

 ４目 農地費つづき 

２項 林業費 １目 林業振興費 

１２番 篠原義從君。 

12番議員 はい、12 節の新たな森林管理システム委託料とありますけれど、新しく
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何か管理システムを導入したのかどうか。 

産業建設 

課長 

こちらにつきましては、平成元年度から森林経営管理制度という新しい

制度が始まりました。これについてのこちらの方は管理システム、基本

のデータ作成を林業コンサルさんというところへ委託して、その委託費

用なんですけれども、こちらの制度についてなんですけれども、中々手

入れをされない人工林がだんだん増えてきている、そういった手入れの

されない森林を意向調査といいますか、森林の所有者方とやりとりをし

て、それで適正に管理されるようにお願いもしたり、もしどうしてもダ

メであれば町の方でね管理を請け負いましょうというような、そういう

ことを整理していく制度がスタートしたということです。それで令和２

年度についてはその前段としまして、色んな小海の今の経営の状況、実

際、人工林の中でも手入れのされているところはどの地域、そして手入

れされていないのはどの地域ですとか、あとその中でも土砂災害の発生

しそうな地域とか急傾斜ですとか地滑りとか色々あるんですけれど、そ

ういったエリアを地図で、地図を作成して示せるような、そういうもの

を作成した、そういった内容の委託料でございます。以上です。 

12番議員 これ、委託とありますが、じゃぁどこかの会社へ委託してシステムを作

ってもらっている…。 

産業建設 

課長 

はい、林業コンサルさんというところへ小海町では委託しました。また

県内、長野県内ですけれども、この林業コンサルさんは各地域に事務所

を構えていますので林業コンサルさんが請け負うことがとても多いとい

う事で小海町もこちらの方へ委託しました。以上です。 

議  長 ４０ページ他にありませんか。 

２目 県有林受託事業費 

４１ページ 

６款 商工費 １目 商工業振興費 

４２ページ 

       ２目 観光費 

３目 国際交流センター運営費 

４目 松原湖高原観光交流センター運営費 

４３ページ 

       ４目 松原湖高原観光交流センター運営費つづき 

  ７款 土木費 １項 土木管理費  

６番 的埜美香子さん。 

６番議員 はい、６番です。ハザードマップの作成の精算ということなんですけれ

ど、先日、大きな大きなハザードマップが全世帯に配られたと思うんで
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すけれど、あれをどのように活用して行く予定なのか、ちょっとその辺

聞かせて頂きたいです。 

産業建設 

課長 

はい、お答え致します。あの地図のところに説明という事でね、文字で

も記載はあるんですけれど、県の方で作成した調査でして、それは台風

１９号災害、それによって大きな被害を受けたという事で、これから可

能性のある、そういう場所、それを示した、新たに県で調査をして千曲

川沿いのみなんですが、調査をして、まず調査が千曲川のみ終わったの

で、それを市町村へ提供するから市町村ではそこに地滑りですとか土砂

災害警戒情報だとか、そういうものを重ねて地図にして示しなさいとい

うことで補助なども頂いております。ですので、千曲川のみであの支流、

本間川ですとか相木川、それから大月川とかそういった支流については、

あそこには示されておりませんので、避難地域とかも載せましたけれど、

今回示させてもらったのは千曲川沿い、そこがどのくらいの雨量になっ

たら避難をして頂くようにというような警戒をして頂くための地図、ハ

ザードマップということでございます。以上です。 

６番議員 今、産建課長おっしゃられたように１９号災害を受けての千曲川沿いって

いうことなんですけれど、一番やっぱり被害の大きかった、例えば今、本

間とかって言われましたけれど、川平とかもすごく被害が大きかった訳な

んですが、この地図には載っていないということでその辺の地域的な関係

のところは、今後示していくというような予定はないんでしょうか。 

産業建設 

課長 

県の管理する河川については順次調査を進めていって頂けるようですの

でまたそれができ次第、そのマップを作成するっていいますか、そこへ

情報を載せて提出するような、提出するといいますか、お示しするよう

なそういう形になって行こうかと思います。ただ今度町の管理の河川も

ございまして、そういった調査をしていくにはやはり費用も掛かってい

くんですけれど、やはり大きい河川の方から順次という形で進めていき

たいと考えております。以上です。 

６番議員 前回配られた地域ごとのハザードマップがあると思うんですけれど、や

はりあそこから変わったところというのは１９号災害を受けて、洪水の

レベルが４とか５に上がったところが今回載っているのかなぁと思うん

ですけれど、あのハザードマップ、各家庭に配られたっきりで、それを

どのように活用していったらいいのかっていうこところにお考えがある

のかっていうところをお聞きしたいんですけれど。 

産業建設 

課長 

はい、以前に各区長の皆さんに集まって頂いた区長会がありました。で、

その時も同じような説明をさせて頂きまして、避難場所、各地区に公民

館等が避難所になっているわけですけれど、そういった際に考慮して頂
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くといいますか、今回の場合は千曲川のみということですので関係のあ

る方々、関係のある区長の皆様は特にということでお願いをしたところ

でございます。そして地区の防災マップ、こういったものも地区によっ

て作成をされているようですけれど、こういったところへも反映をされ

て行ければというふうにも考えております。 

議  長 ４３ページ   

２項 道路橋梁費 １目 道路維持費 

４４ページ 

       １目 道路維持費つづき 

２目 道路改良舗装費 

       ８款 消防費 １目 非常備消防費 

４５ページ   

         １目 非常備消防費つづき 

   ９款 教育費 １項 教育総務費 １目 教育委員会費 

      ２目 事務局費 

５番 渡邊晃子さん。 

５番議員 はい、５番渡邊晃子です。よろしくお願いします。９款教育費、事務局費

の負捕交、一番最後奨学金返済支援補助金、こういう制度がありますけれ

ど 129万減っている、その分佐久広域管内や町に帰られてないということ

だと思うんですが、この内訳、どれくらいの方が、どういったところに就

職されて、どれくらい町に帰ってらっしゃるか、数字が分かれば教えてい

ただきたいと思います。お願いします。 

教育次長 はい、お世話様です。奨学金返済支援金という事で小海の方へ帰ってき

てもらうことを目的として始められた事業でございます。２年度につい

ては佐久管内補助で 1/2、これが７件、町内への事業者の方へ 2/3補助と

いうことで４件、それから医療介護の関係で１件ということでございま

す。佐久管内については営業、それから製造業者でございます。町内に

ついては農協の方が主でございます。それから医療については佐久病院

の看護師という形になっております。以上です。 

議  長 ４５ページ。 

４６ページ      

   ２目 事務局費つづき 

   ２項 小海小学校費 １目 学校管理費 

４７ページ 

     ２目 教育振興費 

     ３項 社会教育費 ２目 公民館費 
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４８ページ 

        ３目 美術館運営費 

        ４項 保健体育費 ２目 小海小校学校給食費 

        ３目 スケートセンター運営費  

４９ページ 

      ３目 スケートセンター運営費つづき 

１０款 災害復旧費 ２項 農林施設災害復旧費 

１１款 公債費 

５０ページ 

     １２款 予備費 

その他全体を通して質疑のある方は､ございますか。 

１１番 篠原伸男君。 

11番議員 はい、１１番篠原伸男です。細かい所のあれじゃなくて予算この全体に

対しての町側のスタンスをお尋ねしたいと思います。まぁ９号補正とい

う事で出てきたわけですけれど、ここのところに来て、予算計上しとい

て皆減になったのが私がわかるだけでも４つあります。公園整備だとか、

立看板だとか、それから商工審議会の報酬、それからもう１こ何だった

けな、それから芦谷の消防詰所ですか。それから先程副町長の説明を聞

いてますと総務費戸籍住民登録費のところで委託料の所で重複して計上

してあるとかっていうようなことを発言されておりました。まぁ予算は

町長の特権事項でありまして、我々議会側が提案することはできません。

従って町長が提案されたものが我々議会は町民益、それから投資効果は

どうかということを慎重に審議して、そして議決してくるわけでありま

す。ところがこの９号補正へ来て、これが最終になるかどうか分かりま

せんけれど、あまりにも皆減、０、全然やらない、経緯はあったでしょ

うけれど、例えば公園整備のところは中学校の管理棟の跡地のところは

補助金をもらったからというようなことですけれど、これは前にも我々

はその話を聞いてるわけですよね、それでもこういう公園整備費っても

のを計上されてある、それが今聞きましたら、そういったことの補助金

を返還するよりということで皆減したようにも聞きました。いったい、

こういうものを立てる時に金額の大小のずれはあると思います。これは

仕方ないことだと思いますけど、しかし、ある程度精査して出してきて

もらわないと、我々議会で審議したことはいったい何だったんだろうか

と、例えば２５ぺージの１３節使用料及び賃借料 法令システム使用料、

231万円が 1,054千円で、126万の減額、これ、元値より半分以下になっ

ちゃってるんだよね。そういったものに対してこの町長の特権事項であ
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る予算の提案権の時に精査はどの程度のスタンスでやってるか、これか

らも、それから今年度の２号補正見ると、３月にコロナの関係も我々慎

重審議させて頂きましたけど、今度２号補正で後程議論されると思いま

すけど、かなり大きな変更が出てきていると、３月の６月ですよね。そ

ういったとこで、やっぱりやることはやらなきゃいけないわけでありま

すけれど、この２重に載っけてあったなんつーことが、今更にならなき

ゃわからなかったのか、そういったところでどういうスタンスに立って

予算を計上して議会に諮ってくるのかお尋ねいたします。 

町  長 ただ今 11番議員のおっしゃる通り、慎重に進めていく、これは勿論のこ

とでございます。私どもも色々な事業を思いっきり元気な町づくりのた

めにやりたいということで計上したわけですが、その２重の部分につい

ては、私の方の監督も不行き届きだったというふうに思いますが、他の

ものに関しまして、例えば中学校の駐車場の跡地を公園にしたいという

事は、これは町民の皆さんが本当に大きな要望でございました。私もそ

う思いました。そして補助金があってやるということは承知してました

けれど、額が結構大きく、そしてまた違う部分の案も出てきましたので、

ここは皆減させて頂いたということでございます。それから芦谷の４分

団の車庫につきましては、私がここで言ったのは、芦谷の場合に小型ポ

ンプ車を出すのに道路にみんな駐車してですね、それを出してたという

こともございまして、対面の畑が無料で借りられるというのがそのあと

出てきました。従ってそちらの方が安全に、そして効率的にこれは出来

るということで広さの関係もございましたので、皆減させて頂いたとい

うことになります。あとなんだったかな。まぁ様々な理由はございます

けれど、この皆減ということはなるべく少なくしていかなくてはならな

いという状況はございました。ご指摘ありがとうございました。 

11番議員 私は町長、この事業がいいとか悪いとかって言ってるわけじゃないんで

すよね。提案してくるときに、いかに精査して上げてくるかってことな

んですよ。ここにも芦谷の所もいいとことがあるんだったらそれはそれ

でやればいいんですけれども、ただ予算計上してくるときにそういった

ところまで含めて、それから中学校の跡地のところにも、これは補助金

が絡むことだから、あそこの駐車料金もとらないということも我々は聞

いてるわけなんですよ。そういうことも分かっていてあげてきているん

だから果たしてこういうものを上げてくるとき、予算を上げてくるのは

町長の特権事項ですからね、それを我々議会に出してきたときに、我々

が審議する時に我々も真摯に精査していきます。町が上げてくるのだっ

たらこれが町民にプラスになるだろうからと言って賛成していくわけな
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んですよね。そういった時に、こういうものを出すときに、たとえ遅れ

る分でもきっちり精査していかさま、私 1 年かかってきて皆減なんて、

そりゃ色々な事情があるかもしれませんけれども、その辺の所を私は本

当に予算査定、毎年 12月頃から始めてるわけでしょ、それで今度補正と

いう事もあるわけですから出す以上はやっぱり精査に精査を重ねて出し

て頂きたいと。今後どうですか。 

町  長 はい、諸事情たくさんあるわけですが、精査に精査を重ねて出させて頂

きます。 

11番議員 まぁ町長、我々もこういうの予算化されてくると、今度は町ではこうい

うことやる、ああいうことやるって町民の皆さんにも話するわけですよ

ね。そういった時に「おい、あれはどうなっただ。」って「ああ、あれや

めたらしいよ。」ってわけにはいかないですから、ぜひ精査して、我々は

町長が提案したらそのものに対して、やみくもに反対とかなんとかじゃ

なくて、町民のプラスになるということの大前提で１つ、慎重の上にま

た進めて頂きたいということを強く要望しておきます。 

議  長 他に全体を通じて質疑のある方はございますか。これで質疑を終わりま

す。これより２時１０分まで休憩としますが先程２８ページ総務費、２

項徴税費、１８節負捕交の件を再開した時に説明をお願いします。 

   （ときに 13時 55分） 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。       （ときに 14時 10分） 

井上総務課長。 

総務課長 すみません、先程、的埜議員さんの方からご質問のありました滞納整理

機構への移管の件数ですけれども、３件お願いしたんですが、１件につ

きましては手に負えないということで断られて最終的には２件の移管だ

ったということでございます。以上です。 

６番議員 差押えとかそういう状況には至ってはいないですか。 

総務課長 はい、物件の差押え等には至っていませんけれども、給料ですとかそう

いったものについてはそちらのほうへ通知をしたりとかいうような行為

は毎回のことですけれども行っております。 

議  長 よろしいですか。はい。 

 

日程第１０ 承認第４号 

 

議  長 日程第１０、承認第４号｢令和２年度小海町国民健康保険事業特別会 

計補正予算（第５号）について｣を議題といたします。事務局長に議 

案の朗読を求めます。 
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     （事務局長朗読）  

議  長 朗読が終わりました。本案について提案理由の説明求めます。 

（町民課長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。歳入歳出とも予算 

書でページごとに行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

【歳入】 

７ページ  １款 国民健康保険税  

      ２款 使用料及び手数料      

 ４款 県支出金  

   

８ページ  ５款 財産収入 

６款 繰入金 

７款 諸収入 １項 延滞金及び過料 

 

 ９ページ  ２項 雑入    

１２番 篠原義從君。 

12番議員 はい、篠原です。ただ今説明があったかどうか、私が聞きもらしたかど

うか知りませんが、この１節の第３者行為、１件っていう聞きなれない

言葉なんですけれど、どういったことか教えて頂きたいんですけれど。

あれ、今説明して…。 

町民課長 はい、第三者行為については交通事故など、他の傷害事件もありますが、

相手方に損害を与えた場合、第３者が損害を与えた場合、医療保険では

なく第３者がその補償をするという制度がございます。その補償金が本

人から支払われたということで１回保険給付をしていたものに対し清算

をするというものです。以上です。 

議  長 他にありませんか。次、歳出に移ります。 

１０ページ   

１款 総務費 １項 総務管理費 

   ２項 運営協議会費 

   ３項 趣旨普及費 

１１ページ   

２款 保険給付費 １項 療養諸費のうち 

       １目 一般被保険者療養給付費 

       ２目 一般被保険者療養費 

       ３目 審査支払手数料 

１２ページ      
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   ２項 高額療養費 １目 一般被保険者高額療養費 

            ２目 一般被保険者高額介護合算療養費        

３項 出産育児諸費 

１３ページ 

     ４項 葬祭諸費 

５項 移送費  

６項 傷病手当金 

１４ページ 

     ３款 国民健康保険事業費納付金  

４款 保健事業費 １項 特定健康診査等事業費 

１５ページ 

２項 保健事業費 

     ５款 基金積立金 

    ６款 諸支出金 

１６ページ 

７款 予備費         

その他全体を通して質疑のある方は､ございますか。 

６番 的埜美香子君。 

６番議員 はい、６番です、お願いします。全体を通じてということなので、給付

費の方がだいぶ減ってるという事でコロナと入院だとか通院だとかの関

係がどのような感じになってるかっていうところを少しお聞きしたいと

思います。 

町民課長 はい、コロナと医療費の関係ということであります。まず保険料の関係

につきましてはコロナの要因、コロナを要因としまして保険料を減免し

てくれという申し出が９件ございました。そして７件の方が該当をし、

それぞれ所得が減った分を算定しまして減額をした経過がございます。

そして給付費でありますが、コロナを要因としての給付費が増えてるか

どうかということについては、小海町そのものが正直、明確には分かり

ませんが、国保新聞とか医療機関の運営とか、そういうものを聞いてい

る限り、医療機関の運営が非常に苦しい、通院控えというか、病院にあ

まり行かないということが言われております。そういう中でありますが、

小海町の場合医療費が令和２年度伸びているということであります。こ

れは入院されている方が当然いらっしゃいます。そういう中で重病者、

脳疾患障害、そして悪性腫瘍、そういう皆さん、月に 200 万単位で医療

費がかかってしまう、そういう皆さんが発生しまして、全国的には抑え

られてるというマスコミ等の報道がありますが、小海町は若干それに反
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していると、医療費が伸びてしまったという状況だと思います。以上で

す。 

議  長 他にありませんか。これで質疑を終わります。               

 

日程第１１ 承認第５号 

 

議  長 日程第１１、承認第５号 

｢令和２年度小海町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）について｣

を議題といたします。事務局長に議案の朗読を求めます。 

     （事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。本案について提案理由の説明を求めます。 

     （町民課長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。歳入歳出とも補正予算書

でページごとに行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

【歳入】 

８ページ    

１款 保険料     

２款 使用料及び手数料 １項 手数料  

２項 使用料  

９ページ    

３款 国庫支出金 ２項 国庫補助金のうち 

   １目 調整交付金 

２目 地域支援事業交付金（日常生活支援総合事業） 

     ５目 介護保険事業費補助金 

  ４款 支払基金交付金 

５款 県支出金 １項 県負担金  

１０ページ  

２項 県補助金 

６款 サービス収入       

７款 財産収入 

８款 繰入金 １項 一般会計繰入金 １目 介護給付費繰入金 

１１ページ 

２目 その他一般会計繰入金 

３目 地域支援事業繰入金（日常生活支援総合事業） 

４目 地域支援事業繰入金 
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（日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）  

５目 低所得者保険料軽減繰入金 

２項 基金繰入金 

１２ページ 

  １０款 諸収入 

【歳出】  

１３ページ  

１款 総務費 

２款 保険給付費 １項 介護サービス等諸費のうち 

     １目 居宅介護サービス給付費    

      ２目 特例居宅介護サービス給付費 

１４ページ           

      ３目 地域密着型介護サービス給付費                 

      ４目 施設介護サービス給付費 

５目 特例施設介護サービス給付費                   

      ６目 居宅介護福祉用具購入費 

１５ページ    

      ７目 居宅介護住宅改修費 

８目 居宅介護サービス計画給付費 

２項 介護予防サービス給付費  

１６ページ 

      ２目 介護予防福祉用具購入費 

      ３目 介護予防住宅改修費 

４目 介護予防サービス計画給付費  

１７ページ 

      ３項 その他諸費 １目 審査支払手数料 

   ４項 高額介護サービス費  

１８ページ        

５項 高額医療合算介護サービス等費    

 ６項 特定入所者介護サービス等費のうち 

 １目 特定入所者介護サービス費 

２目 特例特定入所者介護サービス費 

１９ページ 

      ３目 特定入所者支援サービス費 

４目 特例特定入所者支援サービス費 

２０ページ   
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３款 地域支援事業費 １項 日常生活支援総合事業費のうち 

１目 介護予防・生活支援サービス事業費               

      ２目 介護予防ケアマネジメント事業費 

２１ページ 

２項 一般介護予防事業費 

３項 包括的支援事業任意事業費のうち 

１目 包括的支援事業費 

２２ページ 

１目 包括的支援事業費つづき 

 ２目 任意事業費 

２３ページ   

     ２目 任意事業費つづき 

４項 その他諸費 

   ４款 基金積立金 

２４ページ 

   ５款 諸支出金 

 ６款 予備費 

その他全体を通じて質疑のある方は､ございますか。 

１２番 篠原義從君。 

12番議員 はい、篠原です。２０ページから２１ページに介護予防、１目、２目あ

るんですけれども、それにみんな委託料、委託料、委託料とみんな委託

料がついてますけど、どういったシステムというか委託の運用になるの

か、お願いします。 

町民課長 申し訳ありませんでした。サービスを受けるプログラムを作成する…何

ていうのかな、ケアマネージメントというか、サービス計画を作成する

ための費用でございます。ケアマネジャーとかそういうところにサービ

ス計画を作ってもらうという為の費用を委託しているということだと思

います。 

12番議員 サービスの計画書の委託をするといことですか。計画書を作るのを委託

すると。 

町民課長 はい、その計画によりまして色々なサービスを受けると。ある一定の量

というか、そういうものに従ってサービスを受けるためにその計画書を

作る、その委託をしているということです。 

議  長 その他、全体を通してありませんか。これ質疑を終わります。これより

３時５分まで休憩とします。           （ときに 14 時 51

分） 
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日程第１２ 承認第６号 

 

議  長 再開致します。              （ときに 15 時 05分） 

日程第１２、承認第６号 

｢令和２年度小海町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ

いて｣を議題といたします。事務局長に議案の朗読を求めます。 

     （事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。本案について提案理由の説明を求めます。 

（町民課長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。歳入歳出とも補正予算

でページごとに行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

【歳入】 

５ページ １款 後期高齢者医療保険料 

２款 使用料及び手数料 

３款 繰入金           

６ページ ５款 諸収入 １項 償還金及び還付加算金 

            ２項 雑入 

【歳出】  

７ページ １款 総務費             

２款 後期高齢者医療広域連合納付金 

３款 諸支出金 

８ページ ４款 予備費            

その他全体を通じて質疑のある方は､ございますか。 

（質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。 

 

日程第１３ 議案第２３号 

 

議  長 日程第１３、議案第２３号 

「小海町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制定

について」を議題といたします。事務局長に議案の朗読を求めます。井

出議会事務局長。 

（事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。本案について提案理由の説明を求めます。 
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     （総務課長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑のある方は挙手を

お願いします。６番 的埜美香子君。 

６番議員 はい、６番です。今の説明で大体のことは分かったんですけれど、予算

書の関係なんかはどのように変わってきますか。 

総務課長 はい、予算書の関係につきましてはこの条例を定めれば、今度債務負担

行為をうたう必要がございませんので、普通に単年度に支出する分の予

算を計上するということになります。 

議  長 他にありませんか。１２番 篠原義從君。 

12番議員 はい、１２番篠原です。これを５年以内とするということで、契約する

と町になんかメリットは。普通我々リースで借りる場合は１日で借りる

よりも１０日、１０日で借りるよりも１ヶ月っていうように割安になっ

てるんですけれど、そんなようなメリットはあるわけですか。 

総務課長 メリットではなくて、例えばパソコンですと、パソコンを１回導入しま

すと、だいたい５年くらいの期間の契約にしないと、我々も大変ですし、

業者も大変になるわけなんですが、そういったものを今までは業者の方

にお願いして便宜的に１年ごとの契約で１年いくらという形で、要する

に５年間で 200 万のものを１年間４０万という形でお金をお支払いして

たわけですけれど、本来そう言ったやり方というのは、法的にはあまり

好ましくないと、債務負担、長期に渡っての契約が分かってるものにつ

いては予算書で債務負担行為を明示しなければいけないわけですけれ

ど、今までは単年度契約ということで、それを慣例的にやってきていた

んですけれど、きちっとした形で今後処理していきたいということで、

これを定めさせて頂くというものですので、先程篠原議員おっしゃった

ような、１日で借りるより１ヶ月で借りた方がいいというような、そう

いったメリットという意味ではないということです。 

12番議員 はい、今、予算の関係で的埜議員が質問したんですけど、契約は５年で

契約して、単年度で予算を計上して支払っていくということですね、あ

の５年契約で５年分を５で割って払うじゃなくて、単年度で払っていく

と、予算計上して、はい、わかりました。 

議  長 他に質疑のある方はございませんか。これで質疑を終わります。 

 

日程第１４ 議案第２４号 

 

議  長 日程第１４、議案第２４号 

「小海町手数料条例の一部を改正する条例について」を議題といたしま
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す。事務局長に議案の朗読を求めます。井出議会事務局長。 

（事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

     （総務課長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。 

質疑のある方は挙手をお願いします。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。 

 

日程第１５ 議案第２５号 

 

議  長 日程第１５、議案第２５号 

｢小海町消防団員の定員・任免・給与・服務等に関する条例の一部を改

正する条例について｣を議題といたします。事務局長に議案の朗読を求

めます。 

（事務局長朗読） 

議  長      朗読が終わりました。本案について提案理由の説明を求めます。 

（町民課長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑のある方は挙手を

お願いします。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。 

 

日程第１６「議案第２６号」 

 

議  長 日程第１６、議案第２６号 

｢令和３年度小海町一般会計補正予算（第２号）について｣を議題といたし

ます。事務局長に議案の朗読を求めます。 

（事務局長朗読） 

議  長     朗読が終わりました。本案について提案理由の説明を求めます。 

（副町長説明） 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。歳入歳出とも補正予算

書でページごとに行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

【歳入】 
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７ページ 

 １３款 分担金及び負担金 ２項 負担金 

６番 的埜美香子君。 

６番議員 ６番、お願いします。負担金の関係ですけど先程説明頂きましたが、人

件費の関係で半分を社協の方が持つということの説明だったと思うんで

すけど、これはどういうこと、社協の職員になるっていうことですか。

お願いします。 

副町長 社協の職員になるっていうことではなくて、やすらぎ園費のところに１

人派遣しまして、町の職員という体制でございます。それで職務命令で

社協の介護保険の事業もやって、介護保険会計から 1/2 はもらうってい

うか負担して頂くという予定でございます。 

６番議員 先日その社協の理事会が開かれたんですけれど、その中で令和２年の関

係で赤字から黒字に転じたと。社協の努力もあって、人件費も極力抑え

気味で頑張っているという話をお聞きした中で、こういった人件費を社

協の方から出すというのはいかがなものか。その辺どのように考えてい

ますか。お願いします。 

副町長 社協、いわゆる２つの会計がありまして、地域福祉会計、本当、一般会

計、やすらぎ園費でみて、社協自身の会計でやってますけれど、その人

件費というのは町から補助している…例えば社協の職員で地域福祉をや

ってる人もいるわけですよね、その人には町から補助金をやって、要は

介護保険事業とは違いますので、だからそれに対して今は赤字になっち

ゃって経営が大変なもんだから、1,000万、去年からやってますけれど、

他の町村はそれ 500 万円くらい全部赤字なもんで、本当ならば 500 万円

づつ、昔からねその分は介護保険事業じゃない、昔からの社協の福祉事

業なもんで、町民課の福祉と同じなんですけど、社協の会計の中でやっ

ている職員の給与とかそういうものは地域福祉の会計は町の地域福祉と

いうか福祉の仕事の延長みたいなもんで、町から負担しても当然いいと

いう判断の元に今までね他の町村は 500 万とか 1,000 万とかやってると

ころあるんですけど、小海町は介護保険事業が儲かったもんで、この赤

字分を解消して今まで町から負担はしてなかったんです。更に言うと局

長の分も 300 万円くらい社協の会計から一般会計へ入れてたんですよ。

そういう中でやってきたんですけど、やっぱりこういうご時世で社協の

会計が大変だって言って来たもんで、じゃぁどうしましょうと言った中

で局長の分をねやすらぎ園費に、局長の部分はあるんですけど、局長は

町からの 1,000 万の補助と同時に局長の分の負担は当面取らないとかい

うのはあります。そういう中で今回は町の職員でやすらぎ園に派遣され
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て、地域福祉の部分を半分やるもんで、その負担金は取らないんですけ

れど、やっぱり介護保険会計の方もね、車運転したりとか手伝うもんで、

トータル 1/2、1/2の仕事の割合にしまして、じゃぁ 1/2だけは社協の会

計から入れましょうということでちょっとそれだけは補助じゃなくて正

規にねやりたいということで今回載せたという事でございます。今後ま

た 1,000 万の補助をどうするかとか、黒字になったから今後どうしてい

くかって言うのはね、これからまた研究していきたいと。その中に含め

て局長の人件費はどうする、この 1 人の人件費はどうするっていうのは

もう 1回検討していく対象にはなっていくと思います。以上です。 

議  長 ７ページ 

１５款 国庫支出金 １項 国庫負担金 

     ２項 国庫補助金 

８ページ         

１６款 県支出金  ２項 県補助金 

２１款 諸収入    

歳出に移ります。 

９ページ 

１款 議会費 

２款 総務費 １項 総務管理費 1目 一般管理費 

２目 財産管理費 

   ４目 企画費 

１０ページ  

      ４目 企画費つづき 

１２番 篠原義從君。        

12番議員 はい、10ページの 12節、関係人口創発事業ということなんですけれど、

この資料綴を見ますと特産品、特産加工品の開発ホームページだとか、

特産品のブランド化だとか色々書いてありますけれど、今までもこうい

ったことは散々企画してやってきたような経過があると思いますが、ど

こがどんなように違うですかね。 

総務課長 はい、今までも国の補助金等頂いてやった経過はあります。特産品、商

品化したりだとかやってきましたけれど、その出口戦略といいますか、

作るは作るんですけれど、一番どこへどういうふうに売ればいいかとい

う、そこまでが今一つ事業として足りないところがあったということで

今回はどちらかというと出口の方から逆に色々意見をいただいたり、プ

ランをいただいたりして、消費者の欲しがってる物をどういうふうに作

ってったらいいかとか、そういった研究をしたいということが発端であ



36 
 

りまして、ですから都会の都市部のそういったことに関連する皆さんに

集まって頂いて、色々地域のフィードワークだとか、そういったものを

通じて物事を考えて行きたいということで、今までとはちょっと事業が、

さっき説明したように出口から入っていくという形のものにしていきた

いというところです。 

12番議員 はい、12 番。出口からということなんですけれど、まぁ中々これね今ま

で再三やってきて大変な事業だと思いますけれども、まぁ都会の人も入

れてといいましたけれど、プロの何かこういう活動の人は頼んでいれる

んですかね。 

総務課長 はい。これに関わって頂く皆さんは、皆さんが色々な部門でプロの皆さ

んです。話の発端は都市部の企業の社長たちが集まってる会がありまし

て、その皆さんとの交流があったことがきっかけで、その皆さんも小海

町に対して非常に興味を示して頂いておりまして、まぁ自分達ができる

ことで小海町に貢献もしたいというような話の中で、そういったプロの、

色々な部門のプロの皆さん、そういった皆さんに参加して頂いて意見を

頂ながらそういったことを考えて行きたいというものでございます。 

12番議員 そうすると内訳のところに 170 万、248 万、82 万というようにあります

けれども、これはその人たちの人件費が入り、また開発費用も入っての

金額ですか。 

総務課長 はい、この説明資料の一番下にありますけれど、一番こういった事業に

取り組んでいるのがネイチャーサービスコンサルティング株式会社とい

う会社でございます。元請けというかここにすべてを委託をして、この

会社の方で色々振り分けをして、人を要するに雇うといいますか、人を

集めてもらったり会議をやったり、フィードワークをやったりというこ

とをすべてこの会社で費用を分配してやって頂くということでございま

す。 

12番議員 はい、わかりました。 

議  長 ６番、的埜美香子君。 

６番議員 はい、６番お願いします。今の関係ですけど、今の話で中々これまで特

産品の開発っていうところで町内だけでは中々難しいかなっていうのが

私も感じていたところですが、先程副町長もイメージ湧きづらいってい

うことでおっしゃられましたが、外部にお願いしていくっていうことで、

それは大事な事かなって思うんですけれど、例えば直売所で、直売所っ

ていうか加工所で今特産品、まだまだ頑張っていますし、あとお豆腐の

関係だとか、そういうことともコラボしてというか、そういうものを外

部のニーズに合わせて商品化していくっていう、そういうイメージでよ
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ろしいんでしょうか。 

総務課長 はい、勿論、既存のそういったものも売り込んでいかなければなりませ

んので、それは当然入れていくものと考えて頂いて結構だと思います。

ただ先程申し上げましたように今まではこちらが売り先とか売れるかど

うか、そういったこともたいして研究もせず、研究もせずって言っちゃ

いけないんですけれど、まぁ豆があるから豆腐を作ろうとか、きな粉を

作ろうとか、そういう形で特産品を作っていた。だけどもやはりマーケ

ティングという部分で行きますと、誰がどういうものを欲しがっている

とかいうことをまずはリサーチをして、それでそのニーズにあった商品

を作らなければ売れないっていうのが今回この事業の根底にありまし

て、そういったものの考え方で、特産品づくりを考えて行きたいという

ことでやっておりますので、まぁ当然既存のものも勿論一緒になって、

またメンバーにもこの地域のフィードワークのメンバーにもおそらく入

って頂くようになると思いますので、その説はよろしくお願いしたいと

思います。 

議  長 １０ページ 

２項 徴税費 

１１ページ 

   ３項 戸籍住民登録費 

   ３款 民生費 １項 社会福祉費 １目 社会福祉総務費 

 ３目 やすらぎ園運営費 

１２ページ 

         ３目 やすらぎ園運営費つづき 

 ５目 あゆみ園運営費 

      ２項 児童福祉費 １目 保育所費 

６番 的埜美香子君。 

６番議員 保育所費の関係で報酬と給料という事で職員を１名減らした中で、会計

年度任用職員の方を増やすという、そういうようなことだと思うんです

けれど、職員を１人減らす、そしてまた今募集していると思うんですけ

れど、この辺の弊害は出てきてないのか、そこだけちょっとお願いしま

す。 

子育て 

支援課長 

はい、お疲れ様です。ただ今の的埜議員の職員の体制、予算措置も伴い

ますが、についてご説明申し上げます。まず、予算科目通りに行きます

と報酬につきましては、副町長よりご説明ありましたように保育所は、

議員さんもご存じのように大変、未満児保育というのが多くなってきて

保育所、保育士さん等のですね、色々取り組みについてだいぶウエイト
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が上がっているという状況の中で、昨年でございますが、佐久福祉事務

所の保育の指導員さんに入って頂いた経過の中で、今の体制ですと、未

満児のクラスは、基本的に最低でも保育士さんが２人はいっております

が１名が正職員で固定と、あともう１人は昔の言い方で言いますと、今

は会計年度任用職員でありますが、と代替の保育士さんがシフトに基づ

いて、極端な言い方をしますと日替わりで未満児の保育を行っていた中

で、やはり未満児さん、小さいお子さんになりますと、やはり先生の顔

を覚えていくにも担任の先生は覚えれるけど、パートの先生は中々、正

直言って顔が覚えにくくて保育についても色々と支障といいますか、

色々影響のある中で、指導員さんにはぜひとも固定した方がいいと、未

満のクラスの先生も固定がいいというようなご助言を頂いた中で、当初

の予算措置の取り組みが遅くなった部分があったんですが、基本的には

４月１日から今すべて未満児さんの保育士さんは固定という事で取り組

んでいるという状況でございます。またその下の正職員につきまして、

確かに今１名、男性保育士でございますが、この４月１日より、庁舎内

に入っておりますが、１名ですね新規の保育士の経験則のある保育士さ

んが女性でございますが、採用になっているという状況の中では、正職

員の数からいいますと、令和２年度と令和３年度につきましては増減は

ないという認識でございます。ただ当然、経験則という中でいいますと

やはり異動した先生は３年目、かたや１年目ということで、そういうよ

うな経験則のことはございますが、基本的は体制的には今、正職員につ

いてはそういう状況で行って、新しい保育士さんも２か月経過した中で、

これ今は未満のクラスを持って頂いていますが、鋭意取り組んで頂いて

るという状況でございます。以上でございます。 

議  長 １２ページ他にありませんか。 

１３ページ       

    １目 保育所費つづき 

   ２目 児童措置費 

   ４目 結婚推進・子育て支援費 

１４ページ 

   １項 保健衛生費 １目 保健衛生総務費 

   ２目 予防費 

２番 鷹野文則君。 

２番議員 はい、２番鷹野です。コロナワクチンの費用の方で個別接種費用の内訳

を教えてもらってよろしいですか。 

町民課長 はい、個別接種の費用につきましてはお一人１回 2,277 円を見込んでお
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ります。 

２番議員 すみません、そちらの内訳じゃなくてですね、600人の方の内訳を教えて

下さい。 

町民課長 はい、600人の方なんですが、想定できる皆さんなんですけど、医療従事

者の皆さん、そして高齢者施設の従事者の皆さん、そして、消防署の救

急隊員、そして入院患者と老健入所者等を想定しまして、何の分野が何

人という把握は実際できませんので、おおよそ 600 人という目安を付け

たものであります。以上です。 

２番議員 はい、そちらの方は分かりました。あと、医療用廃棄物の廃棄費用が計

上されてますけど、これはどういう形で廃棄を委託されるわけですか。 

町民課長 はい、これにつきましては注射針とかそういうものでありますが 20リッ

トルの入れ物を 1万円という想定をしまして、それが 48回という計算で

あります。実際に総合センターで接種をしまして、どれだけのボリュー

ムが出てそれで結局となりの分院さんに、分院さんの医療廃棄物と一緒

に処分をしてもらうということでありますので、最終的には清算をさせ

てもらって、かかっただけというか、その金額で接種が終了した段階で

精算をして補正予算をお願いをするというものであります。以上です。 

２番議員 はい、そちらのほうは今のやり方でいいんですけれど、恐らく排出者が、

要するに責任者が明示されてないと契約が大変だと思うんです。そうな

ってくると町長なのかなという部分が出て来るんで、ちょっとよく検討

して頂きたいと思います。 

町民課長 はい、今ご指摘されましたことはまたうち…保健師と分院の事務課長さ

ん等々と相談をしまして間違いのないように対応して参りたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

議  長 ６番、的埜美香子君。 

６番議員 はい、６番です、お願いします。今のコロナワクチンの接種費用に関し

て３月議会の方で、前鷹野議長が二重計上ではないかという事を指摘を

致しました。先程の説明で２月の段階でこういう…今説明資料の方で、

予算を立てたということで、副町長、精査した結果という話でしたが、

これ、いつ精査したのかお答えください。 

町民課長 はい、３月の段階で１人 2,277 円、これが小海町の人口 4,500 人にかか

るのはちょっとおかしい…というか違うのではないかということをご指

摘を頂きました。私、担当になりましてから制度の再確認、そして集団

接種をするものには医師の派遣を頂く費用のみで接種ができることが

段々分かってきました。そういう中で制度の捉え違いが判明しまして結

果的には過大な計上だったということであります。そういう中で判明と
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いうか、この補正予算を作成の段階では 4月 20日頃から連休頃にかけて

確認作業をしたという状況であります。以上です。 

６番議員 制度の捉え違いということで、国からくる制度をね、中々、理解するっ

て言うのは難しいと思うんですけれど、今後の課題としてどのように考

えているかお願いします。 

町民課長 はい、先程９号の補正予算の最後にもご指摘をされましたが、やはり私

ども自分の立場としてしっかりした予算管理をし、そして、しっかりし

たアドバイス、指導をした中で、このような計上の間違いが少しでも少

なくなるように努力をしなければならないという感じに考えております

ので、また間違いのないようにしては行きますがよろしくお願いします。 

議  長 １５ページ 

   ２項 生活環境衛生費 １目 生活環境衛生総務費 

   ２目 町営バス運行管理費 

   ５款 農林水産費  １項 農業費 １目 農業委員会費 

   ２目 農業振興費 

   ４目 農地費 

１６ページ 

２項 林業費 

   ６款 商工費  １目 商工業振興費 

２目 観光費 

１７ページ 

      ２目 観光費つづき 

    ４目 松原湖高原観光交流センター運営費 

１８ページ 

 ７款 土木費   １項 土木管理費  

３項 都市計画費  

８款 消防費 

１９ページ 

９款 教育費  ２項 小海小学校費 

３項 社会教育費 １目 社会教育総務費 

   ３目 美術館運営費 

２０ページ 

     １２款 予備費 

２１ページから２５ページ 

補正予算給与費明細書 

２１ページ 
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２２ページ 

２３ページ 

２４ページ 

２５ページ   

その他全体を通じて質疑のある方は､ございますか。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。 

日程第１７ 「陳情・請願等」 

議  長 日程第２７、陳情第１号についてを議題といたします。今定例会で受理

した陳情はお手元に配布したとおりであります。陳情書の朗読及び審議

は、付託した委員会でお願いいたします。 

○ 質疑終了 

議  長 以上を持ちまして、承認、議案、陳情に対する質疑を終結いたします。 

○ 常任委員会付託 

議  長 本日、議題としてまいりました承認第１号から議案第２６号と陳情第１

号は､会議規則第３９条の規定により、お配りした議案付託表のとおり、

それぞれ所管の常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

（異議なし） 

議  長 異議なしと認めます。議案付託表のとおり付託いたしますので、よろし

くご審査の程をお願い申し上げます。 

○ 散   会 

議  長 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

一般質問は９日、午前１０時から行います。これにて本日は、散会とい

たします。ご苦労様でした。           (ときに 16時 25分) 
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令 和 ３ 年 第 ２ 回 

小海町議会定例会会議録 

「第 ７ 日」 

    ＊ 開会年月日時  令和３年６月９日 午前１０時００分 
    ＊ 閉会年月日時  令和３年６月９日 午後 ４時４５分 

    ＊ 開会の場所  小 海 町 議 会 議 場 

 

              会 議 の 経 過 

 

 ○ 開    会 

 

議  長 皆さんおはようございます。本日は令和3年6月定例会、一般質問であります。

今回は6名の方が一般質問を行います。新人議員の方にとって初めての一般

質問となるわけでありますが、質問に当たられた60分の中で、事前に提出さ

れました通告書の範囲内であれば何回でも質問ができます。持ち時間を有効

に使い、黒澤町長をはじめ理事者の皆さんに対し、町政への疑問は施政方針

などをただしていただきたいと期待をしています。2期目以上の先輩議員の

方は、新人議員の皆さんのお手本となる質疑をお願いするところでありま

す。定刻になりました。ただいまの出席議員数は全員であります。定足数に

達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 

              ○ 議事日程の報告 

 

議  長 本日の議事日程はお手元に配付したとおりであります。 

本日、答弁のため出席を求めた者は、町長、副町長、教育長、各課長、教育

次長、所長、会計管理者であります。 

 

              日程第１ 「一般質問」 

 

議  長 日程第1、会議規則第61条の規定により一般質問を行います。 

あらかじめ申し上げておきますが、同第63条の規定により一般質問を行いま

すので、ご協力をお願いいたします。 

それでは順次質問を許します。 
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第９番 小池 捨吉 議員 

議  長 初めに第9番 小池捨吉議員の質問を許します。小池捨吉君。 

９番議員 おはようございます。9番の小池捨吉です。本日、1番ということであります

もので、ひとつよろしくお願いします。最初に、今話題の世界でも脅かして

いるコロナの話ですが、当小海町でも5月下旬よりコロナワクチン接種が始

まりました。町長も住民も安堵していることと思います。我が町も、レベル

3まで下がりました。いつまで続くか分かりませんが、今後も緊張を持って

対策に配慮していただきたいと。いずれも関係職員に感謝をするところであ

ります。それでは、通告に従いまして一般質問をいたします。最初に、資料

は出していただきましたが、松原湖音楽堂から稲子白駒線につながる松原湖

海尻線バイパス新設計画についてお伺いします。この道路について、新しい

議員も参加しておりますので、細部について認識を共有したいと思います。

最初に、この道路の位置づけは、広域道路になるんですかね、ただのバイパ

スですかね。お願いします。 

産業建設 

課  長 

おはようございます。お疲れ様でございます。それではお答えいたします。

この計画につきましては、まず資料を求められていますので、そちらをご覧

ください。資料つづりの1ページをお願いいたします。まず、設計業務委託

契約書ということなんですが、これは本契約のバイパス工事につきまして予

備設計ということで行ったものでございまして、令和2年度に調査を終了し

てございます。2ページをお願いいたします。こちらの図面がそのバイパス

の計画ということでして、こういった計画を案として、これで最終決定とい

うわけではありませんが、これを実施するに向けてどのような進め方がよい

かというようなことで進めてまいりたいと考えております。以上です。失礼

しました。広域ということではございません。バイパス道路、ここにありま

すバイパスということで計画をしてございます。 

９番議員 かような話でもって、広域道路ではなくてバイパスということでありますと

いうことであります。それで、長期計画では、今年3月の予備設計も載って

おりましたり、それから概略図ですね、提示されましたが、横断・縦断は今

年度設計だと思います。令和4年、5年にかけて完成ということですが、現在

の進捗状況はどのようになっているでしょうか。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。今年度の実施状況ということですが、予算の際にも、3

月の定例会ですけれども、こちらでもご説明させていただきましたが、今年
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はその実施に向けた下調査ということでございます。令和2年度で、このよ

うな図面のとおりの設計を、概算設計を行いましたので、こちらの実施に向

けてということで行っております。そして、本計画の説明を地元松原区の役

員の皆様にも5月、説明をさせていただきました。この計画を進めることに

よりまして、南牧村海尻地区の皆様も交通量が増える等の関連がありますの

で、協議を行いました。今年度につきましては、中部横断自動車道のルート

が発表されると言われております。工事用道路がどこになるかといったよう

なこと、そしてインターがどこになるかといったことも関連性を考慮して調

査していきたいと考えております。当面ですけれども、松原集落内の通行を

極力減らせるよう、長湖へ行く方面、海尻方面へ行くその交通量を減らせる

よう、案内標識の設置等を行ってまいりたいと考えております。そしてまた、

音楽堂からは八ヶ岳方面の景観についても課題となろうかと思いますので、

併せて検討してまいりたいと考えております。以上です。 

９番議員 ありがとうございました。図面、一番上を見てもらうと分かりますけれど、

２車線でもって延長が427ｍ。Ｗということで、道路幅5.5ｍ（7ｍ）という

ことであり、舗装工が2,950平米ということでありまして、これを逆算する

と道路は7ｍというふうになると思います。そんなことで理解していいでし

ょうかね、7ｍということで。 

産業建設 

課  長 

2ページの資料の図面は、幅員2車線7ｍで設計をしてございます。南牧村側

はセンターラインのない5ｍ、平均ということですけれども、改良が、工事

がされております。国庫補助を受けるということを考えますと、現在は国庫

補助事業採択、非常にハードルが高いということでして、高規格道路でない

と採択につながらないというような状況もございますので、県のほうと打合

せをしていって、7ｍでもなくてもいいということであれば1.5車線、そうい

ったことも検討してまいりたいと思います。以上です。 

９番議員 今、産建の課長から7ｍでなくもいいということは、もっと広げてもいいよ

という解釈も取れるわけですけど、私としては、7ｍでなくてもう１ｍぐら

い広げて、歩道をきちっとつけたいと思っておりますけれど、その辺の考え

はどうでしょうか。 

産業建設 

課  長 

こちらの松原海尻線のバイパスのもともとの整備といいますのは、観光客、

主に中央道側から入ってこられるお客さんの交通量が増えたために危険だ、

そして現在の道路は狭い、そういうことが問題点とされて、この計画が出た

ものでございますので、仮に小海町側が歩道つきの改良された道路でありま

しても、南牧村側についてはもう既に改良が済んでおりまして、5.5ｍとい
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うようなサイズの規格で工事が終了していますので、やはり観光客を誘導す

るということになれば、統一した道路のほうがふさわしい。また、費用もか

かることでございますので、その費用対効果も考えなければならないと考え

ております。以上です。 

９番議員 今、課長のほうから、南牧のほうに少し合わせるような話でしたけれど、私

としては、そんなに合わせることもなく、もしかして中部横断道がどういう

ふうに入ってくるか分からないもので、できればこの際取得していくはどう

かと思います。その辺は、今答弁いただきましたもので、再度考えておいて

もらいたいと思います。それから、設計の図面を見ますと、側溝とかそうい

うの、これ全て自由勾配と記されておりまして、それに合わせる自由勾配は

いいですけれど、道路勾配で一番急なところはどこになるかということで、

ちょっとその辺、ただの農道のバイパスということですから道路勾配は急で

もいいですけれど、一番思っているのは、稲子白駒線から音楽堂に向かって

入るところが一番急になるではないかと思いますが、この辺の勾配はどうい

うふうに考えておるでしょうか。まだ、縦断・横断出てきていないからちょ

っと分かりませんけど、考え方としては。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。資料の図面の道路の、計画道路の絵があるんですけども、

その上側にナンバー1、2、3というふうに左側から右側にかけて振ってござ

いますので、こちらをご覧ください。左上が先ほど言われたように松原から

稲子集落に行く道路でございまして、起点はＢＰというふうにあります。そ

して、小池議員おっしゃいました入り口側がやはり勾配がきついということ

で、ナンバー1からナンバー8、ナンバー8には、これは湖水に、長湖ですね、

入る流れ、入るその水路もありますけれども、この間が最も勾配がきつくな

ります。8％の勾配という、これも概算設計の縦断勾配で、その勾配ですけ

れども、おおむね140ｍ間で8％ということでございます。そして、そのナン

バー8から緩やかに終点のほうに向かって上っていくと。終点には音楽堂の

駐車場、南牧村側に近い駐車場がありますが、そちらのほうに向かって緩や

かに上っていくと。そして現道に接続するというような計画でございます。

以上です。 

９番議員 大体の概略は分かりましたが、それでちょっとお聞きしたいのは、この道路

のメンテナンスはあれですかね、集水桝も兼ねた、除雪も含めて、これ町で

行うのか。それとも、松原区が行うんですか。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。まだ地元の区の皆さんとも、そのような計画の段階です

ので、できる方向で進むようになりましたら、そのような除雪の関係、維持
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管理の関係も必要にはなると思いますので、協議はしてまいりたいと思いま

す。今現在のことをお知らせしますと、今、小海でも集落内は地区の皆さん

除雪をするんですが、峠といいますか、南牧、海尻に出る、そちら側、南牧

のほうも集落内はされますけれども、冬場は主に利用がされませんので、除

雪はされていないというのが現状でございます。以上です。 

９番議員 いずれにしろ、まだはっきり分からないというような回答でありますが、農

道でありますもので、恐らく松原の区でやるようになるのではないかと思い

ます。そこで、一番最初に集水桝について伺いますけれど、図面を見ますと、

集水桝が小さ過ぎないかというふうに考えます。上流と下流側、同じ大きさ

で設計ですが、下流側を大きくできないかというのが私の考えです。それで、

根拠としては、集水桝も人が入って土砂撤去できるような大きさにしてもら

いたいと。考え方によっては重機を使ってスムーズに作業ができるような大

きさを希望するわけですが、この辺はいかがでしょうか。これは、集水桝１

号から最後、集水桝11号まであるわけですが、非常にちょっと小さいように

感じるもので、その辺の考え方はいかがでしょうか。今までの産業建設課の、

産建で地区からいろいろ要望を聞いていると思いますが、その辺の要望を聞

いた中でどんなふうに設計したでしょうか。 

産業建設 

課  長 

この集水桝につきましては、設計を担当するところでおおむね周囲の状況を

見て標準的と思われる、そういうサイズのものを設置してあります。数字で

いいますと、集水桝何号と図面でもありますけれども、600型、そして800、

1,000というようなサイズが載っております。そして、またボックスカルバ

ートというのもあります。こちらも水路として水量が多いのでこれはナンバ

ー8ですね、ナンバー8付近に設置するものは1,000、1,000というのは１ｍ角

のもの、そして17、18、現状ある水路、流れておりますけども、こちらでは

700掛ける500、そういったものを現状を見て設計をしているわけですが、実

施になった場合にはまた実際にこちらで水を利用されている方、そしてまた

周囲に農地がある方、このような方々とも協議の上、必要があればサイズの

変更、そういったことは可能であると思います。以上です。 

９番議員 今、課長のほうから概略、大体500から1,000ぐらいまでの大きさという話を

聞きましたけれど、私としては、上流側はともかく下流側については大きい

のを入れてもらいたいということであります。それから、今ちょっと話も出

ましたけれど、ボックスカルバートのほうなんですけれど、今言いました一

番、ナンバー8のところのボックスカルバートが1,000掛ける1,000で延長30

ｍということでありますけれど、延長30ｍのボックスカルバートが入るとい
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うことは、非常に中に土砂とかそれがたまるおそれがありますということ

で、できればもっと、1,000掛ける高さが1,600以上のものを入れてもらいた

いというのが私の希望です。今までいろいろ経験した中で、私もいろんなと

ころにいたもので経験しましたけれど、やっぱり人が入る大きさのボック

ス、特に30ｍもあるんですよ。それについては、そういうふうに人が入って

清掃できるボックスにしてもらいたいということですが、今、課長のほうで

変更も可能だということでありますもので、その辺の考え方、ひとつよろし

くお願いします。 

産業建設 

課  長 

ナンバー8のところのボックスカルバートということなんですけれども、延

長30ｍと長いということなんですが、こちらは一番低い位置になりますので

盛土をするというような関係で、道路幅7ｍのほかに盛土する分、そういっ

たものがございまして、30ｍと長くなってしまいます。そして、その管理の

関係ですけれども、確かに小池議員さん言われるように、人が入ることがで

きる、そういうサイズのものは管理しやすい、そのとおりだと思います。必

要最低限、費用のこともありますので、やはり必要最低限ということになろ

うかと思いますが、その点について、実施の際にはまた検討してまいりたい

と考えております。以上です。 

９番議員 今、課長のほうからそういう答弁を聞きましたけれど、ぜひ、誰が管理する

にしてもやっぱり中に人が入って土砂撤去ということを考えられますもの

で、そのような人が入れる設計にしていただきたいと。それから、ボックス

カルバート、これは土砂がたまるかたまらないかというのはいろいろあるで

すけれど、2か所入るわけですけれど、これの勾配についても検討しておい

てもらいたいと。私としては、最低5％ぐらいの勾配はつけてもらいたいと

思いますが、その辺の考えはどのように考えておりますか。 

産業建設 

課  長 

一般的には、水の関係ですので、流れ、入る場所と流れ出る場所、現状がど

のくらいの高低差があるかということで設置の傾斜は決めるんだと思いま

すが、それが、できれば管理側からすればなるべく急なほうが中には堆積し

ないということになろうかと思いますが、ただ反面、勾配を変えた場所に堆

積しやすいというデメリットも出てくると思います。いずれにしましても、

そういった後の管理も含めた検討を行いながら実施計画に入る、そのときに

は考えたい、そういうふうに思っております。以上です。 

９番議員 いずれにしろ将来的な話で、管理がきちっとできるような構造をお願いした

いと。全て町でこれ管理するでなくて、恐らく松原の区がいろいろやるよう

になると思いますもので、特に松原の区の要望も聞いた中で、管理しやすい
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やり方、それから人が、何というか、手がかからない。だんだんに、何とい

うか、若い人もいなくなりますもので、年寄りがあまり苦労しないような設

計をしていただきたいと思います。それで、盛土についてということであり

ますけれど、盛土も、何というか、大きいのり面というか長さになりますと、

犬走りを細かくつけてもらって管理しやすいようにということをお願いし

ておきます。将来、いずれにしろメンテナンスを考えた設計をしていただき

たいということで、よろしくお願いします。松原湖海尻線についてはこれで

質問を終わりにいたします。次に、畑地帯総合土地改良事業小海原地区計画

概要ですが、令和3年度ということで、これは次の図面、ちょっと見てもら

えれば分かりますけれども、ＶＰ管バイパスでパイ300でもって、当初1,000

ｍ行う計画でしたが、今日の図面を見ますと1,692ｍということで長くなっ

ておるということで、これは地下埋設だと思いますが、この辺の設置、当初

設置して何年ぐらいたっているでしょうかね。 

産業建設 

課  長 

資料つづりの3ページ、4ページがこの小海原に係る水管でございますので、

こちらを見ながらということでお願いします。この以前に設置されている水

管の施工時期ということなんですけれども、はっきりこの時期というような

書類関係は残っていないんですけれども、40年代というふうに考えられてお

ります。昭和40年代ということで、現状は管内にカメラを入れて調査をした

ところが、ゆがんでいるところがあるというようなこと。そして、今後の利

用も考えますと伏せ替えが必要。そして、これは上流、今年度やるところは

下の赤い用水路工事、Ｌ＝1,692と書いてある場所なんですけれども、下流

側、図面の右上のほうになりますけれども、こちらのほうの国道やＪＲに近

い、そういった圧力のかかる管路で実際に破管した、漏水した、そういう事

故が何件かありました。そして、この計画が始まったということでございま

す。今年につきましては、この3ページの赤い部分と、そして次に4ページ、

4ページはその国道やＪＲ、千曲横断ということなんですけれども、2つの事

業を県でも取り入れておりまして、名称が異なっております。4ページのほ

うは県営農村地域防災減災事業で小海原にというような名前で施行が進ん

でまいります。予算的にもこういった地域防災減災、そういう事業で進めた

ほうが事業費もつくだろうというようなことで、2本立てとなっております。

以上です。 

９番議員 ただいま、設置が昭和40年頃だということでありますが、かなり古くなって

いて、カメラ入れたらば歪んでいるということは漏水も考えられるというこ

とで、今回計画したということでありますが、いずれにしろ、上水道の関係
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も特にいろいろあると思いますけれど、こういうところ、早めに対処しても

らってありがとうございます。それで、令和4年度実施予定が計画されてい

る上人沢の頭首工からの水管橋45ｍ、当初44ｍが45ｍになっているわけです

けれど、これについての構造は今と同じ構造で設置という考えでいいでしょ

うかね。 

産業建設 

課  長 

水管につきましては45ｍ、当初架け替えの計画もあったんですけれども、現

在も調査中ということで、できれば選択肢として現状の管をそのまま利用す

るということで、塗装ですとか接続部の交換ですとか、そういったものも考

えていくというような話を聞いております。以上です。 

９番議員 大体おおむね分かりました。それでは、先ほど課長のほうからありましたが、

これが2つの件名で分かれているということで、次に、県営農村地域防災減

災事業小海原2地区の計画されている小海原に水を揚げるサイフォン管路に

ついてお伺いいたします。これは、長期計画ではかん水用で水路管の変更と

あるが、ルートとして、現在通してある既設の管路敷地では駄目という理由

は何かあるんですか。 

産業建設 

課  長 

これは、昨年度までの調査設計、比較検討をしておりました。そして、以前、

ここの地図には以前のルート表記がないんですけれども、もっと最短距離で

設置されておりました。4ページですと、ちょっと千曲川、ちょうど中央下

ぐらいですかね、千曲川を既設管路ということでここに表示はあります。そ

して、終点とありますこの小海原の上のところに配水池がありますが、ここ

までの管路、これが最も距離的には短いわけですけれども、この施工が非常

に山の中ですね、山林の中を、これ急なんですけれども、この施工をする方

法、現在は機械が入ること、そしても最も大事なのは施工の安全性、そうい

ったことも考慮されて比較をされました。結果、今のこの赤と青で示された、

ルート的には随分長い距離なんですけれども、こういったことでも水が流れ

るためのロスというのがあるようなんですが、これは長くても水は上まで届

く、そういう結論が得られたようでして、施工する工事費を検討してもこち

らのほうがよかったというふうに聞いております。以上です。 

９番議員 私は、これ水路ですから水管橋、かなり圧力もかかりますもので、できれば

最短距離でいくのが好ましいと。それで、何というか、千曲川を横断して直

に上へ上がるということは施工に困難だということですが、今は大体工事や

ってもかなりモノレールという、工事用のモノレールがありまして、大きさ

によってそれも種類があるわけですけれど、人も乗れたり材料も運べるとい

うようなモノレールがありますもので、私としては施工についてはあまり問
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題ではないかと思います。そこで、一番は、最短距離がなぜ駄目だというの

は今そのように話を聞きましたけれど、何か距離が長くなってお金がかなり

かかるということで、私としてはあまりよくないと思っております。昨年、

要するに10月の議会で提出されました図面ですけれど、当初の採択ルートと

いうことでありまして、2案載っているわけですけれど、当初の採択のルー

トと最終的に実施管路の案に決まったということでありますけれど、この辺

の考え方はどのように取っているでしょうか。私は最短ルートが、どうせ下

へ下げてくれたら最短ルートがいいじゃないかというふうに考えますが。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。当初採択ルートというのが右の凡例のところにはありま

して、この地図の中に実際は載っておりません。今回の資料用にちょっと県

のほうへ作り直していただくようにお願いしたんですけれども、その当初採

択ルートが抜けていますので、ご説明いたしたいと思います。松原湖の駅の

下に踏切がありまして、今、ここではオレンジの線があります。これを国道

のほうから行って、踏切を渡って道なりに左へ曲がるんですけれども、その

角から千曲を対岸に渡るコース、これが、ここに記載ありませんが当初の採

択ルートであります。なので、当然に既設も検討はされたんですけれども、

既に当初採択していただくときにも、この既設という考え方はなかったとい

うことでございます。先ほど、延長は長いほうが事業費がかかりそうだとい

うようなお話もありましたが、実際には費用とそれから施工性、安全性、そ

ういったものを考慮して決定されたようでございます。そして、その当初の

採択ルートも現在は変更されたということについてですけれども、踏切渡っ

たところから対岸に渡る水管橋、大きなつり橋のようなイメージですけれど

も、こういったものを造らなければならない。この水管橋に費用的にはかな

りかかる。そういったことをお聞きしました。予備調査としてボーリング調

査、地質の調査、どんな基礎を造ればいいかとか、大きさですとか、そうい

ったものをやった上でこのルートは決定されましたので、もう既に変更とい

うことでこの青と赤の線でいくということですので、もう今からこうしたい

というようなことは、なかなか困難だと思います。以上です。 

９番議員 今聞きますと、当初の採択ルートを変更して実施管路のルート案に決定した

ということでありまして、これからの変更は無理だとことであるということ

でありますが、最初、長振計画では、これ七、八年かかって竣工ということ

で、予算もあれですが、2億158万の予算を計上してあったわけですが、これ

は大体どうも今回の資料を見ますと令和4年、5年ぐらいで完成ということで

ありますもので、予算的に何というか、長期でなくて早く予算がついたとい
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うことでいいでしょうか。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。今、県のほうから頂いている資料でございますが、採択

のときから8年度間ということでおおむね今年度、令和3年度は事業費は1億

円、そして町のほうではこれに対する負担金という形で支出をします。13％

から17.5％の範囲です。畑地帯総合土地改良事業、こちらのほうが今年度予

算で1億円、そして防災減災の事業が今年度事業費で7,000万円ということで

して、町の負担についてはそれぞれ1,750万円、もう一方は910万円というこ

とで負担金として予算計上されております。今後につきましては、畑地帯総

合土地改良事業のほうが令和8年度、おおむねですけれども、それまでの予

定ですし、防災減災のほうにつきましては、令和5年度または6年度頃の終了

というような計画をいただいております。以上です。 

９番議員 予算的にもおおむね分かりました。それで、いずれにしろ私としてはサイフ

ォンについて、特に距離が長くなれば圧力に関係するということであります

もので、今変更ができないということでありますもので、仕方がないですけ

れど、あまり長くはやってもらいたいと思いませんということです。それで、

このルートの中でもう変更が利かないということでありますもので、いろい

ろ私が細かいことを言っても仕方ないということですが、事柄だけ言ってお

きますと、国道の掘削は、できれば起点から八那池の信号機辺りまでと、そ

れでもって要するに町道になると思いますが、駅に下がる道路、小池床屋か

ら下のほうへ向かって掘っていただいて、踏切については推進ということで

ありますもので、あまり踏切の真ん中を推進するでなくて、海尻側を推進工

事をしていただいて、通行にあまり支障がないようにというふうに考えてお

ります。それと、最後ということで、千曲川、これ水路を横断するですが、

今の橋を利用するですか。それとも、新しく横のほうに設置するですかね。

その辺のほうはどのようになっておりますか。 

産業建設 

課  長 

千曲の横断につきましては、その4ページの左真ん中辺りですけれども、ち

ょうど青い部分になっております。これは、青は来年度以降の施工というこ

とになるんですけれども、箕輪橋が点線で示されておりまして、その下流側

に水管橋を設置したいというような予定でございます。河川横断は88ｍで水

管橋は74ｍというような調査をしておりまして、こちらについても橋脚にな

る分、そしてその両岸に対してのボーリング調査なども行った上で検討され

たということでございます。この橋の両側についてで赤く表記されておりま

して、令和3年度、この場所についても地元区の皆さん方とまた協議はして

いくことになろうかと思いますけれども、予定が載っておりますので、また



 52 

連絡等来ようかと思いますので、そうしましたらお知らせいたしたいと思い

ます。以上です。 

９番議員 橋の下の下流側のほうへ水管橋新設ということであります。私としては、ど

うせ新設するなら前の案、最初の案でもって踏切渡って真っすぐ向こうへ抜

けるような案を通してもらいたかったと思います。それで、1つ、何という

か、頼みたいというかあれですが、ＪＲと協議する中で、推進工事やるわけ

ですが、大体推進やるのにさや管は幾つの管を計画しているでしょうか。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。さや管と言われましたが、こちらのサイズは、ちょっと

すみません、把握はしておりません。ＪＲの協議にも私ども当初同席したこ

ともありますが、最終的な決定に当たっては協議には入っておりませんの

で。ただ、以前に農業集落排水の工事がありまして、既にそういった工事は

施工、推進工法でしておりますので、これについてはスムーズに進むものと

見込んでおります。以上です。 

９番議員 私としては、前、農業集落排水事業でもってあそこに、海尻のところに推進

入っているのは承知なんですけれど、できれば将来のことを考えて、さや管

800以上の大きいのを入れてもらいたいというのが私の考えです。なぜかと

いうと、将来的にどうなるか分かりませんけれど、水力発電でも計画するに

は、さや管大きいのを入れておいて、今回のサイフォンにつながる管ともう

1本、300か350ぐらいの管が入るようにということで、800以上の管をお願い

したいわけですが、その辺の考えはどうでしょうかね。将来利用を含めての

話です。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。こちら、県の施行ではありますが、国の補助を受けて実

施していくということになろうかと思いますので、その辺の理由づけができ

るのかどうか、そういった将来に向かっての投資ができるのかどうか、そう

いったことを聞いていただくように県のほうには伝えて、協議の際に伝えて

みたいと思います。以上です。 

９番議員 いずれにしろ、県のほうへ、企画も県ということでありますが、いずれにし

ろ過疎債を使うということですから町も相当の発言権はあると思いますも

ので、その辺を踏まえた中でやっていただきたいと。いずれにしろ、細かい

ことを申しましたが、そのようなことで計画をお願いしたいと。 

それで、最後に土村相木線とういことで、宿渡のシモガタ、これは市野沢川

の道路沿いに東馬流に通じている道路がありますが、これは昨年の台風でも

ってやっと復旧しましたということで、あまり通行量はないということであ

りますけれど、この道路は貴重な道路と認識しております。昔は宿渡とか市
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ノ沢の人は列車に乗るのにこの道を下がったということも聞いております。

この道路ですが、問題点は、一番どん詰まりじゃないけれど、北原組の住宅

がある須張踏切です。現在、二輪車と小型特殊車が通行可能ですけれど、こ

の須張踏切の拡幅をＪＲに要請してはと思いますが、この辺は町としてどの

ように考えているでしょう。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。東馬流から宿渡に通じる道路、これは町道では須張線と

呼んでおります。未舗装であり、幅員が1.8メートルから5.6メートルの延長

885メートルの道路であります。高低差もありまして、勾配も急な場所があ

るというような路線でございます。過去に須張線を迂回路として使用した経

緯はあるんですけれども、今現在は土村相木線、通常宿渡または親沢方面に

通行しているその道路が土村相木線といいますが、こちらはほとんどが改良

済みと、2車線の道路になっております。舗装やのり面の工事の際に、片側

通行で工事が通常はできますので、バイパスとしての可能性、そういうもの

はあまり考えなくてもいいのかなということを考えております。現在も安全

な通行ができるように維持はしているんですけれども、踏切の拡幅というこ

とになれば、やはりそれなりの大きな理由といいますか、改良が必要だとか

通行量が増えるんだ、そういうようなことが必要になると思いますので、簡

単な協議はできないと思いますから、どうしても拡幅する、そういった強い

要望、明確な理由、そういったことが示せるようになりましたら、進めるこ

ととなろうかと思います。以上です。 

９番議員 今、課長のほうからは答弁はそういう答弁でありますけれど、現状は、実際

車は通行しているわけです。ただし、これは規制がかかっておりまして、先

ほど言いましたけれど、二輪車及び小型特殊車ということでありますもの

で、車が通って事故でも起こせば大変ということであります。この踏切も、

遮断機も警報機もついておりますということで、現状の踏切の幅員よりも50

センチ広げれば、これは普通車まで通行できるということで、踏切の規制が

なくなるということでありますもので、ぜひ、要はバイパスというか、それ

を含めた中でこれを拡幅をお願いしたいということです。これは、例えば事

故でもあれば、警察もＪＲも地域の住民も、規制がかかっているところを通

ったからだというふうに言うだけであります。ところが、行政としては、多

分批判はされないと思いますけれど、行政の心境としてはどうだろうという

ふうに思っております。最初から踏切の拡幅は無理だということでなくて、

決めつけるでなくて、行政が率先して交渉すべきと考えます。そこで、今課

長が言ったとおりでありますもので、それは踏切の拡幅は大変だと言うけれ
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ど、実際はそうでもないということで広げているところもかなりありますも

ので、ＪＲとの協議をやっていただきたいと。それで、もしそれが駄目だっ

たらば、須張踏切より宿渡側に向かって100メーターぐらい行ったところに

その山をトンネルを開けて、何というか、東馬流の駅の裏側ということで、

そっちへ向かってトンネルを掘ったらどうかという考えでありますが、トン

ネルでなくも、あの山でありますもので、ちょっと勾配つけてやればオープ

ンカットでいいじゃないかというふうに考えますが、その辺はどうでしょう

かね。 

産業建設 

課  長 

お答えいたします。踏切の拡幅についてですけれども、現在東馬流地区でも

須張のほかにもあと3つ、筆岩の踏切まで入れれば3か所、全部で4か所です

ね、ございます。須張の踏切よりもっと狭い踏切もございます。地区の要望

とすればそういうところ、軽トラも安全に通れないほどのというような場所

もありますので、そういったことが可能であるのかどうか、その辺について

は検討、協議をしてみたいと思います。それから、後半のトンネルというこ

とにつきましては、大変必要な部分なのかどうか、そういうことをお示しい

ただいたり、こちらでもそういう調査をした中で、必要があればということ

で行いたいと思います。今現在東馬流を通っている道路、中央を通っている

のは県道でございます。集落内の県道の拡幅が今最大の検討事項だと思いま

すので、そういったことより優先するのかどうか、そういうところを判断し

た中で進めていけたらと考えております。以上です。 

９番議員 通行量も少なくてお金をかける必要もないというような考えでありますけ

れど、私としては、卒道のところもいろいろ問題もあろうかと思いますもの

で、地形的に見た中で防災及び非常時に備えた道路ということで、ぜひ踏切

を拡幅して、最低普通車が通れるぐらいの処置をしておいてもらいたいと思

います。この辺、最終的に町長の考え方は何かありますか。今のこの道路に

ついて。 

町  長 東馬流の中央を横断する道路につきましては、手前どもも常に懸案でござい

ます。狭いのは、さらに狭隘であることは重々承知しておりますが、ＪＲと

の関係、それから住民の皆さん、それからもう一つは千曲川沿いというよう

な計画もございますけれども、まさにそれを実行するのにはもう少し時間が

かかるというところでございます。今、小池議員のおっしゃるとおり、いろ

んな部分についての目配りは常にしているつもりでございますが、相手のあ

ること、それから予算の関係すること、常に我々は目を張らせているわけで

すけれども、その辺がスムーズにいくような施策というものを常に模索して
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いるところでございますので、ご理解願いたいと思います。 

９番議員 いずれにしろ、3件ちょっといろいろ要望したわけですけれど、これも、私

もいろいろ土木に従事しておりましたもので、いろいろ経験した中での意見

でありますもので、参考にしていただきたいと思います。いずれにしろ、Ｊ

Ｒとの協議はちょっと頭に入れておいてもらって、長期振興計画にももしあ

ったら入れておいてもらいたいと思います。そんなことで、私の質問はこれ

で終わりといたします。 

議  長 以上で第9番 小池捨吉議員の質問を終わります。 

ここで11時15分まで休憩といたします。       （ときに10時58分） 

第２番 鷹野 文則 議員 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。         （ときに11時15分） 

次に第2番 鷹野文則議員の質問を許します。鷹野文則君。 

２番議員 2番、鷹野文則です。よろしくお願いいたします。コロナ禍となりまして1

年以上が経過し、いまだ終息が見通せない中、一歩踏み出した対策としまし

てワクチン接種が開始されました。集団免疫効果がどの程度あるとか、どの

くらい効果が持続するとか、変異株への効果など、まだ明らかになっていな

いことはありますけども、有効な抗ウイルス薬がない状況の中で、ワクチン

接種というのは重要な位置を占めると思います。ついては、町のワクチン接

種の指針をお伺いしたいと思います。また、現在までの接種状況と今後の実

施計画について、併せてお伺いいたします。 

町民課長 お疲れさまです。新型コロナウイルスの蔓延に伴う方針についてどのように

考えるかというご質問でございます。新型コロナウイルスの感染症につきま

しては、感染の拡大を防止し、そして町民の生命と健康を守るためにその対

策に取り組みながら、併せて社会経済活動の両立を図っていかなければなら

ないと考えております。そういう中で、新型コロナウイルス感染症の発症を

防止し、そして死亡者や重症者の発生をできる限り減らす、結果として新型

コロナウイルス感染症の蔓延防止を図ることができる。そんなことを目的

に、ワクチン接種等々の施策を展開しているところであります。また、現在

の状況ということでございますが、まず小海町にワクチンが4箱届いており

ます。具体的には4月30日に2箱、そして5月18日に2箱届いております。接種

の内容、集団接種の内容につきましては、小海分院へ医師の派遣を依頼をし

ていると。そして、月曜日と火曜日と金曜日に接種日を設け、行っておりま
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す。月曜日には医師をお二人派遣していただきながら行っていると。そして、

5月24日からスタートしたわけでありますが、医師2人の日は約200名を目途

に、そして火曜日と金曜日は100名ずつを予定をしまして、順次進めている

という状況であります。後期高齢者の皆様方に3月26日に接種の希望調査を

行いました。郵送で発送をしました。4月の下旬までにお答えをくださいと

いうものであります。そして、4月16日に前期の高齢者の皆さん、希望調査

書をお送りしまして、5月の下旬までにお答えくださいというものでござい

ます。そういう中でありますが、現在、高齢者の皆さんから1,650名の回答

がございます。小海町の高齢者の人口約1,800人に対しまして、92％ほどの

皆さんが接種を希望されているという回答でございます。この回答の到着順

に書類確認事項が整った順から、今度は接種の日程を決めた通知を送付しま

して、時間ごとに総合センターへお越しいただき、接種を行うというもので

す。接種を始めまして、やはり接種の時間より前に行かなければいけないと

か、遅れれば次の人が先にとか、いろいろなことがありまして、時間より若

干早くお見えになる方がいらっしゃいます。そのようなことを避けるため

に、防災行政無線などでぜひご通知申し上げた時間にお越しください、そう

しますとスムーズに接種ができますというご案内をしているところであり

ます。接種が始まってまだ日が浅いわけでありますが、いずれにしましても、

接種を受けに来る皆様方に失礼のない対応をしていくということが大切で

はないか、こんなことを思いながら進めているところであります。以上です。 

２番議員 しっかりした指針をお聞きしまして、安心したところでございます。現在の

状況の中で、ワクチン接種を粛々と計画し実施している職員の皆様に敬意を

表するとともに、そのご苦労に感謝を申し上げたいと思います。しかし、今

のところ、今お聞きしたようなワクチンの指針について、明確に広報された

ようなものを見た記憶がないんですけども、変異株の問題や副反応の問題は

ありますけども、今後65歳以下の接種が対象になっていく中、改めてこのワ

クチンの種類や期待される効果等を広報するという予定はございますでし

ょうか。 

町民課長 ワクチンの効果等につきましては、正直言って私どもではニュース、新聞等

で流れる情報しか分からないということであります。しかし、今置かれてい

るこのワクチン接種というものが、現段階においては最善の効果があるとい

うことで進められているということでありますから、先ほど92％の方が、高

齢者の方ですが申し込まれております。そして、まだ返事をいただいていな

い皆さんには、この6月18日に返信を促すご通知をする予定であります。そ
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ういう形の中でいずれ町民の皆様には広報というか、知らなかったとか通知

が来たが分からなかったということのないように対応してまいるというこ

とであります。以上です。 

２番議員 ワクチンの効果とか、そういう部分じゃなくて、こういう効果が期待される

からみんなで打ちましょうねというような広報をお願いしたいなというふ

うに思います。それで、あと、ここのところの報道や公民館報等では集団接

種のみという表記になっているかと思います。ただ、小海町の場合、医療・

介護・福祉のレベルというのが一定以上の水準を満たしているので、恐らく

集団接種のみというのは一般の町民の皆様に混乱を来さないようにそう広

報したんだとは思うんですけども、今の小海町の状況からいったら、集団接

種あり、個別接種あり、それからサテライト接種、これは恐らく先般特養と

かへ利用者さん・職員、両方打ちに行ったんだと思うんですけども、そうい

うのはサテライトかなと思います。ということは、小海町の場合ミックスで

全体像を考えていかないと、厳しくなってしまうのではないかというふうに

思います。それについて、ワクチン接種の接種体系を全体を広報しておいて、

それで一般の後期高齢者の皆さん、前期高齢者の皆さん、65歳以下の皆さん

というような形はこういうふうになりますよという細かな広報をしていた

だかないと、何か誤解を受けてしまうんではないかというふうに感じます

が、いかがでしょうか。 

町民課長 町内の医療機関、小海分院、小海の診療所、高齢者施設の特養こうみの里、

そして老健こうみと町と検討を重ねまして、地域の医療体制を維持しつつ、

新型コロナワクチン接種をスムーズに行うために、集団接種をメインとする

現在の方法を選択し、実施をしているものであります。町内では、個別接種

はございませんが、基礎疾患をお持ちの方が主治医の下で接種する場合な

ど、実際には個別接種も実施をしております。町民の皆様方に集団接種にお

いても個別に対応できるよう事前に調査票をお配りし、細かい部分までご希

望をご記入いただき、その希望に沿った形で接種をするよう調整をしており

ます。先ほど申されますように、混乱を避けるために、集団接種という言葉

を使っておるのは、そのおっしゃられるとおりでございます。そういう中で

ありますが、やはり全体像がこうだよ、そしてこんな形で進めていきますと

いうような広報ということであります。やはりそういうご意見があるという

ことは、広報はしたほうがいいと思っておりますので、何らかの形で町民の

皆様へお知らせをすることを検討をしてまいりたいと思います。以上です。 

２番議員 今後優先接種される、優先的に接種するというように考えていらっしゃる職
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種だとか対象者、これについて教えてください。 

町民課長 今後、優先的に接種をされる方など、どういうように考えているかというこ

とでございます。まず、一般の方に通知を今週の金曜日に発送をする予定で

す。そういう中において、一般の方で高齢者施設へ従事をされている人、ま

た基礎疾患をお持ちの方等々いらっしゃると思います。特記事項としてその

ような記載欄を設けまして、その把握に努め、そしてそのような記載がある

方には、国の指針の下、優先的に接種を行うということを考えております。

以上です。 

２番議員 たしか、その優先接種者の中に今後消防署の職員とか入っていたような気が

するんですけど、それはぜひ進めていただきたいと思います。先ほど課長、

個別接種はないというふうにおっしゃいましたけど、入院患者さんが打った

場合は個別接種に当たるので、だから個別接種は一切ないというふうにはな

らないんだと思うんですよね。だから、総合的に考えて、柔軟的な接種計画

をぜひお願いしたいと思うんですけども、あと優先接種の中に、ちょっと考

えますとデイサービスをやっているようなところ、社協の職員さんですよ

ね。あと障害者施設は、これは感染対策がほかのところより大変になってく

るので、やはり優先順位を上げていただくというのはいいような気がするん

ですけども、その辺をぜひ考えていっていただきたいと思います。それから、

現在集団接種は総合センターで実施されていますけれども、今後1年のうち

でも一番暑い時期がやってまいります。そうなってくると、総合センターは

ちょっとそういう冷房とかないような気がしますので、大変じゃないでしょ

うか。 

町民課長 先ほど個別接種ないという発言は、ちょっと私、言い間違いかどうかと思い

まして、個別接種は実際には主治医の下で接種される方等々、入院患者さん、

今おっしゃられたとおりであります。それで混乱を避けるために、集団接種

というような言葉を使わせていただいたということであります。そして、消

防署の職員、消防署も佐久広域のほか、上田広域、長野、いろいろあります

が、主にお勤めは佐久広域だと思います。佐久広域の皆さん、多分2回の接

種が終了しているんではないかと、こんなことを感じております。そして、

優先接種の福祉施設、障害者施設にお勤めの皆さんをということであります

が、それはそのような形で対応してまいるということです。そして、最後に

集団接種会場、総合センター、冷房設備等なく、状況によっては厳しいので

はないかというご指摘であります。確かに今1つ、悩みの種の一つでござい

ます。さりとて、どこの施設でどのような体制でやっていいかということを
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しっかり検討した中で、接種場所の変更を行うとしたら事前に告知をし、ト

ラブルのないように周知をしていきたいと思っております。以上です。 

２番議員 ぜひそのようにお願いいたします。あと、現在入院されている入院患者さん、

それから在宅医療を受けていらっしゃる方、この辺の方というのは、接種に

ついてどういうお考えでやっていこうと思っているのか教えてください。 

町民課長 入院されている方、また在宅で、極端に言えば寝たきりの方という皆さんで

ありますが、入院の皆さん等につきましては、それぞれの病院で医師が付き

添っておるということでありますので、その医師との連携の中で進めていく

のが一番ではないかと。また、在宅の方については、実際には小海町の寝た

きりの方で本当に移動ができない方はいらっしゃらないという医師の判断

であります。デイサービスセンターへ入浴を目的にストレッチャー等でお出

かけいただく方も中にはいらっしゃるかもしれませんが、そのようなときに

調整をしまして、接種を進めていくという形になろうかと思います。以上で

す。 

２番議員 在宅で受けられない方はいないということで、1つ安心しましたけども、入

院患者さんに関しては、恐らく慢性期病棟とかの入院ならば接種という可能

性は出てくるけども、急性期に関しては恐らく無理だと思うんですよね。つ

いては、追跡でもないですけど、退院されて少したってから打てるとか打て

ないか、もう一度お声がけいただくとか、そんなような対応でお願いしたい

と思います。もう1点ですけども、2回目の接種の副反応が非常に強いという

ような報道が出ておりますし、実際に2回目打つと非常に高い確率で発熱す

るというような状況がございます。ついては、その副反応の対応についてお

尋ねいたします。 

町民課長 副反応の対応についてということであります。確かに2回目を打たれた方で、

打ったその日はまだそれなりなんだけど、ちょっと腕が1回目より痛いとか、

その程度なのが、次の日になって急にだるくなり、そして発熱、朝大丈夫だ

ったから仕事に行ったらとても夕方まで勤められないから早退をするとか、

やっとの思いで帰ってきてすぐ休むとかいう方がいらっしゃるということ

は、お話をよく聞いております。そういう中で、そういう皆さんに熱冷まし

というか、そういうような処方をどうするかということであります。薬剤師

の皆様とも今後情報をいただいた中でできる範囲で対応していくというこ

とが必要であると考えております。以上です。 

２番議員 ぜひお願いしたいんですけれども、どうも医療従事者とかその辺の2回目を

打った人たちに聞きますと、やはり休みの前の日に2回目を打つとか、いろ
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いろ対応されているようなんですよね。それで、もう相当な確率で発熱する

ので、2回目を打つときに解熱剤をお渡しするとか、そんなような対応にな

っていると思うので、その辺も今後検討をしていただくとありがたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

町民課長 今おっしゃられるとおりのようであります。そのような薬が手に入る皆さん

は、前もって飲んでいるということが現実に行われていると聞いておりま

す。今おっしゃられるようなことは町民の皆さんが安心して接種を受けてい

ただく一端でありますから、検討をさせていただきまして、町民の皆さんが

喜ばれるような形で施策を展開したいと思っておりますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

２番議員 よろしくお願いいたします。続いて、次の質問に移らさせていただきます。

松原の長湖において水草の大量繁茂が見られまして、上部のほうは湖面に出

て花を咲かせているような状況で、景観上問題あるかと思いますし、魚釣り

はその近辺ではできないというような状況になっております。今後、水環境

の悪化等危惧されますけども、水質検査の状況や防除対策についてお尋ねし

ます。 

町民課長 長湖における水草の問題ということであります。水質の状況ということであ

りますが、水質につきましては、毎年1回、水質検査を町で行っております。

直近では、長湖の南側の中央付近で水を採取しまして、令和2年9月1日に行

った検査でありますが、検査の項目としましてはｐＨまたＢＯＤ等々8項目

の検査を行っております。湖沼の環境基準、ｐＨで申し上げますと、6.5か

ら8.5が基準値以内という目安があり、長湖は7.4という値で基準値内の水質

ということであります。また、令和元年度に調査を行った結果、ｐＨは7.1

ということで、これも基準値内ということであります。検査項目から判断し

ますに、湖沼の環境基準値は水質としてワカサギ等生息に適している状況と

いうことが結果として報告をされております。そして、対策ということであ

ります。町でも現場を確認をしております。長湖に繁茂している水草は、北

アメリカ原産の外来種だということであります。これは既に日本全国に定着

をしていると、そういう中で、生育中は窒素やリンなどを吸収し、水質の浄

化に役立っていると。しかし、枯れてしまうとそれが沈み、吸収した栄養塩

素が水中へ溶け出し、水質の悪化を招いてしまうということのようでありま

す。景観的に好ましくないこと、また岸に漂着した後腐ってしまうことなど、

景観と生態系に影響が出るという観点から、生態系被害防止外来種リストと

いうものに掲載をされ、重点対策外来種として指定をされているということ
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であります。そして、先ほど釣りの話もありましたが、夏場のヘラブナ釣り、

大勢の皆様が楽しみにお越しをいただく、そういう中で、なかなか根がかり

がして楽しい釣りを楽しんでもらえないということも悩みの種かと思いま

す。町で調査をしましたところ、駆除にはいろいろな方法があるようであり

ますが、やはり人手による駆除が多くの湖や池で行われているという状況で

あります。町では、地元の区、松原区、そして松原湖の漁業組合の皆様など

と協議を行いながら、有効な駆除について研究というか検討、そして支援を

行っていきたいと考えております。以上です。 

２番議員 その水質検査の中で、リン酸の状況を教えていただきたいと思います。 

町民課長 申し訳ありません、リン酸の調査結果について持ち合わせてありませんか

ら、後ほどお答えさせていただきます。 

２番議員 値は後ほどで結構ですけども、町民課長おっしゃるように、これコカナダモ

だと思います。おっしゃるように、生態系被害防止外来種というやつで、非

常に対策が難しいかと思います。担当課は町民課でよろしいですかね。そう

いう中で、今後これが流れ藻といって藻が根から取れて、それが流れていっ

て、今度は腐敗してくるわけで、そうなってくると近隣異臭問題になってく

るかと思います。そうなる前に何とか対策していただきたいんですけども、

松原区としましては、従前アサザですか、の防除を行ってきました。ただ、

この生態系被害防止外来種に関しては、いろんなところを見ますと、早急に

自治体へ相談するようにというふうに書いてあります。だもので、この防除

に関しましては、町主体で対策していただかなければいけないのかなという

ふうに思うんですが、いかがなものでしょうか。 

町民課長 地元の松原区の皆さんからも、地区の要望として上げられております。そし

て対策をどのように講じていくかということでありますが、これは、また協

議をさせていただきまして対応してまいりたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

２番議員 この生態系被害防止外来種に関しましては、日本全国いろんな湖沼で問題に

なっているようなんですけども、一番最初は、琵琶湖からほかの地域へアユ

の出荷とか、あとワカサギの卵の出荷とか、そういうので日本全国に広まっ

たような話を聞きましたけども、どこも、この近辺ですと野尻湖ですとか榛

名湖、それから尾瀬沼等々、いろんなところで問題になっているんですけど

も、どこもこれといった解決策がないんですけども、それで、どこだか忘れ

てしまいましたが、漁協の対策としてソウギョを放したらしいんですけど

も、ソウギョを放し過ぎて生態系に影響を及ぼしたようなんですけども、今、
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町としてこんなような対策をしたいとか、そういうお考えがありましたら教

えてください。 

町  長 大変これ危機状態だというふうに私は思います。これは刈り取って処分しち

ゃったほうがいいのか、あるいはそういったソウギョ等々の放流がいいのか

という方策があろうかと思います。最善を尽くしていきたいと思いますの

で、また松原の皆さんにもお知恵をお借りしまして、私も現場を見た限りで

は、これは早めに手を打たなければというふうに思っております。また、検

証した結果もございます。生きているうちはいろんな水の浄化等々に役立つ

けれども、枯れてしまった場合には有害なものだということが分かっている

限り、それなりの手を打ちたいを思います。よろしくお願いいたします。 

２番議員 ぜひお願いしたいと思います。どうもこのカナダモというやつは刈り取って

もどんどん増えていって、その刈り取ったものが悪臭を発生するので、自治

体がどこかで処分するという方法を見いださないとならないので、自治体に

相談しろというようなことのようなので、ぜひ町主導での防除対策をよろし

くお願いいたします。これで私の質問を終わりにします。ありがとうござい

ました。 

議  長 以上で第2番 鷹野文則君の質問を終わります。 

これで1時まで休憩とします。           （ときに11時53分） 

第５番 渡邊 晃子 議員 

議  長 休憩前に引続き会議を開きます。          （ときに13時00分） 

なお、暑いようでしたら、上着を脱いでいただいて結構であります。黒澤町

民課長より発言を求められていますので、これを許します。黒澤町民課長。 

町民課長 先ほどの2番 鷹野議員さんのご質問の中で、長湖の水質検査につきまして、

リンの値をお答えが滞りました。大変申し訳ありませんでした。リンの値に

ついては、検査結果でありますが、0.024でございます。以上です。 

議  長 次に第5番 渡邊晃子議員の質問を許します。渡邊晃子君。 

５番議員 5番 渡邊晃子でございます。よろしくお願いいたします。アレルギー性の鼻、

のどに来てしまっていまして、大変恐縮ですが、持参のお茶を用意させてい

ただきました。よろしくお願いします。まずもって、このたび初めて町民の

皆さんのお力で議会に送り出していただきました。移住して5年、移住の際

には、ここにもいらっしゃいます担当の係の方はじめ本当に町職員の皆さん

にお世話になりまして、親身になっていただきました。その後も八峰では今
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の総務課長や議会事務局長にも大変お世話になりました。これまで町で何を

できてきたわけでもないんですけれども、今回こうして議員にさせていただ

きましたので、町民の皆さんのお役に立てるように、お一人お一人に幸せだ

と思っていただけるまちづくりを、町長をはじめ職員の皆さん方、また先輩

同僚議員の皆さんとともに精いっぱい頑張っていきたいと思っております。

何分分からないことだらけで至らないこと多々あるかと思いますが、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

前段が長くなり申し訳ありません。それでは、通告に従い、私の一般質問を

させていただきます。まず1点目、子育て環境の整備についてです。私も今

年3歳になる息子の子育て真っ最中です。黒澤町長のお孫さんとは保育園で

同じクラスでして、一方的に親近感を抱かせていただいております。町長も

公約で子育て支援をおっしゃられ、たくさんの出産お祝い金やおむつ補助券

など、特に経済的にご援助いただき、本当にありがたく思っております。ま

ず黒澤町長にお伺いいたします。子供は宝とおっしゃっておられるかと思い

ますけれども、現在の町の子育て支援は十分とお考えでしょうか。さらなる

何かビジョンといいますか、あるようでしたらぜひお願いいたします。 

町  長 行政にとってこれで十分だという部分はなかなか見えてこないわけですが、

現況を踏まえた中でそれなりに充実はしているという考えを私は持ってお

ります。そういった中で、お子さんたちが健やかに育つことを願っているわ

けですけれども、そういったところで環境整備等々につきましては、様々な

意見を集約した中でさせてもらっているというふうに思っておりますけれ

ども、そういった中にもいろんな意見がございます。そういったいろんな意

見の中のものを集約して、実行に移すのが行政でございますので、またこれ

からもそういう意見がございましたら出していただければというふうに思

います。現況につきましては、できる限りのことはしているというふうに認

識しております。 

５番議員 ありがとうございます。先ほども述べましたように、経済的な支援は随分前

に進めていただいているかと思います。一方で、施設の整備はどうだろうか

ということで、まずは保育園、資料をご提出いただきありがとうございます。

まず保育園の施設建設年や概要について、平面図出していただきましたが、

簡単にご説明をお願いいたします。 

子 育 て 

支援課長 

お疲れさまでございます。では、資料請求ございました施設の状況について

ご説明させていただきます。資料つづりの5ページをお願いいたします。こ

ちら、小海保育所の平面図となります。小海保育所は、平成5年にまず園庭
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に面しました南棟、そして遊戯室等が建設されております。その後でござい

ますが、やはり施設の老朽化、また少子化による園児の減少等によりまして、

平成12年に渡り廊下を挟みまして、図面の上側になりますが、北棟が建設さ

れまして、旧たかね、松原保育所を統合しまして、現在に至っております。

南棟は築27年、北棟は築20年が経過しております。毎年当然施設の修繕は行

っておるわけでございますが、特に屋根につきましてはやはり経年劣化が見

られるということで、大規模な改修が必要になっているところでございま

す。この改修につきましては、長期振興計画によりまして、2年間で南棟、

北棟の順で改修を行う計画でございます。計画では総額で約4,000万円とな

っております。また、年々3歳未満の入所も増えている状況でございます。

現在、乳幼児用の保育室は北棟、南棟、図面でいいますと乳児ほふく室とい

う名称で記載してございますが、こちらが乳幼児用の部屋となっておりま

す。ただし、北棟の残りの部屋につきましては、今現在2歳児、クラスがお

のおの2部屋使っておるわけでございますが、こちらの使用につきましては、

3歳児以上の園児の基本的に使う仕様になっておるところでございます。今

後といたしましては、未満児の入所状況等を見た中で、現在の保育室は、現

在の乳児保育室の使用でございますが、畳を敷くなど、また給湯室、乳幼児

トイレの屋内の設置等の模様替えが必要になってくると思われます。以上で

ございます。 

５番議員 ご説明ありがとうございました。おっしゃったように、大分年齢が経過して

実際先生からも大分がたが来ていてちょっと手直しでは済まないところも

ありますという話も伺いました。今またご説明あったように、この平面図で

はかなり保育可能な人数たくさん書いてあります。トータルすると200人も

入るようなことが書いてありますけれども、実際、お部屋のほうは子供たち

の物を入れる棚や先生の机などもあって、もっとお部屋狭いようになってい

ます。これは国の問題ですけれども、2歳児以上の保育園の面積基準は1人当

たり1.98平方メートル、何と1948年以来72年も変わっていません。一方で、

こどもたちは大きくなっていると。参考にですけれども、この上の欄、左か

ら3番目、真ん中の2歳児保育室20人というところで私の息子もお世話になっ

ていますけれども、9名のクラスです。先生にお布団を敷いて狭くはないで

しょうかということをお尋ねしたところ、あと1人くらいは全然余裕ですと

のお返事でした。私も実際よく見てみて、まだ余裕があるなと思いまいした

けれども、それとその下の真ん中、左から3番目、5歳児20人というところを

見ていただきたいんですけれども、そこには今、5歳児が16人という教室、
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これどう考えても狭いです。また先ほどお話あったように、3歳未満児さん

が増えている中で、未満児さんの教室が足りていないという現状があると。

また、現在3人の障害のあるお子さんが通っておられるということです。こ

の子たちには加配の先生がお一人ずつついていただいて、サポートをしてい

ただいているわけですけれども、こういう子たちが元気いっぱいの保育園の

中においてちょっと落ち着きたい、ゆっくりしたい、そういうときのお部屋

も整備がされていません。そういうときには、今この図面でいいますと一番

左上の予備室というところを使うということですけれども、ここにはボール

プールがあって、雨の日などはほかの子供たちが使うということもあり、必

要なときには使えないケースもあるわけです。小海には障害に応じて必要な

療育を行うあゆみ園もあり、友人が入園しておりまして、とてもありがたい

と言っていました。そのあゆみ園と連携を取って、保育園のほうでも障害児

も受け入れていただいているということですが、環境の整備を進めて、障害

があってもなくても、どんな子でも望めば安心して保育園のほうでも保育を

受けられるような設備、施設整備をぜひお願いしたいと思います。先ほども

ご紹介いただきました長期振興計画で、来年度、再来年度と屋根の改修につ

いては触れていただいていますけれども、こういった教室のほうの整備、も

ちろん周辺の土地確保など難しいということも理解をしておりますけれど

も、例えば交差点の森林組合の土地を利用させていただけないですかとか、

知恵を絞っていただいて、施設の整備のほうなど広げていただくことなど、

こういった考え、町長、いかがでしょうか。 

町  長 交差点のところの今度壊しました土地につきましては、これ東信森林管理署

という、森林組合ではなくて県の施設のものでございまして、町のほうでも

ぜひ使いたいということで、東京電力の関係の土地というふうに思っており

ます。されど、今度大変な被害といいますか、事故によりまして、東京電力

は今機能していないということで、その間、工事が終わるまで使いたいとい

うことでしたので、いつ工事が終わるのか、1年ぐらいかかるということで

したので、それ以降また交渉に入りたいと思います。あそこは児童館と併用

しまして、なかなかいい土地でございますので、また考えていきたいと思い

ます。それから、あゆみ園との連携でございますけれども、先生方、非常に

いい連携を取っていただき、お子さん一人一人に手厚い保育等々をしていた

だいております。そういう中で、大変ご理解のある一般の方がおりまして、

毎年50万、100万の寄附をしていただいております。そういったものを活用

しながら、毎年毎年卒園し、そして小海の保育園へ入っていく子たちもおる
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わけですが、施設が不十分であるということであれば、これは十分なように

整備をしていかなければならないというのは事実でございますが、そういっ

た面につきましても、内容の精査というものは常に必要でございまして、私

もそっちの面に関しては先生方あるいは親御さんの意見を十分拝聴した中

で進めていきたいと思っております。 

５番議員 ありがとうございます。第6次長期振興計画に、少子化、核家族の進行、就

労機会の増加などにより家庭養育力の低下など子供を取り巻く社会環境は

大きく変化し、誰でもが安心して子供を産み育てられる環境の整備が求めら

れていますとあります。保育園の先生方のご努力に甘んじることなく、やは

りどの子も伸び伸びと安心して、先生方もゆとりを持って保育を受けられる

ような施設の整備をぜひ早急にお願いしたいと思います。次に、なかよし児

童館、子育て支援センターのほうについてです。こちらも平面図をお願いし

ていましたけれども、施設の整備、概要、建設年など簡単にご説明をお願い

いたします。 

子 育 て 

支援課長 

では、引き続きまして、資料つづりの6ページをお願いいたします。こちら

が小海なかよし児童館、子育て支援センターの平面図となります。小海なか

よし児童館は、平成9年に建設されまして、築23年となります。町内におき

ましては、旧北牧小学校区に北牧ふれあい児童館も運営しておりましたが、

平成24年に小学校が統合され、その北牧ふれあい児童館は閉館され、現在に

至っております。施設としましては、基本的にその運用は、午前中は子育て

支援センターとして、保育所に入っていないお子さんと保護者の方が利用さ

れ、午後は児童館として、主に小学生になりますが、放課後児童クラブとい

う形でも皆さんがご利用されているところでございます。この間、施設整備

につきましては、若干の模様替えといいますか、間仕切り等の部屋をつくっ

た経過がございますが、基本的に大きい改修は行ってきていないところでご

ざいます。しかしながら、昨年からのコロナ禍の状況で、この図面でいきま

すとちょうど中央左下の網かけになっている部分でございますが、こちらの

図書館、集会所というスペースに、子供たちがこちらに来館した際、勉強し

たりまたゲームをしたりしているところでございますが、やはり面積上どう

しても密になりやすい状況になってしまうことから、本年度は予算をお認め

いただきまして、この図面で言う上部になりますが、遊戯室、体育館でござ

いますが、こちらにエアコンを設置いたしまして、集会室が手狭な場合はこ

ちらに適宜、基本は運動するスペースでございますが、勉強等に使う環境も

つくって、子供たちの健康管理を図ってまいるところでございます。また、
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保育所と同様、こちらの児童館につきましても、長期振興計画では来年度、

4年度の計画でございますが、施設の増床を計画しております。現在の児童

館の整備計画ではこのようになっておりますが、町長からも立地的には大変

いいところということをおっしゃっておりますが、ただ、皆様もご存じのと

おり、この児童館の敷地というのはやはり大変河川敷に近く、敷地が限られ

ておりまして、隣接する土地、現在は水田として活用されている部分でござ

いますが、このような土地も、なかなかいろいろ状況の中で取得も難しい面

もございます。また、現在の敷地から、施設から近いところに新たな土地を

取得いたしまして、施設を建設してはというご意見もいただいているところ

でございますので、また子育て支援センター、当然児童館の運営状況も踏ま

えて、また整備計画を進めてまいりたいというところでございます。以上で

ございます。 

５番議員 ありがとうございます。この児童館の施設整備については、昨年、令和2年

度第4回定例議会において、有坂議長も質問をされておられ、私も傍聴させ

ていただきました。すみません、今、令和4年、増床の計画があるというこ

とですけれども、それ具体的にというか、何かありますでしょうか。お願い

します。 

子 育 て 

支援課長 

前段でもご案内させていただきましたように、一応1つの案といたしまして

は、こちらのちょうど図面の中央左側に図書館、集会施設のスペースもござ

いますが、その前がやはりちょっと園庭になっております。ただ、その部分

を要は建て増しするなりして増床して、よりそういう使い勝手をよくしたい

という、そういう計画もある中では事実でございます。ただし、前段でも申

し上げましたが、第一どうしても土地が面積が限られていると。そうすると、

また園庭もちょっとそのまま単純に増床しますと園庭も、庭も狭くなってし

まうというような状況もありますので、いずれ、一応長期振興計画は来年度

という中でうたっているわけでございますが、また今後予定されます振興計

画のローリング等の中で、よりまた現状を考えて、また先ほどもご説明いた

しましたが、新たな施設の建設等を、今このタイミングでできるかどうかと

いうこともございますが、そういうことを踏まえて、いずれ計画を進めてま

いりたいというところでございます。以上でございます。 

５番議員 ありがとうございました。なかよし児童館、こちらも私も本当にお世話にな

りまして、この場所で大切なママ友達もできました。様々なイベントにも力

を入れていただいて、本当に助けてもらえました。ただ、小さい子たち、は

やりお昼までしかいられないので、もっと好きな時間に行けたらなというこ
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とも思っておりました。一方で、お昼までと時間が限られているから、生活

リズムができてありがたいというお母さん方も多いようです。それでもやは

りそれぞれのペースで、好きな時間に行かれる場所があったらというのは、

産後赤ちゃんとずっと一緒で、近くで少しでも息抜きできたらなというお母

さん方、またお仕事がお休みで子供とゆっくり遊びたい、雨だし公園は無理

だけど近場で出かけたい、そういう親御さんたちにはありがたいと思いま

す。参考でご紹介をしたいんですけれども、お隣の佐久穂町にさくほっこと

いう施設があります。図書館も併設されており、イメージとしてはなかよし

児童館と北牧学習館が一体になったようなものです。8,800万円ほどかけて

平成30年に開所し、子育て世代からは交流の場、子供の遊び場として、また

デザインが今風のおしゃれなものなんですが、好評ということでした。私も

友人と親子3組で利用したことがありますけれども、ここで好きな時間にご

飯やおやつも食べられ、快適なトイレや授乳室もそろっている、本当にすて

きな施設でした。小海町では、北牧学習館も図書館は児童図書コーナーも充

実させていただいていますけれども、図書室以外も、申請して部屋を借りる

ようなスタイルではなくて、自由に使えるようなフリースペース、赤ちゃん

もごろごろできるような、また小さい子が大きな声を出しても差し支えない

ような、そんなスペースがあるといいなと母親目線では思っております。立

地条件としては、現在の児童館は小学校や保育園に近くて本当にいいなと思

いますけれども、やはり先ほど子育て支援課長おっしゃっていただいたよう

に、ぜひよく考えていろいろ計画をしていただいて、北牧学習館の活用も含

めてぜひ考えていただきたいと思います。子育て支援課長の意見はお聞きし

ましたけれども、町長はどうお考えでしょうか。 

町  長 児童館等々につきましては、大変使用が多岐にわたっているということで、

親御さんのリクエストはたくさんあるわけです。しかし、私は基本的に思う

のは、自分でつくった子供は自分で育てるんだという気持ちをまず根源に持

っていただきたい。それについて、行政が応援することはたくさんあろうか

と思いますけれども、その考えを根底に持っていただかなければ、どうにも

こうにも進まない部分がたくさんあります。ぜひ、いいお子さんをたくさん

育てるには、やはり親御さんも行政と相談したり、それから自らがきちっと

した気持ちをもってやっていただきたい。それについてのいわゆる協力は惜

しみませんもので、また意見として言っていただければありがたく拝聴する

つもりでございます。 

５番議員 ありがとうございます。ちょっと気になりました。自分でつくったものは自
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分で育てる。もちろんどんな親もいい子供を育てたいというのは当然だと思

います。それに対して行政が支援していく、それは当然だと思いますけれど

も、昨今いろんな社会環境がありまして、本当に育てたくても育てられない、

育児放棄など大変悲しいこともございます。そういったつらい思いをされる

親御さんたちが絶対に出ないように、悲しいことが起こらないように、ぜひ

町のほうでも本当に一生懸命子育て支援のほう、やっていただきたいと思い

ます。次に、保育園と児童館の職員の処遇について、職員状況ということで

資料をお願いいたしました。保育所のほう、保育士の先生と給食の先生など

内訳、これは今年度限りのことで結構ですけれども、そういうことも含めて、

また臨時職員の先生方の大まかな勤続年数も含めてご説明いただけたらと

思います。お願いいたします。 

子 育 て 

支援課長 

では、引き続き資料つづりの7ページをお願いいたします。こちらちょうど

左半面にお示ししてございますが、一応平成24年から令和3年、10年間の年

度別の保育所の職員状況、また下段のほうにはなかよし児童館の職員の状況

をお示ししてございます。まず、一応根本的にまた後段、総務課長からご説

明もあるかと思いますが、小海町の雇用体系につきましては、渡邊議員もご

承知のこととは思いますが、令和2年度より従前の臨時職員という雇用体系

から会計年度任用職員という体系に変わっているところでございます。た

だ、一応こちら過去のこういう一覧の状況でございますので、正職員、また

臨時職員、代替え職員という形での表記を取らさせていただいております。

ちなみに臨時職員、この10年間でございますが、基本的に臨時職員の方とい

うのは、通常職員と同じように月曜日から基本金曜日まで丸一日お勤めいた

だいている保育士さん、そして、代替え職員という方は当然正職員また臨時

の職員の方がお休みの場合、また正職員が会議等で不在等になる場合、当然

時間内の保育ができない場合、そのところに入っていただいているというこ

とでございます。職員につきましては、年度ごとにまず保育所でございます

が、このように推移しているわけでございますが、基本的に正職員につきま

しては、一番直近の令和3年度でひとつ例を申し上げますと、こちら13人の

うち保育士の正職員は12人、そして今給食につきましては、令和元年より、

こちらの備考欄にも書いてございますが、管理栄養士が今まで町民課の管理

栄養士と兼務していたのが、今度保育所の管理栄養士、施設としての採用と

なりましたので、そちらが1名ということでございます。それで、令和元年

以降につきまして、小海保育所、学校関係もそうですが、いずれ現在は調理

員の正職員の方はいらっしゃらないという状況でございます。あと臨時職員
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10名につきましては、今年につきましては、先ほど渡邊議員さんからもご発

言がありましたが、今加配の保育士が3名でございます。保育士が8名中加配

の保育士が3名、あと残りの5名につきましては、保育士さんは先般の議案質

疑でもご答弁させていただきましたが、今年より未満のクラスに各副担任と

いう形での先生を臨時職員で配置いたしまして、そこにあともう1人、臨時

の職員のフリーで入れる先生を含めて全部で8人体制が保育士の臨時職員、

そしてあと給食の調理員さんが2名こちらに入っておるところでございま

す。代替職員につきましては、8名が保育士、残りの2名が調理員という形に

なっているところでございます。あと勤続年数、臨時職員の保育士でござい

ますが、当然個人のいろいろ勤務年数等差異があるわけでございますが、一

番長い方につきましては、19年ほどの勤務をしている方がいらっしゃいま

す。あとの方につきましては3年から7年ほどになるわけでございます。あと、

代替え保育士さんは、こちらのうちほぼ半数は、実際は役場のＯＢの方がご

勤務いただいている状況でございまして、長い方で9年ほど、短い方では1

年ということでございます。調理員につきましては、やはり長い方で8年、

短い方だと1年という状況でございます。その次、なかよし児童館につきま

しては、こちら正職員の人数というのはほぼこの10年間変わっていないわけ

でございますが、基本的には保育士さんがこちらのほうに回っているという

状況が主なものでございまして、あと令和3年で申しますと、1名が保育所か

らの異動職員、もう1人は事務を中心にやっていただいている正職員でござ

います。臨時職員1名につきましては、やはり児童館でございますので、子

育ての児童支援ということで、その専門職の資格を持っている先生を1名配

置しているところでございます。あと代替職員につきましては、全て保育士

の資格を持っている方に当たっていただいているというところでございま

す。いずれ、在職年数につきまして、臨時職員の方につきましては、長くて、

そうですね、10年ほどになる方もおりますし、また代替職員の方も役場のＯ

Ｂの方に入っていただいて、おおむねやっぱり8年ほど、長い方ですね、に

お勤めいただいているという状況でございます。いずれ、保育所並びに児童

館の職員の配置または勤続年数の状況については以上でございます。 

５番議員 ありがとうございます。すみません、もう1点確認したいんですけれども、

正規の先生と臨時職員とか会計年度任用職員の先生のお仕事の負担といい

ますか、シフトは同じになっていますけれども、その中身、何か違いをご説

明、お願いいたします。 

子 育 て 基本的に、当然保育士さんでございますので、各クラスで園児の皆さんの日
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支援課長 課に基づいて保育をしていただいているんですが、基本、やはりまず正職員

の方は全てクラス担任ということで、各クラスの一番のまとめということで

業務を取り組んでいただいております。それで、臨時職員の保育士につきま

しては、先ほど特に未満クラスでございますが、正式名称でございませんが、

いずれも副担任というような位置づけでサポートに入っていただいている

ということでございます。そこには当然渡邊議員さんおっしゃったように加

配のお子様が現在3人いらっしゃいますので、その保育士につきましては基

本的にもうそのお子さんを一日保育していただいているという状況でござ

います。あと、やはり一番正職員と臨時職員の保育士の違いといいますと、

各保育士は基本やはり担任でございますので、毎日の保護者との連絡帳のや

り取りというのは全て正職員の保育士が基本やっていらっしゃるという形

で、あとはやはりいろいろな施設の安全面、健康面ですね、あと給食等の、

いろいろなそういう各部門がございますので、その担任の保育士は、正職員

の保育士は各部門に入っていただいて、その部門に合わせて調整をして取り

組んでいただいていると。また、文化ですね、園内の園内研究という当然各

園で1年こういう取組についての研究課題を見つけまして、それにつきまし

て当然、昨年もちょっとコロナの関係で中止になったんですが、年度末には

研究発表会というのもありますし、そういう保育士、当然発表の保育士、ま

たそれをサポートする正職員の保育士などで取り組んでいる状況で、やはり

通常の保育プラスそういういろいろな施設の運営面、またはそういう研究面

ということで正職員の方はそういう業務に取り組んでいるという状況でご

ざいます。以上でございます。 

５番議員 ありがとうございました。もちろんやはりお仕事の負担が少し違うというの

は当たり前といいますか、そうなんだと思います。しかし、実際保育それ自

体にかけていただいている労力いささかも変わりがありません。私も送り迎

えの際に先生方とお会いしていますけれども、この資料にもありますよう

に、会計年度の先生方も正規の先生方も関係なく働いていらっしゃる。一方

で、会議にはやはり正規の職員の先生方しか出られないと。保育所の情報共

有は個々のレベル、クラスのレベルでされておられる、広く共有する場がな

いようにちょっとお聞きをしたんですけれども、実際のところいかがなんで

しょうか。またもしこの先何かそういう改善ですとか、お考えあるようでし

たらお願いいたします。 

子 育 て 

支援課長 

いずれやはり基本的に保育は、渡邊議員さんご存じのとおり、午前8時、延

長で午前7時半からも受入れはしているわけでございますが、受け入れて、
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それで基本的に夕方の4時ですね、その後はまた延長保育に入るわけでござ

いますが、その中でお子さんは絶えずずっと施設にいらっしゃるということ

で、やはり会議等を開く場合は基本的に正職員、定期的にですが、保健会議

という町の保健師さんが来られて各クラスごとにお子さんのそういう健康

状態、またいろいろな取組について確認するときには、当然加配の先生方も

会議に参加されるわけでございますが、どうしても今保育のこういう状況の

中では、私も含めて正職員の方が基本的に会議に出て、そのいろいろ決定事

項、またいろいろ協議事項をまた臨時職員の皆さん、代替保育士の皆さんに

伝えていくというのが一つの形になっているわけでございますが、ただ、今

年度につきまして、臨時職員さんがやはり増員になっているという状況の中

で、当然年度当初には臨時職員さん、代替え職員の先生も入っていただいて、

いろいろな1年間の取組について情報共有はしているわけでございますが、

今後こういう体系の中でやはりはっきり毎月何日とは申し上げられない部

分もございますが、定期的に今度臨時職員の方もいずれ私また新任保育士も

おりますので、含めた中でこういう会議を開きながら、広く情報共有、また

臨時職員さん、代替え保育士さんのところでいろいろお感じになっている部

分を広く集めて、またそれを保育に生かしていきたいという体制をつくって

いきたいというふうに考えているところでございます。以上でございます。 

５番議員 ありがとうございます。前向きなお話でありがとうございました。正規では

ないからという理由だけで半分以上の先生方の声、届きにくいというような

状況がもしあるんであれば、本当にぜひ早急に改善していただきたいと思い

ます。また、先ほど障害児3名のお子さんたち、在園しているというお話、

それについていただいている加配の先生もお話ありましたように臨時職員

の先生、会計年度の先生方です。また児童館と兼務の先生も臨時の職員の方

がやられていると。臨時職員から試験を経て正規になられたという先生もい

らっしゃるということですけれど、もちろんおのおのの考えで正規でなくて

もいいという方もいらっしゃるかもしれません。けれども、同じお仕事で格

差があるというのは、やはりどうなんだろうと思います。すみません、内容

が次につながってまいりますので、次の質問に移らせていただきます。大き

い2、町職員の処遇についてです。過去5年の会計年度任用職員、平成31年ま

では臨時職員ですが、正規職員また技能職の職員数について資料をご提出い

ただきました。これ見たままかとは思うんですけれども、技能職が2が1にな

ったなど、その中身などの詳細をご説明をよろしくお願いいたします。 

総務課長 お疲れさまでございます。それでは、資料の8ページをご覧いただきたいと
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思うんですが、今ご質問の技能職が2が1になったとか、その内容についてと

いうことでございますが、この技能職といいますのは、その昔に給料表が行

政第1表というのと行政第2表という表に当てはめて給料を支給する表があ

ったわけなんですが、どちらかというと行政第1表というのは普通の事務職

ですね。行政第2表というのは、技術吏員、例えば給食ですとか道路の整備

をする方ですとか、そういった皆さんが行政第2表というところに位置づけ

られたんですが、どちらかというと1表よりは2表のほうが給料が多少低かっ

たという時代がございました。それで、それが1つに統一されたときに、事

務吏員というのと技術吏員という扱いにさせてもらいました、そのときにい

た皆様について、技術吏員に位置づけられた皆様は、バスの運転手とそれか

ら給食の調理員の皆さんと学校の用務員の皆さんが技術吏員というような

形で位置づけられました。それで、この技術職2名というのは、1名は給食の

調理員です。1名はバスの運転手ということで、31年に給食の方が定年退職

しましたので、1というのは今現在バスの運転手でございます。以上です。 

５番議員 ありがとうございました。そういう定義があるということを全く存じ上げな

かったので、分かりました。ありがとうございます。給食の職員さん、定年

ということで辞められて、そのままそのポジションは臨時職員さんになって

しまったということで、ちょっと定義が知らなかったものであれなんですけ

れども、すみません、保育士さん、保健師さんも現在の予算書で見ると一般

職というものになるということですよね。ありがとうございます。保育士さ

んや保健師さんという方々は国家資格をお持ちで完全に、何といいますか、

これ定義違うのですが、技能職だと思って、なぜこういった皆さんもいわゆ

る普通の一般職にまとめられてしまうというのが、ちょっとその辺が私は理

解ができないところがあります。今のご説明の定義でありましたけれども、

予算書で見ますと、一般職ですと今年度の一般職平均給与月額は30万5,450

円、技能職36万3,500円ということです。こういう国家資格を持ったような

方々が本当に任務過多で苦しまないように、保健師さんも今現在コロナの関

係で本当に頑張っていただいていると思います。私も妊娠中からどれだけお

世話になったか分かりません。そもそも絶対数も足りないのではないかと思

いますし、また来年度の募集されていますけれども、こういう資格を持った

方々が任務過多で苦しまないように、そのお給料、お仕事に見合ったもうち

ょっと多いようなお給料を手にできたらと思います。町独自の奨学金制度も

つくっていただいて、これもありがたいと思っていますけれども、健全な安

心できる就職先を町に増やすという観点からも、職員の処遇改善は必要では
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ないでしょうか。こういった専門職の皆さんのお給料をちょっと一般職とは

変えて賃金アップ、また長年働いていらっしゃる正規を望む保育士の先生

方、ぜひとも正規職員にと考えますけれども、町長、予算の面もあるとは重々

承知ですが、こういった考えはいかがでしょうか。 

町  長 私も3年前まで民間人だったときは、できるやつはいっぱい金取る。それか

ら資格のある者もいっぱい取る。これは当たり前。しかし、これは行政の、

公務員の世界というものは、それなりのルールがあって、それなりの決まり

があるわけです。私が変えられるものでしたら、それは変えます。そういう

ことでご理解願いたいんですけど、そのルールの中でできる限りのことはし

ているということはご理解ください。ただ、限られたものがありますし、そ

して上限があります。そういったもののルールの中でやっていることをぜひ

ご理解願いたいと思います。 

５番議員 ルールの中でできる限りということで一応理解はいたしましたが、また考え

ていただきたいと思います。保育士さん、保健師さんだけではなくて、そも

そも全体の職員数は足りているかというのも気がかりで、2番目の質問、次

の質問です。令和元年度第4回定例議会で、的埜美香子議員が台風19号被害

について質問をされました。その中で、復興に当たる職員が足りないのでは

ないかという質問への町長のご答弁、最後の部分で、この役場全体を通じて

私は職員ちょっと足りないという実感はしておりますとご答弁をされてお

ります。このご答弁から1年半たっており、資料を拝見すると、数字だけで

見ますと職員増やしていただいている。臨時職員がそこから20名増えている

ということですけれども、現在率直に職員数は足りているかどうか、町長は

どうお考えでしょうか。 

町  長 これは、その職に立ってみて思うわけなんですが、いくら人数がいてもこれ

は足りない場合もあります。それはやり方が悪い。これは一人一人が一生懸

命やっていれば、これは十分足りる場合もあるんですよ。したがって、私は

七十数名の職員が強い意思を持って一生懸命働くということを促して毎日

お願いしているわけなんですけれども、その気持ちのほうがまず大切ではな

いかというふうに思います。数を増やして解決できる問題と、職員の気持ち

をしっかり持ってもらうということは別ですが、現在、非常に職員、よくや

っていていただけると思います。そういう中で、ぎりぎりのところでやって

いるわけなんですが、これ難しい問題で、不用意に増やしてしまうと今度減

らせないな、そういうものが私の頭の中にはしょっちゅうあって、そういう

ところで悩んでいるもので、またいろんな場面があろうかと思いますけれど
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も、これはこれなりに進めていきたいというふうに考えております。 

５番議員 ありがとうございます。お考え、よく分かりました。ちょっと気になる、こ

の臨時職員の方は今のお話の中で令和元年、平成31年から20人増えていると

いうことですが、これはどういった方たちなのかということをご説明お願い

します。 

総務課長 会計年度任用職員につきましては、先ほどから出ておりますとおり、保育士

の、昔、臨時職員と言われた皆さんですね、そういった皆さん。それから代

替え保母も入りますけれども、そういう皆さんがカウントされていまして、

特に今年増えているのは、コロナのワクチン接種の関係で、看護師さん、そ

れからそこにお手伝いいただく皆さんが、それだけでも8名でしたか、たし

か、ちょっとうろ覚えで申し訳ないですが、増えております。そういった関

係で急激に増えたようには見えるんですけれども、これはまたその職務がな

くなれば来年はその部分で減ってくるというものでございまして、今、地方

公務員法の改正によって会計年度任用職員となったことから、全てその臨時

職員については会計年度任用職員扱いでやらなければならないということ

で、今までは賃金というところであまり人数は出てこなかったんですけれど

も、今度会計年度任用職員ということで予算書の一番後ろのところに表があ

るんですけれども、そこにきちっと出てくるようになったものですから、人

数が表へ出てくるんですけれども、ここはかなりその時々によって上下する

ということでご理解をいただければと思います。 

５番議員 ありがとうございました。近年、自然災害が猛威を振るう中で、またいつ台

風19号災害のような、いやもっと大きな災害が起こるとも知れない中で、減

災・防災には力を入れなければならないと思います。今、各区独自の防災避

難計画、またご高齢の方や障害のある方をどうするかといった支え合いマッ

プも新たに作っていただいているわけですが、それも本当に一刻も早くとい

う中で、全体の4分の1ほどしか完成には至っていないと。特に支え合いマッ

プについてはデリケートな部分がありますので、時間がかかることは重々理

解をしております。こういうお話を町民課で伺ったときにも、やはりマンパ

ワー不足を感じました。限られた職員さんに過重の負担がかかっていないか

と大変心配です。非常時の余力を残すためにも、責任を持って頑張っていた

だける、会計年度任用職員というのは1年契約でどんなに勤続年数が長くて

も任期の更新がないような、こういう不安定な雇用ではなくて、正規の皆さ

ん、正規の職員さんこそ増やすことがやはり必要ではないかと思います。す

みません、先ほど来会計年度任用職員制度というものが出てきております。
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昨年度から始まっていますけれども、これに関しても最後の資料を作ってい

ただきまして、ありがとうございます。これに関しても、これ保育士の臨時

職員の先生は入っていないのか。また上段、この左上の臨時職員さん、これ

先ほどのご説明にあったのかな、例えばどういう内容なのかなど、ご説明を

お願いいたします。 

総務課長 8ページの右の表でございますけれども、この表の中の左から2列目、臨時職

員とありますけれども、これは会計年度任用職員制度になる前のものでござ

います。それで、まず見ていただきたいのが、勤務日数、勤務時間ですけれ

ども、臨時職員の皆さんというのは、一般職と同じで7時間45分の勤務でし

た。今度、会計年度任用職員制度になってから、今まで一般的に町で臨時職

員としての身分であった皆さんにつきましては、パートタイムの会計年度任

用職員という形になりまして、勤務時間が1日7時間ということで決めさせて

もらいました。ここにフルタイムとありますのは、これは学校の講師、先生

ですね。学校の要するに臨時の先生、今講師という言い方をしていますけれ

ども、この皆さんについてはフルタイムの会計年度任用職員ということで、

勤務時間については一般職と同じ勤務時間だというものでございます。それ

で、任期ですけれども、臨時職員時代には、6か月で任期を更新していかな

ければならなくて、11か月を超える雇用はしてはいけないということに実際

にはなっていました。ただ、そういうわけにもいきませんので、慣例的に続

けて雇用はしておりましたけれども、今回、会計年度任用職員になることに

よって、単年度の契約ではありますけれども、何年でも続けて働けるという

ことになりましたので、そういう部分ではかなり身分的には改善をされてき

たというものでございます。それから、給料につきましても、臨時職員の場

合、一般事務職の場合には日額6,600円という形で、最終ですけれどもやっ

ておりましたけれども、今度はパートタイムの会計年度任用職員の場合、月

給という形になりまして、月額13万8,600円、これは6,600円の21日分なんで

すけれども、初年度はこの額なんですけれども、今度は毎年毎年給料が上が

っていくと。表がありまして、その表に基づいて給料が上がっていくという

ことになりました。臨時職員時代には、周りの給料が上がらなければ据置き

ということになっておりましたけれども、今回は上がっていくということで

やっております。それから、休暇等につきましてもかなり改善されておりま

して、今、どちらかというと会計年度任用職員の皆さんは確実に年間22日間

お休みが取れると。平均しますと一般の正規職員でも、そうですね、有休取

得率って10日前後だと思うんですけれども、会計年度任用職員の皆さんにつ
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いてはほぼ年間22日の休暇については取得をされているというのが状況で

ございます。それから、各種休暇についても、ここにありますように夏季休

暇ですとか忌引きですとか結婚休暇ですとか、そういったものが認められる

ようになったということで、待遇、処遇につきましては、臨時職員時代とは

かなり改善されて、国の言う同一労働同一賃金に近づいてきているというこ

とが言えると思います。以上です。 

５番議員 ありがとうございます。私たち日本共産党が1、2月に行わせていただいた町

民アンケートでこんな訴えがありましたので、ご紹介をいたします。町政へ

望むことは何ですかのご意見があればという欄に、町の臨時採用職員の待遇

改善、産休すら認められなかったとありました。この表を見ますと、いまだ

にこの産休、育休ということは書いていないわけですけれども、これはやは

り認められない、そうなった場合はやはり辞めざるを得ないということなん

でしょうか。 

総務課長 すみません、ちょっとスペースの関係で省いてはしまっているんですが、産

休ですとか育休については、無給ではございますけれども、認められるよう

になりました。以上です。 

５番議員 ありがとうございます。会計年度任用職員、そういうことで分かりました。

関連して、ちょうど先週の3日、男性の育児休業、育休取得を促す改正育児

介護休業法などが衆院本会議で可決成立をいたしました。子供が生まれてか

ら8週間以内に最大4週間の休みを取得できる男性版産休が新設されました。

また、これまでは非正規労働者は同じ職場で1年以上働いていないと取得で

きなかった育休が、1年未満でも取得できることになりました。ただし、労

使協定次第ということで、引き続き対象外になってしまう可能性もあると。

この男性版育休、そして新たな産休についてですが、今後、町の職員の皆さ

んは取得できますでしょうか。お願いします。 

総務課長 それにつきましては、また職員労働組合と理事者側とのいろいろ折衝もある

と思いますので、そういった中でいろいろと決めていきたいなと。この間衆

議院通過したばかりでまだ下々まではそのあれが来ていませんので、そうい

った中でまた決めていきたいというふうに思います。 

５番議員 ありがとうございます。男性の家事・育児時間が長いほど、妻の継続就業の

割合や第2子以降の出生割合が高くなる傾向にあるといいます。しかし、2019

年度の育休取得率は女性が83.0％に上るのに対し、男性は7.48％にとどまっ

ています。先ほどの子育て支援とまさに一体で、こういった面でもまずは公

の町の職員さんたちが、お父さんたちが堂々とそして安心してこういった休



 78 

暇を取れるような体制づくり、ぜひお願いしたいと思います。時間があれで

すので、ちょっとまだ人事評価制度についてもお聞きしたかったんですけれ

ども、ちょっと時間が危なさそうなので、また次回にお願いしたいと思いま

す。令和2年度の町長の施政方針についての的埜美香子議員の質問に対して、

町長、職員の皆さんには自分のハートをしっかり持っていただいて勤めてい

ただく以外ないと思っております、さらなる頑張りを望むというのが私の姿

勢でありますとおっしゃられました。先ほどお話の中でそういう精神的なこ

とをおっしゃっておられました。町長の機動力５か条ですが、まず第1に言

い訳をするなと書いてあります。これは私個人の見解でご容赦いただきたい

んですけれども、全体の奉仕者である公務員、職員への訓示でこれを言われ

ると、かなり威圧されると思います。私もスポーツをやってきましたのでそ

ういうスポ魂の面もあるんですけれども、これはちょっと威圧されるんじゃ

ないかという印象を持ちました。いずれにしましても、言い訳をするなと、

さらなる頑張りを求めるとおっしゃるのであれば、職員一人一人の健康状

態、精神状態しっかりとケアをしていただきたいと思います。職員の健康診

断、もちろんされているかと思いますが、精神的なケアなどはされているの

かどうか、お聞かせいただきたいと思います。 

町  長 言い訳をするな、まさしく私が言った言葉でございますけれども、私はこう

見えても非常に優しい人間だと自分で思いませんか。そういった中で、私、

町長になりまして、一人一人の皆さんを知らなきゃいけないということで、

7月1か月間かけて個人面談をしております。そういう中で、なるべく私にも

話していただけるということを3年間努めてきたわけなんですが、これから

も努めていきたいというふうに思っております。やはり今、精神の維持とい

うものは大変重要なものになってきており、私も職員の皆様に十分働いてい

ただけるのに、これは大変なことであるというふうに思っております。そう

いった中で、憩うまちこうみ事業等々ある中で、都会の皆様もやはりそうい

うものに頼っているなというものを実感しておりますので、そういった一人

一人の職員の皆様の動向は、私も注視していきたいというふうに思っており

ます。 

５番議員 ありがとうございます。町長ご自身のそういうお気持ちはとても大事で、町

長との個人面談はされているということですけれども、そうではなくて、や

はりそんなもし気持ちが役場の中で病んでいたら、一番の上司である町長に

はとてもとてもお話できないわけで、そうではなくて、外部の専門の方を入

れて、そういうメンタルのケアもするようなことが必要ではないかと思いま
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す。職員の皆さんが健康を損ねるということは、住民のサービス低下に直結

するわけでして、職員の皆さんがしっかりと町民お一人お一人と寄り添える

ように、先ほど来質問させていただきました職員の処遇改善とともに、ぜひ

こういった精神面でのケア、十分なケアのほうもしっかりとお願いしたい、

このことをお願いいたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

議  長 以上で第5番 渡邊晃子議員の質問を終わります。 

これより2時15分まで休憩とします。        （ときに14時01分） 

第８番 品田 宗久 議員 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。         （ときに14時15分） 

次に第8番 品田宗久議員の質問を許します。品田宗久君。 

８番議員 8番 品田宗久です。通告に従って一般質問させていただきます。よろしくお

願いいたします。まず、小海町の現状につきまして、小海町は昭和31年、北

牧村と小海村が合併しまして、当時9,605人からスタートしております。そ

して、昭和53年より行政指導で駅前通り馬流の近代化計画が始まりまして、

57年には千曲電子、企業誘致いたしまして、200名の企業を誘致しましたけ

れども、今は撤退して、おりません。58年にパロ、61年に駅、ＪＡ、サテン

ができまして、62年にアルルが開業し、当時ＳＳＮＣ方式ということで、非

常に次の63年に小海リエックスが開業いたしまして、当時、南北相木、川上、

南牧の中心として、小海の一番の元気の頃でありました。当時は地元滞留率

が60％ありまして、非常に活気があったわけでありますけども、平成11年、

佐久平にイオンができまして、いきなり20％台まで地元滞留率は落ち、ただ

いま現在は6％ぐらいのところを低迷しているのが現状であります。当時、

商店街は商売の場としてだけではなく、多世代の交流の場としての機能を果

たしておりましたが、その弱体化がどんどん進む中で、人と人、世代間のつ

ながりが希薄化してきてしまいました。今、人生100年時代と言われている

とき、高齢者の孤独化、買物難民、認知症など人類がまだ歩いたことのない

道を我々は歩いていかなければなりません。そんな中、私は人と人とのつな

がりを再構築すること、地域の中で経済を循環することが大切だと思ってお

りますが、小海町を元気にしていくために、町長、どうお考えでしょうか。 

町  長 品田議員の商工会長12年にわたる経験の中、そして小海町の歴史等々を説明

させていただいたんですけれども、私もこの希薄化という部分につきまして
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は、私は大変いい先輩が大勢いるせいか、そういったものをあまり感じたこ

とがございません。後輩もそういったことでついてきていただいていると思

います。それは個々のことであり、行政のほうで何とか指導してというよう

な部分ではちょっとクリアできる問題ではなかろうかと思います。個々の気

持ちの持ちよう、そして生き方、生きざま、それが全てを象徴するのではな

いかというふうに思います。先ほど、地元滞留率ですか、6％までに落ち込

んでしまったということでございますけれども、それを活性、あるいは活発

にするために、我が町でもお食事券等々、あと地域交流のための地域通貨

等々によりまして努力しているわけですが、そういったものを思い切り活用

していただくといことがまずの道ではないかというふうに思います。佐久地

方にはまだまだ大きな商店等々がこれからできるようでございますけれど

も、そこに負けぬ気持ちとそれから個々の商店の努力、そういったものがも

っと強く、必要になってくるのではないかというふうに思います。先ほど、

昭和31年に北牧村と小海町が合併し、そして小海町ができたという中で、そ

の合併した年の予算が3,700万という数字を見ております。今や50億でござ

います。我々がやることは十分にできるんじゃないかという自負もございま

す。そうした中、9,605人が現在4,463名ということで、少子高齢化、否めな

い部分はあろうかと思いますけども、それはそれなりの方策は必ずあろうか

と思います。そこを模索しているところでございますけども、ちなみに、北

相木村が2,177名おったのが、今は692名、南相木村が2,546名が1,000人を切

っておると、920何ぼですね、そういった形に人口が減っているということ

ですから、よほど中身を充実していかないと、これは同等にはなれず、どん

どん衰退していくということは考えられます。したがって、行政のほうでで

きることは、やはり町の中でお金を回すということだと思いますので、そう

いう部分でのものを十分活用していただき、そして商店の皆さんも、町民の

皆さんも、元気になっていただきたいというのが私の考えでございます。 

８番議員 ありがとうございます。私は、社会参加こそがやっぱり最大の介護予防であ

り、町の中心部に緩やかにつながれる環境をつくっていく必要があるんじゃ

ないかなと思っております。今、家庭の中で3世代がつながっていくという

ことはなかなか難しい時代ではありますが、地域の中でやっぱり3世代がつ

ながれるような環境をつくっていくことが大切だと思っております。 

小海駅前再整備検討委員会での答申では、町民誰もが憩い、集うことができ

る拠点づくり、町の魅力の発掘と内外への発信、アルル駅前商店街継続のた

めの再構築が提言として出されましたが、これについてどのような形で実現
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していくのか、お考えをお聞かせください。 

町  長 令和2年度の12月前、11月の終わりに、駅前再整備検討委員会の答申をいた

だいております。私は、その中で最も注目すべき、そして一番強く思ったの

が、やってもらうから自分たちが取り組むという部分がございました。まさ

にそれが小海の商店街の活性化につながるのではないかというふうに思い

ます。その中で、今年度、駅舎の改築に伴いまして予算立てして可決決定い

ただいたわけですけれども、そういったところにも再整備検討委員会、ある

いは小海町商店街の皆様のご意見を拝聴し、それでゴールに向かっていくと

いうのがやり方ではないかというふうに思います。昨今ですね、昨今という

か今日なんですけれども、ＪＲ長野支社の支社長、加藤氏、それからＪＲ小

海線の総元締めであります池田さん、お二人で今日昼休みに来ていただきま

した。その中で、令和4年度、令和4年に全国のＪＲで長野県の駅単体を集中

的に応援したいと、あるいは活用したいというか、元気にしたいという部分

のものをおっしゃって帰っていただきました。それには、やはり地元の我々

がそのＪＲと共に、同じ気持ちで、同じ考えで一緒に汗をかくということが

絶対の条件ではないかというふうに思います。その検討委員会の答申はもと

より、やはり先ほど私が申したとおり、頼むんじゃなくて自分たちでやるん

だよという気持ちをまず持っていただいて、そしてアイデアを出していただ

くと。これが一番スムーズに、あるいはすばらしい考えに、ゴールに向かっ

ていることではないかというふうに思います。 

８番議員 ありがとうございます。私も、これからの時代はやっぱり行政と民間がいか

に連携していくかが問われている時代だと思っております。商工会、観光協

会、Ｐ－ネット協同組合、サミット共栄会、ＪＡ、ＪＲなど町中の組織を総

動員して、元気なまちづくりのために努力していくべきだと思いますので、

よろしくお願いします。次に、小海線の活用ということで、今、非常にお昼

休みにいい話があったということで、私も話がしやすいんですけども、やは

り今はないものを欲しがるときではなく、今あるものをいかに有効活用し

て、何をするべきかを考えるときであると思っております。そして、小海の

強みは、何といっても松原と小海線の小海駅だと思っております。そして、

最近考えているのが、やはり佐久広域で観光で集客しようと思っても、なか

なか焦点がぼけてというか、他地域との競争でなかなか勝ち目がないんです

けれども、私が考えているのは、やはり小海線という線で一度集客して、そ

れでいろいろの企画をしながら、また地域の中へ面で広げていくという戦略

ができないかと考えております。そして、これからは、我々の高齢者が車の
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免許返納とか、それで我々の世代が、都会へ出ていった人たちが定年になっ

て、子供の頃を懐かしんだ田舎の旅をしたいという人がだんだん増えてくる

んではないかなとも思っております。そして、だから例えばコンセプトを明

確にしまして、小海線を日本の心のふるさとの旅みたいな形にして、小海線

を使って多様な楽しみ方の提案と新しい価値の発見に力を入れていくべき

だなと思っておりますけれども、そこらについてはいかがお考えでしょう

か。 

町  長 ちょっと先に話してしまってすみませんでした。長野支社長も、それから小

海線の所長も、まず言っておいでだったのが、ここ2年ほどで小海線も数十

億のお金をかけたということです。したがって、廃線ということは非常に考

えにくい。ということですけれども、やはり無人化、省力化、それから本数

の削減等々は否めないというようなご返事でありました。されど、駅前とい

うものは、今までの文化、経済見ても、まずは私は中心であるというふうに

思います。そこを元気に活性化するということが、やはりこの町の活性化で

もあるというふうに考えております。そして、先ほど私がちょっとフライン

グに近い言葉ですけれども、令和4年度の目標としてＪＲがそういったこと

をやるよということで発していただきました。したがって、そういうところ

の連携をしっかり取って、それから、小海線の小海ということでしきりに私

ども言っているわけですが、一時、八ヶ岳高原ラインというようなことが叫

ばれたわけですけども、今はやはり小海線という形で残るようでございま

す。また、残すべく私たちも努力しなければいけないというふうに思います

が、唯一日本で最高地点、あるいは我が町では新海誠監督の輩出というよう

な部分が多々ございますので、これは観光、商業にとってもいろいろな戦略

ができるというふうに思っております。今までのことも、これからのことも、

やはり我々が、先ほど品田議員おっしゃるように、お互いに知恵を絞ってや

っていかなければ、これは絶対通らないことだというふうに思いますので、

ぜひ熱いお話をし、そして実行に向けてのことをいきたいと思います。答申

はしっかり受けましたので、これについてのお答えをまた行政のほうでして

いかなきゃいけないわけですけども、やはりそういったものも含めた中で進

めていきたいというふうに考えております。 

８番議員 今の町長も言ったとおり、小海線にはＪＲの最高地点、そしてまた駅も全国

から多分上から9番目まで小海線が持っていると。それでまた、佐久平では

新幹線につながっているという、そして宇宙に一番近いということなど、い

ろいろよそに比べれば条件が、いい条件があると思います。そしてまた、小
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海線には歴史、文化、自然、また人とか風土とかいろいろありますし、北相

木には縄文時代の遺跡とか歴史もありますし、また臼田の五稜郭が、中の小

学校を今度解体して整備するという形の中で、日本に2つしかない五稜郭と

いう形だったり、小諸には小諸動物園もありますし、天文台、美術館もこの

沿線にはいっぱいあります。そしてまた、千曲川、相木川等々使って、それ

と佐久にはおいしいお酒もありますので、バス旅行とかはお酒飲めるんです

けども、自分の車で来たお客さんはお酒飲めませんけども、ＪＲで来れば、

酒蔵巡りじゃないですけども、お酒飲みながらほろ酔い旅というか、そんな

こともありじゃないのかなと思っております。この前、美術館へ行ったら、

鉄道と聖地巡礼という本がありまして、新海誠が出て、君の名はとか、いろ

いろ出ているんですけれども、小海ってあまり出ていないんですよね。非常

に私、残念に思ったんですけれども。それで、美術館にロケハンということ

で、ロケをしてその場面をアニメの中の場面にしたというのが8か所、この

場面がこうなったよというのがありまして、学芸員にこれは小海で使えるの

かと聞いたら、使えますということなもので、例えば駅前に自転車でそうい

う巡礼巡りというか、その8か所全部小海の中の写真を場面にしたというこ

となもので、そういうことも可能かなと思いますし、また、私考えているの

は、小海は今、憩うまちこうみ事業に力を入れているんですけども、小海線

で来たお客の個人バージョン、小人数の、三、四人のお客をインストラクタ

ーが案内するとか、それとか町民バージョンとかという形の中で、例えば相

木川とか千曲川とか土村公園等々を使って自然体験してもらったり、また高

齢者のインストラクターというか、自然を使いながら昭和の再現というか、

何かこう3世代がつながる仕組みができないかなとも思っております。やっ

ぱりそういうことの中から、年寄りの技を次の世代につなげていくというこ

とも必要じゃないかとも思っておりますし、例えば小海線で来る体験農場と

いうか、遊休地を使って畑を、例えば高齢者のインストラクターと一緒に栽

培してもらって、取れたら宅急便で送ってやるとか、そういう小海へ何度も

来てもらってやるような関係性がつくれないかななんてことも考えており

ます。それで、ちょっと忘れちゃったんですけど、四国の何か田舎に、平家

が千年のかくれんぼというコンセプトでまちおこしをして、いい場面のとこ

ろを散歩するには高齢者が連れて歩かないと入れないみたいな形にして、高

齢者の臨時収入というかにして、何というんだろう、お小遣い稼ぎをしてい

るという話も聞いたこともあるんですけれども、そんな、小海線を使った中

で個人バージョンの憩うまちこうみ事業やなんかを、小海の自然と絡めなが
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ら、小海線と絡めながらやっていくということもありなのかなと。 

それで、私、今駅長にもお願いしているのは、例えば小海線で2日間乗り降

り自由の切符の格安チケットを出してくれないかと。そうすると、小海から

上は自然があるし、下はまたいろいろあるという形の中で、それで小海線の

どこかで泊らなければいけないという関係を、やはり小海線を使って、そん

な憩うまちこうみの個人バージョンができないかななんても考えているん

ですけども、町長、そこらは何か形にしてもらえるとか、何かお考えあれば

お聞かせ願いたいと思いますけど。 

町  長 通告になき質問でございますが、お答えさせていただきます。今、様々な提

案をいただきましたが、それぞれ役場には課もございますし、職員もおりま

すので、ぜひ熱く語っていただきたいと思います。そういったものに対して

の対応は、私は長として十分させていただくつもりですので、よろしくお願

いいたします。 

８番議員 次に、小海駅前の活性化についてということですけれども、私最近、中国の

古いことわざにおじいさんが釣りをしているところに若者が通って、おじい

さん、僕おなかがすいているから、その釣った魚くださいと言ったと。した

ら、おじいさんが、釣った魚をくれるはいいけども、それは今おなか満たす

だけで、それよりも魚の釣り方を教えようと言ったという話に非常に共感し

ている部分がありまして、なぜ私が今このことわざを言ったかということ

は、本当にその能動的と受動的ということだと思っております。能動的とい

うのは自分から進んで自分の意思でやる。自主的、やりがい、そうすること

によって、達成感とか想像力が育まれると。それに対して、受動的は受け身

であり、人にしてもらう搾取であり、ひとのせい、環境のせい、条件のせい

にして被害者意識だよという形の中で、我々この戦後七十数年で本当に豊か

な世界を生きてきたんですけども、国民の多くが受動的でもっともっとの世

界になってしまって、本当に際限がなくというか、科学が進化すれば進化す

るほど、もっともっとの時代になってきていると思います。我々本当に高度

成長のいい時代を生きてきた人間としては、これからの若者のために将来の

不安を少しでも減らし、希望の持てる世界を見せてやる義務があるんではな

いかなと思っております。そういう中で、この前、議員必携を読んでいたと

きに、議員必携の当面の課題というところに、町村議員は万事世の中の動き

が早まる中で、先例や慣行にとらわれることなく、新たな試みを次々に打ち

出せるチャレンジ精神を堅持すべきである。これからの町村はこれまでにな

い難関に立ち向かうのであるから、先例や慣行だけではこの難関を乗り切る
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ことはできない。内外の知識や情報を豊富に取り込んで、新たな挑戦に臨む

必要がある。その際、失敗を恐れることなく、大胆に新たな試みに取り組み、

失敗したらその反省の上に立ってやり直せばよい。町村は小回りが利くし、

また一般に地方自治は間違いを犯す権利とさえ言われてきたことを明記す

べきである。そして、成功事例ばかりでなく、失敗事例もまた蓄積されるこ

とによって、他の町村議会の活動に大いに役立たれることになるだろうとい

うのを読みまして、本当にチャレンジする必要があるのかなと思っておりま

す。それで、小海町、今四千数百の小さい町だからこそ、小回り利かせてス

ピード感を持ってチャレンジしていくときではないかなと思っております

けども、そこらについて町長のお考えをお聞かせください。 

町  長 まさに、品田議員の今読んでいただいた必携そのものでございます。ただし、

ちょっと今の時代ですから、失敗ということを恐れるということは、なかな

かできないわけでございまして、大胆な策、そして綿密な計画の下にやって

いきたいと思います。また、魚の釣り方を教える老人がいても、道具がなき

ゃ釣れないわけですね。したがって、その少年に道具を作る、あるいは道具

を与えるというものがまず必要ではないかというふうに思います。釣りざお

や針がなくてどうやって魚釣るんだという部分になってしまいますので、整

合性の取れた方法で進めていきたいというふうに思っております。 

８番議員 先ほどのその話にはもう1個意味があって、やはりお金には投資と消費があ

るということです。釣れる環境をつくること、釣り方を教えることは投資で

あり、まして一番確実でリターンの大きいのは人に対する投資であります。

例えば、スポーツで考えれば、職員はグラウンドでプレーをしている選手で

あり、町民は観客だと思います。この前、町である女性に小海町は税金が高

いのよと言われたんですよね。今はインターネットで調べられるんだから、

そんな町には誰も来ないわよと言われました。私は、なぜ税金が高いのかは

知らないんですけども、やはり町は職員にしっかり投資をして、いろんなこ

とを体験させ、経験値を積ませ、やっぱり観客が入場料が高くてもこの試合

を絶対見たいと、そして試合を見て感動してくれる、そんな環境をつくって

いくことが大事だと思っております。それで、先ほど町長も釣りざおが大事

だと、必要だという話もしたんですけれども、小海町にはチャレンジ支援金

もありますし、県には元気づくり支援金があります。それで、国には地域お

こし協力隊という制度もあります。しかし、なかなかいろんな支援策があっ

ても、リスクが大きくチャレンジできない若者もいっぱいいると思います。

やはり職員が経験値を積んだ中で、先ほど町長が言ったとおり、魚を釣る場
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所と釣り方を教えてやり、釣りざおを教えてやるというのが行政の仕事では

ないかなと思っております。そして、当町にも地域おこし協力隊を卒業して

この町で頑張ってくれる人たちがおりますが、彼ら、彼女らたちがこの町は

住みよいよと、こんな楽しい生き方があるよ、いい仲間と楽しく、将来に不

安がないよなどと発信してくれるように行政が応援することによって、そう

いう発信が全国に行くことによって、小海町へいい人材が集まってくると、

そんな仕組みができればいいなと私は思っておりますけども、そこらについ

て町長のお考えをお聞かせください。 

議  長 品田議員、3番の小海駅前の活性化と少し話がずれていますもので。 

８番議員 駅前の活性化についてと思っております。やっぱりこういう人たちが集まる

ことによって、駅前を活性化できればなと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

町  長 協力隊あるいは外部の皆様、大切にするのは、これは十分納得のいくところ

であり、またそうしていかなければいけないと思いますが、私はその前に、

ジネンジョがいまして、要するにこの町で頑張って小さい頃から住んでいる

皆さん、そういう皆さんにやはりこの町に住み続けたいというような考えを

ぜひ持っていただきたいということで、日々模索しているわけですけども、

外部から来る皆さん、それからもともと小海にいる皆さん、共にバランス取

りながら、大切な時間を過ごせるような、そういう形にしていきたいと思い

ます。それから、駅前の活性化については、そういう皆さんが集まることに

よって活性になるわけですけれども、先ほど来申しているとおり、注目の小

海線の中にある駅前でございます。したがって、必ずや今回、また駅舎の改

築等々含めた中で、商店の皆様あるいは商店街の皆様、それから工業の皆様

を通じた中で、この駅前の活性につなげるべく、方法が必ずやあろうかと思

いますので、ぜひその折には、行政も真剣に取り組んでおります、また再整

備検討委員会も来年の3月31日までが任期でございますので、そういうこと

ですから、ぜひ皆でいい話をした中で、実のある充実したものにしていきた

いと思っております。よろしくお願いします。 

８番議員 ありがとうございます。そして私、今、駅の2階が消防法とかいろいろでず

っと使えなくなってきておるんですけれども、駅の2階へ絵本ミュージアム

をつくりたいなと提案したいと思っております。絵本には、長い歴史と文化

があるものが多くあります。それで、短い物語の中に起承転結があり、真理

があると思います。ＡＩが進化し、情報が氾濫している今こそ、大人にも必

要じゃないかなと思っております。そして、小海駅の2階に設置することに
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より、小海線の核にもなってくれると思いますし、小中学生が小海線で来る

ということも可能だと思っております。そしてまた、短時間で汽車の待ち時

間にも読めるし、子供からお年寄りまでみんなが楽しめ、つながれる環境が

できるじゃないかなとも思っております。例えば、地域おこし協力隊で絵本

ソムリエか何かを募集しまして、読み聞かせとか読書感想会など、やっぱり

3世代がつながったり緩やかな関係がつくれるような場ができればいいかな

と思っております。そして、最近、鬱だとかひきこもりの人も多くあると思

いますが、そういう人たちにも敷居が低く、場合によってはお医者さんや薬

よりも効くんじゃないかななんても思っております。いろいろ申してまいり

ましたが、小海町が小海線、小海駅、アルル商店街、また千曲川、相木川、

土村公園等々を活用して、駅周辺全体の活性化に積極的に関わり、交流の場

としてより発展的な役割を果たし、機能的な、能動的な人間を育て、新しい

時代の先駆けとして、魅力あるまちづくりのためにスピード感を持ってチャ

レンジしていってほしいと思います。これは要望としておきます。若者が希

望と勇気とやりがいのある、全ての町民が将来の不安を少しでも小さくでき

る温かい、ぬくもりのあるまちづくりを目指して頑張っていってほしいと思

っております。 

次に、小海高校の将来についてということであります。今、北高、南高の合

併問題があったり、また南牧、川上は山梨方面に目が行っているという話も

聞いております。そういう中で小海高校の将来を考えるときに、ＡＩがどん

どん進化し、これからの時代、今の仕事の半分以上がなくなるんじゃないか

ななんていう話もあります。そういう中で、これからの時代の先取り、これ

からの時代に必要とされる科の創設をお願いしていく必要があるんじゃな

いかなと思っております。都市部の高校ではなく、自然の中の小海高校だか

らこそできることを考えていただき、立地上の有利な条件、強みを見つけま

して、例えば今叫ばれているＳＤＧｓ科がいいのか、環境科とか高原野菜、

林業等々、この地域でなければできない科を、全国から生徒を集められるよ

うな、人数は少なくてもいいから特色のある科の創設を考えていく必要があ

るんじゃないかなと思っております。一流大学、一流企業へ入って一生安泰

という方程式は今崩れてきております。これから必要とされる人材の育成、

そして卒業してから地域で活躍できるような環境づくりの小海高校にすべ

く、今から研究を進める必然があると思いますが、いかがお考えでしょうか。

教育長にお訪ね申し上げます。 

教 育 長 お答えをいたします。県立高校の新しい科、どうだというようなご提案でご
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ざいますけれども、ちょっと否定的な答えになってしまうかもしれません

が、今の中学の子供たちの思考、考え方が、普通科が主でございます。例え

ば今年の高校入試、普通科でどこの通学区も子供の数減った関係で、さらに

は第6通学区といいまして、この佐久のあるところですけれども、軽井沢と

小海、これまで普通科3クラスずつ募集していたんですが、今年からは2クラ

スに減りました。減ったんですが、小海高校80人の募集に対して54人しか来

ないという形です。普通科の志望が多くなっているのは、子供たちも中学の

段階で自分の将来をこうしたいというふうな大きい意思を持っている子供

がまだいないということです。先日、高等学校の先生、校長先生とも話する

機会がありましたので確認したならば、やはり高校生で将来大学とか短大を

選ぼうというときにも、まだやはり文科系を選ぶ傾向が強いと、特に小海高

校については。というのは、まだ高校の段階になっても将来何になろうとい

う強い意思が見えてこない実情があります。議員さんおっしゃるように、過

去においては、一時期ですけど長野県内において大変成功した例、白馬高校

の国際観光科という科、初めのうちは東京からどんどん来てという事実ござ

いました。ところが、今現在は1クラス分40人の募集に対して、今年度の場

合24人しかいないというようなことがあります。おっしゃる意味は大変分か

ります。ただ、県にしても、どういう方向を定めていったらいいのかという

のがまだ分からない。今研究途上だと思うんです。今おっしゃられたように、

ＡＩがどんどん進展していって就く職業がなくなるよと、残るのは介護と

か、そういった人が動かすものしか残らないだろうと、ほかの一般事務は消

えてしまうだろうというような時代です。そういった意味で、国のほうも若

干スピードアップという形で、まずは1人1台端末持たせて、そういったとこ

ろから情報をどんどん子供たちが小さいときに得ることによって、議員さん

おっしゃられるような方向性を考え始める年齢をもう少し若くさせる。そう

いうことも必要なんじゃないかとは思います。ただ、現実問題、具体的に小

海高校に新しい科と言われてしまうと、人が今いなくて、下手すればこれで

佐久新高、北高と南高が統合されて、例えばうまくいってどこかの駅のそば

に校舎ができちゃったとすると、10分程度で駅から通えるよとなったとき

に、駅から20分歩いて通っている小海高校はどうなってしまうんだろうと。

さらには、各町村、今盛んにやっているのが、高校生に対する通学費補助と

いうことで、定期券の2分の1とか3分の1、行政出しますよという制度、どこ

もやり始めてしまいました。そういう話になると、逆に今しっかり考えなき

ゃいけないのは、議員さんおっしゃられたとおり、それが両方の着地点とし
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てうまくいけばいいんですけれども、まず小海高校が存続できるのかできな

いのかというのも1つ大きい中で考えていかなければいけないのかなと。そ

ういった意味の中で、議員さんおっしゃられるように、これまでにはないも

のをというふうな考え方を持たないと、なかなか子供たちもその学校へ行っ

てくれないのかなというような気が今はしているところでございます。以上

です。 

８番議員 ありがとうございます。私もそう思いますけど、本当に生徒数が減少してい

く中で、小海高校の存続を考えれば、何か対策を取っていかなきゃいけない

かなと思っておりますので、そんな研究をぜひ早めに進めていただきまし

て、やはり児童数がなくなって廃業というか廃校にするなんていう話が出る

前にいろいろ研究して、何とか地域に高校を残す算段を研究していってほし

いなと思っております。ということをお願い申し上げまして、私の一般質問

を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 

議  長 以上で第8番 品田宗久議員の質問を終わります。 

ここで3時10分まで休憩とします。          （ときに14時56分） 

第１番 黒澤 敦史 議員 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。         （ときに15時10分） 

次に第1番 黒澤敦史議員の質問を許します。黒澤敦史君。 

１番議員 1番 黒澤敦史でございます。この5月から小海町第18代町議会議員として活

動させていただき、初めての一般質問でございます。他の議員の皆さん同

様、私なりの思いがあり、このたびの選挙に立候補させていただきました。

その思い、考えを町長及び町管理職の方々に聞いていただき、また、町長

の思い、そして管理職の方々の考えを聞かせていただく中で、これからの

議会、そして町政というものの在り方についてお話をさせていただきたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。まず、1つ目の質問は、住

民の政治参加に関してです。まず、私は、日本はすばらしい国だと思って

おります。歴史、文化、伝統、そして日本人の国民性、この国に生まれて

よかったと思っていますし、多くの人がそう思っているのではないでしょ

うか。しかし、これからの日本の将来に希望が持てるかと言われると、疑

問符がついてしまいます。このまま、今のままの小海町、日本でいいはず

がないと思っております。それは、まず経済の点ですが、バブル経済崩壊

以降、日本は経済成長をしない国になってしまいました。経済成長率はほ
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ぼ横ばいです。その間、実質賃金も下がり続けております。少子高齢化で

あったり、日本は成熟国だからという理由を上げられる専門家もおられま

すが、日本と同じような状況を持つ世界の先進国でも、多くの国はプラス

成長を遂げております。肌感覚からしても豊かになっている感覚はないの

ではないでしょうか。そして、この小海町の現状を見ても、町の人口は減

り続け、中心の商店街はシャッター化が進んでおります。私が子供の頃は、

駅前の書店で漫画雑誌を買うのが習慣でした。友達とあるおもちゃ屋さん

でおもちゃを見て、ゲームセンターでゲームをして遊んでいました。それ

はそれはアルルをはじめ駅前通りはにぎわっていた記憶があります。この

30年の間に、駅前からはスーパーマーケットがなくなり、佐久平に大型の

商業店舗ができ、人の流れは完全にそちらに取られてしまいました。今の

まま、さらに30年たったら、どうなってしまうんでしょうか。このような

流れは小海町に限った話ではなく、日本全国がそういった状況です。人口

減少が進み、日本経済、地域経済が衰退の一途をたどっている今のままで

は、日本国民が幸せになることができないというのが私の認識です。そこ

で質問ですが、その点、日本全体と小海町の現状、そしてこうなっている

原因、そして今後の目指すべき方向について、町長はどのように認識され、

どのようにあればよいかとお考えになっているか、お聞かせください。 

町  長 多岐にわたるご意見、そして希望的な考えをありがとうございました。私

は、この日本の国、今回の新型コロナウイルスというもので、後進国であ

るという認識を持ちました。というのは、私どもがコロナに対する一筋の

望み、これは鷹野議員からも発したとおり、ワクチンの接種というものが

なければ、これは解決できません。しかし、これを日本の国の中で、これ

だけ信じていた我がジャパンがワクチンを造れないというところに、非常

に落胆したわけでございます。政府は、ワクチンを幾らで買っているとい

う発表はまだされていないように思います。1億2,000万の人間全員にワク

チンを接種するという、その金額は膨大なものであり、計り知れないとい

うふうに思います。私は、1年半前、そういうお金を使うんなら、日本にも

立派な製薬会社、立派な研究者、学者がおるわけですから、そういうとこ

ろへお金を使って、自力のものを造るべきであるという考えを持ったわけ

です。しかし、私は、小さな町の町長ではありますけれども、国会議員で

もなければ大臣でもありません。しかし、私は、かねてから政治家の皆さ

んにはそういうことをお伝え申し上げましたけれども、やはり届かぬとこ

ろで終わっているのではないかというふうに実感をいたしました。これか
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ら先、非常にこの力のなさを露呈した日本、大変ではないかというふうに

感じております。次に、1番 黒澤議員のおっしゃる小海町はどうであるか

と、どういうふうに考えてどういうふうに進めるんだということは、所信

の表明でも申し上げましたけれども、私は、就任以来、「元気な小海町をつ

くる」ということで、これは、言葉では「元気」ということで簡単でござ

いますけれども、例えば元気な農業、元気な商店、今問題になっている商

店でございますが、そして元気な建設業等々、細部にわたりその元気さを

出していくには、並々ならぬ努力が必要ではないかというふうに感じてお

ります。元気なものをつくるのに、私がまず奮闘して、いい考えを、アイ

デアを持ってやっていかなければならないということは、町長として実感

しております。そういったところに議会とも十分な話合いを持って、いい

考えを持ち、いい施策をつくり、そして元気な小海町をつくっていくとい

うのが私の信念でございます。何か足りないものがあれば、また町長室な

り、どんな機会でもいいですから、お話合いを持って進めていければとい

うふうに考えております。以上でございます。 

１番議員 ありがとうございます。今、町長おっしゃったこと、まさにワクチンを日

本が開発できないということが、私も今言われて、確かにそのとおりだな

と思ったのが、これだけの経済大国で、技術大国で、学術の面からいって

もそれなりの国である日本が、ワクチンであったり治療薬をまだ開発でき

ていないとそういったことからも、私は今、日本という国が衰退している

というふうに思っております。国が衰退している、国力が下がっていると

いう原因は、まさに国家の運営方法、かじ取りが間違っているからにほか

なりません。国家のかじ取りをするのが政治家の役割であります。今の日

本に国家のかじ取りを任せたいと思える政治家がいるでしょうか。思い浮

かばない人が大半ではないかと私は思います。政治家の質が下がっている

と私は思っております。そして、それは政治家を選ぶ国民の質が下がって

いることに行きつきます。国家のかじ取りを正しい方向へ向かわせたけれ

ば、まずは我々国民の質を上げていかなければなりません。 

そこで質問ですが、私は以上のように考えますが、町長は、国会議員に代

表される現在の政治家の在り方についてどのようにお考えでしょうか。 

町   長 はい、私も1番 黒澤議員と同じ憤りは感じております。ちょっと前までい

きますと、桜だの森友だのという部分で、国民がそれに対する返答あるい

は答えを聞いておりません。どういうことでそういうふうになり、そして

誰がどうであったかということは、これは全部公開し、そして反省し、そ
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れで考えていくべきではないかと。どの部分を取ってもうやむやのまま終

わっているような気がしてなりません。そういうことが政治不信というも

のにつながるわけですが、やはりそういう中でも、ああいう大きなものを

動かせば動かすほど、そういう基本的なものが必要になっていくんではな

いかというふうに思います。我が国はそうでございますけれども、やはり

町政においても同じでございます。公開性を持ち、そして正直さを持ち、

自分の意思をはっきり伝えるということがまず必要だと思いますので、私

は、そういうふうに努めていきたいというふうに思っております。 

１番議員 私の評価では、政治というとどうしても遠い存在に思ってしまいがちです

が、日常生活の中に深く関わるものが政治だと思います。日常生活で関わ

っているものは、全て政治で決められていると言っても過言ではありませ

ん。政治において責任が大きいのは、立法府である国会と行政府である内

閣、そして中央省庁であることはもちろんですが、その迷走を許してしま

っているのが我々国民一人一人です。そして、それを許してしまう根本原

因は、私は国民の政治参加意識の希薄によるものであると思います。小海

町、そして日本は今、様々な問題を抱えております。2040年、小海町の人

口は2,500人との試算が出ていたかと思います。そうなったとき、この地域

の歴史、文化、伝統、人との関わりは守られるのでしょうか。誰もその解

決の方法を持ってはいないでしょう。しかし、それを解決するのが我々に

課せられた責任です。過去の先人たちが想い、守ってきた未来は、まさに

我々が生きている今この瞬間です。その今を我々の世代は託されておりま

す。先人たちから託され、そして未来の世代から借りているだけです。未

来の世代に返さなくてはなりません。先人たちが築き蓄えてきた資産を食

い潰して、次の世代に、空になった社会を引き継ぐなんていうことは許さ

れません。今を生きる我々は、先人たちがしてくれたように、次の世代に

よりよい日本、社会を残す責任があります。その責任は政治家といった特

定の誰かが負うのではなく、社会を構成する皆で負わなければならないと

思います。住民一人一人が政治に参加する必要があると思います。そして、

政治参加の方法は、必ずしも議員や政治家になるだけではありません。私

が町議会議員になった理由の一つですが、私が議員として何をするという

よりも、住民の皆さんの政治参加への意識を高めたいという思いがありま

す。そのためにどうすればいいかというのも、まだ私には具体案はありま

せんので、その方法も含めてみんなで知恵を出し合い、よい方法を考えて

いきたいと、そのように思っております。そのための議論をこの議会が率
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先して行うことが、まずは我々に課せられた使命ではないかと思います。

人ごとではなく、自分事、我が事として考えることが重要ではないかとい

うふうに思うところであります。この流れで、次に2つ目の質問に移らせて

いただきます。若い人が政治に興味関心を持つためにはどうすればよいか

というテーマです。先ほどから申し上げているように、これからの日本、

地域をよくするためには、住民、国民一人一人が政治に関心を持ち、日頃

から学びを繰り返し、賢くなっていかなければいけないと思っております。

そのためには、政治というものが遠い存在ではいけません。皆が政治に関

わっているということを自覚できなければならないと思います。政治を身

近に感じるためには、議会の存在が私は近くあるべきだと思います。言い

換えれば、誰でも議員になれるということが必要ではないでしょうか。誰

でも議員になれるという仕組みがあれば、昨今問題となっている地方議員

の成り手不足も解消されるのではないでしょうか。そこで質問ですが、小

海町では、女性議会や子ども議会といったものを定期的に開催しておりま

すが、それはどういった目的からでしょうか。 

総務課長 お疲れさまでございます。女性議会、子ども議会の開催目的ということで

ございますけれども、町の活性化のためには、当然、女性の皆さんや子供

たちの意見も重要なものとなってきます。なかなかそういった皆さんと懇

談の機会というものが少ないのが現状でございます。第6次長期振興計画策

定の際にも、女性だけの懇談会を実施しましたけれども、多くの皆さんに

お集まりいただくことはできませんでした。また、議会形式にして行政に

関心を持っていただくという効果も期待して、このような模擬議会という

形でやっております。まさに今黒澤議員おっしゃったように、誰でもが議

員になれるというようなことを皆さんに知っていただくためにも、そうい

ったことがいいんではないかということでやっております。また、議員の

成り手不足という問題も今おっしゃいましたけれども、昨今、そういった

問題も、ものすごく大きな問題として出てきておりますので、こういった

取組によって、少しでも議会や町政に対して関心を持ってもらうというこ

とで重要ではないかということでやっております。ただ、昨年、女性議会

ということで開催しようと思って募集したんですけれども、なかなか女性

の皆さん、お忙しいということもありますし、それから、何といいますか、

私が本当にそこに出ていっていいのかというような、何かそういう気持ち

もあるようでして、なかなか各種団体にも何回か呼びかけたんですけれど

も、結果的に、最終的に手を挙げていただいた方が本当に1人でございまし
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て、議会からも批判はされたんですけれども、なぜ開催しないんだという

ことで、どうしても1人しか集まらなくて開催できなかったわけですけれど

も、こういったこともやはり関心を持ってもらうことの第一歩ですので、

何かしかの工夫をまた凝らしてやっていきたいなというふうに考えており

ます。以上です。 

１番議員 ありがとうございました。今お答えいただいた目的も、私が申し上げたこ

とと同じ方向だと思います。私は性別にかかわらず、若い世代を含めた積

極的な政治参加が必要であると考えております。若い世代が議員になるた

め、議会の仕組みを変えていく必要があるのではないかというふうに思い

ます。そこで、まずは休日夜間議会を導入したらいかがでしょうか。平日

の日中に開かれる今の議会の形では、今総務課長おっしゃったように、や

っぱり忙しいという方もおられるということで、例えば平日の日中に開か

れる今の議会の形では、例えば会社員の方は議員になることがもうその時

点で難しいと思います。議会や委員会のたびに有給無給を問わず休暇を取

る必要がありますが、そのためには勤め先の事業所の理解であったり協力

を得るという必要がどうしても出てきてしまいます。全ての日程を休日夜

間にすれば、それはそれでなりにくい人が出てきてしまうかもしれないの

で、平日日中と休日夜間を組み合わせることができればいかがかというと

ころであります。よりよい社会を築くため、そして問題の解決を図るため

には、いろいろな立場、職業、そして様々な年齢層の人が集まり、建設的

に議論を深めていくことが重要です。それにより政治への興味関心もさら

に増すという相乗効果も得られるのではないでしょうか。また、傍聴に来

やすいというメリットもあると思います。休日夜間議会となると、役場職

員の方々の負担が増してしまうかもしれません。しかし、住民サービスと

いう点では、平日日中に担当職員が議会対応で不在ということがなくなる

というメリットもあるのではないでしょうか。議会のことだから議会で決

めてくれと言われるかもしれませんが、そこで質問ですが、この休日夜間

議会の導入や若い世代の議会への参加そのものについて、町長はどうお思

いでしょうか。 

町  長 非常に画期的なご意見ありがとうございます。今のところ、やはり私は、

黒澤議員もこれで何とか議会をやっていけば理解していただけると思いま

すけれども、非常に町の重要な案件を決めていく、その会でございます。

したがって、片手間というような感じに取れる方法は、ちょっと今のとこ

ろ考えておりません。しかし、されど、やはり大勢の皆さんが参加してい
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ただくという部分については、これは画期的な考えではないかというふう

に認識しております。 

１番議員 なかなかそんなに前向きじゃないというようなお答えだったかと思うんで

すが、これからの中で、ぜひそういう方向に向かっていきたいなというふ

うに、私は個人しては思っています。今、私が40歳ですが、町議会議員の

被選挙権は25歳であったかと思います。私に与えていただいたこれからの4

年間の議員活動の目標というか願いは、4年後の選挙で、20代、30代、40代

など若い世代から町議会議員に立候補する人がたくさん出てくる、それが

当選するかしないかは、また町民の方々の判断ですが、やりたいというふ

うに立候補する人がたくさん出てくる、そんな町の雰囲気であったり、議

会の仕組みをつくることができたらなというふうに思っております。諸先

輩方の協力をいただけるよう、そして町の協力を得られるよう、私も尽力

していきたいと考えております。次に、3つ目の教育について質問をさせて

いただきます。国家の発展の基礎となるのは、何といっても教育であろう

というふうに思います。明治天皇の玄孫であり、政治評論家として活動し

ていらっしゃる竹田恒泰さんのユーチューブのチャンネルを趣味でたまに

見ます。そこで日本建国の話を聞きました。古事記や日本書紀から推察さ

れる建国年は2,800年前、近年の研究結果からいろいろな説があり、2,800

年じゃないという専門家もおられるということで、正確な年数が分からな

いが、少なく見積もって2,000年というのが現在の学説、それは間違いない

ということのようです。日本という国家が建国される前は、この日本列島

に数十の小国があったと。それを初代天皇の神武天皇が、武力ではなく話

合いにより日本を統一した。古代の世界の他の国の国家統一は、みんな武

力での統一でした。力の強い者が弱い者を武力で押さえつける。そして、

国を統一した王様が民衆を搾取する。王と民は常に対立関係にあったと。

そこには国家としての理念がなかったんだと。そのため、王様が亡くなっ

て何代かたった後、別の強い武力が出てきてしまえば、それによって滅ぼ

されるということが繰り返されるため、国家としての歴史、伝統、文化が

続いていかなかったと。しかし、日本は武力での統一ではなく、話合いで

統一を図って、そして国内で天皇家による婚姻関係を広げていったんだと。

日本国建国の理念は、全ての国民が幸せになること、そういった理念で日

本が建国されたということでした。天皇と民との間に対立関係はなかった

と、そういう理念があってこそ、世界に類を見ない2,000年という長きにわ

たる国家としての歴史がある。竹田恒泰さんのそんな日本建国の話でした。
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これが真実かどうかというのは、私も研究者じゃないんで分からないです

が、神話の部類に入ってしまうのかもしれませんが、私もこの竹田恒泰さ

んのユーチューブを見て、そういった話があるんだなというのを初めて知

りました。学校では、そんな話は習わなかったんじゃないかなというふう

に思います。別の方ですが、こんな話もありました。私には父と母の2人の

両親がおります。その両親には当然また2人ずつ両親がいて、私には4人の

祖父母が当然おります。それを40代遡れば、2の40乗ですから先祖の数は1

兆人になるということです。1世代30年と仮定すると、40代遡ると1,200年

前になるということです。日本は1,200年前、平安時代の頃だと思うんです

が、当時、日本の人口が1兆人いるはずがないと。ということは、我々の先

祖は、遡ればどこかでかぶっているということです。広い意味で考えれば、

皆が親戚だということです。日本の2,000年の国家としての歴史は、そうや

って続いてきたということです。国土も狭く、地震、台風、洪水等自然災

害の脅威に、常に日本はさらされてきました。だからこそ、日本人は助け

合って生きてきたし、これからも過度な競争ではなく、助け合って生きて

いくべきだと私は思います。私が今お話しした2つの話を聞いたとき、ああ、

日本にはそんな歴史があるのかと、すばらしい国だなというふうに思いま

した。と同時に、この日本、社会をこの後もよりよい状態で次の世代へ引

き継いでいかなければならないという使命感にかられました。これが私の

教育を考える基になる原点と言ってもいいと思います。そして、以下のよ

うに思います。経済的な豊かさを残してあげることも重要ですが、本当に

重要なのは、よい教育を与えてあげることだというふうに思います。子供

たちに自分自身を愛することができる人間に育ってもらうことを誰もが願

うはずです。日本という国家を愛するためには、国家の歴史を知る、そし

て教える必要があると思います。郷土を愛するためには、郷土の歴史を知

る必要、教える必要があると思います。そして、同じように自分自身を愛

するためには、自分のルーツを知る必要があるのではないかと。つまりは、

親や祖父母といった祖先のことを知り、敬う気持ちが必要だというふうに

思います。それを育むための教育が重要で、それを知識として知るのでは

なく、心からそういうふうに親、祖先のことを敬うとか、そういうことを

感じる必要があるのではないかというふうに思います。同じように、勉強

が大事だから勉強しろと言っても、なかなか難しいんだと思います。そう

じゃなくて、勉強することが楽しいと、学ぶことが楽しいということを子

供が感じれば、それは本当にその子にとっての幸せなのではないかなとい
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うふうに思うわけであります。そのためには、幼少期にこそ、そういった

教育を与えてあげるのがよいのではないかというふうに思います。今の教

育方針が駄目とか非難するとか、そういった意識は全くありませんし、私

自身、じゃ、どうすればいいんだというふうなことを言われても、私もま

だ具体的なことは提案できません。ただ心から、やはり子供たちにそうい

うよい教育を与えてあげたいというふうなことを思う次第です。そこで質

問ですが、今申し上げたように、自分自身であり、郷土であり、国を愛す

る人間を育てるということが大事だと思いますが、町長はどうお考えでし

ょうか。 

町  長 私自身もかように思います。と申しますのは、小さな頃、勉強しろよと親

に言われた覚えがありますが、勉強しなかった結果がこういうことになっ

ていると思います。大変な反省でございまして、そして1番 黒澤議員のお

っしゃるとおり、今の子供たちが我が小海町を愛してくれるというような

形を持ってくれることは、これは理想でございます。そうしなきゃいけな

いというふうに思っております。また、我が日本国におきましては、世界

で唯一、戦争して敗戦の宣言をした国でございます。そして、敗戦、戦後、

急成長を遂げたのは、そういった国民のやはりハングリー精神、あるいは

親の教え等々が続いてきたからではないかというふうに思います。一時期、

経済大国になりましたが、先ほど私が申したとおり、日本は今、なかなか

非常に難しい状態にございます。全て中途半端でございます。そういった

ものも親の教育あるいは教育の中にあろうかと思いますけれども、やはり

ひもといていきますと、皆知れば知るほど、いい教育をしたり環境の整備

のために、頑張っているわけでございます。1番 黒澤議員のいわゆる意見、

理想を発していただいたことを私も十分受け止め、そして、大変重要なご

意見として承り、今後の教育の場面でも、そういったことを生かしていけ

ればというふうに思っております。 

１番議員 大変抽象的な質問で、お答えいただきましてありがとうございました。私

の娘も今、小海小、小海中に通っておりまして、そこで年度始めに小海小

学校で配布された「令和3年度学校要覧」にこういった文言が書かれており

ました。「ふるさと小海のヒト、モノ、コトに学び、ふるさとを愛し、未来

を生きる子供を育成する生活科、総合的な学習を中核とした学び。小海町

地域の願い。これからの小海町を担う子供の育成、ふるさとのよさを感じ、

ふるさとに心を寄せる子供の育成。」また、小海中学校で配布された「小海

中だより」ナンバー1にはこうありました。「ふるさとをもっと知ろう、心
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を寄せよう。」これ、見たら、大変すばらしい教育方針だなというふうに、

これを見ただけですが、これを教えるのに、じゃ、どういう教育をしてい

るとか、その辺は私もまだ勉強不足で知らないんですが、これ、文言を見

た限りでは、すばらしい教育方針を掲げていらっしゃるなというふうに感

じたところでした。そこで質問ですが、ふるさとを愛そうというか、心を

寄せようというふうなこと、非常にいいと思うんですが、同様に、日本国

家というか、国に対してそういうものを学ぼうというような、何かそうい

う方針は策定されているのかなというふうな素朴な疑問を持ったんです

が、いかがでしょうか、お答えいただけますか。 

教 育 長 お答えをいたします。議員おっしゃるように、「郷土を愛し、国を愛すると

いうことは大切」という表現でございます。ここで、先ほどの中で、「自分

自身を愛するために」という言葉ありますけれども、今の社会、自分自身

だけではなく、「人を愛するために」という言葉も欲しい世の中になってお

ります。若干、補足のような形になってしまいますけれども、小・中学校

で行われている郷土または国に対する学習についてご説明したいと思いま

す。小学校は、令和2年から新しい教科書、中学校は令和3年から新しい教

科書に替わりました。学習指導要領という大きい方針の下、各メーカーが

文科省の検定を受けて合格した教科書を利用しているわけでございます。

共通の目的としまして大きなものが、グローバル化する国際社会の中で、

自分と異なる文化や歴史の中で生きる人々と共存していくために、自分の

国や地域の伝統や文化について理解を深めて尊重する態度を身につけるこ

とが、小・中学校時代における特に社会科の授業の目的ということであり

ます。だから、決してオンリーではないということです。グローバル、も

う境目がなくなってきているんだという感覚、それが今回の教科書改訂に

生きています。その方針の下、子供たちもそうなってもらいたいという願

いがあるわけです。郷土を愛するということでは、小学校では、議員さん

おっしゃる中にありましたように、ふるさとのよさを感じ、ふるさとに心

を寄せる子供の育成をグランドデザイン、小学校の目標にしているところ

でございます。地域のヒト、モノ、コトとのつながりの中で、自らの学び

を深める学習。例を挙げますと、今年の3年生では、小海町の観光地や郷土

資料館に足を運んで、出会う人たちとの交流を深めながら、小海町の魅力

について考えるような授業、それから小海町の民話や伝説も学ぶことを通

して、これまでの歴史に思いを寄せると。小さな町ですけれども、こうい

うことがあったんだなということで、考えるというようなこと。それから、
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そういった授業を展開することで、先生の心とすれば、子供たちに小海、

自分の住んでいるところに目を向けてもらいたいという願いでやっている

ものと思います。中学校では、地域の関係ですと、1年生は、地域巡りとい

うような形。それから、小海町、北相木村、南相木村、3町村の中学校です

ので、その地域を実際に回りまして、地域の文化や歴史、自然環境、産業

などについて勉強をすると。2年生は、北八ケ岳トレッキングというような

形、地元の山を登山するような形、ふるさとの山のよさを学ぶと。それか

ら、それとは別ですけれども、職場体験というもの、去年あたりちょっと

コロナでできなかったですけれども、職場体験学習というものを通して、

地域の人たちから働くことの意味や自分の進路実現に向けて考えるように

ということで学んだりはしています。3年生になりますと、福祉施設の訪問

などを行いまして、地域の人たちとの交流を深める。福祉の大切さや人と

の関わりの大切さを学習するということです。地域については、そういっ

た社会科や総合的な学習の時間を利用してやっておると。次に、国につい

ての教育の方法ですけれども、小・中学校いずれも公立の義務教育の学校

です。そこは大きいところがあります。人と違ったことを大きくやるとい

うことはできないということです。あくまでも教科書に沿った形で、教科

書以上もなく、教科書以下もないという考え方で、文科省の検定済みの教

科書を利用しての学習です。それは全国多分どこの義務の小・中学校、公

立であれば平均的に行われているはずです。小学校では、社会科を中心に

国についての学習を行います。まず、4年生では、国までいきませんけれど

も、長野県についての学習、5年生では日本、6年生では、日本の歴史や世

界の国々について学習するということです。中学では、こちらも学習指導

要領に基づいて、生徒の実態に合わせた日々の教育活動を実際には行って

います。国について学ぶ機会とすれば、やっぱり社会科を中心に学習を進

めております。現在ですと、ツールとして電子教科書とか1人1台タブレッ

トを用いながら、大きい目標である「生徒の対話的・主体的で深い学び」

というようなものにつながるように授業を展開しています。自分で考え、

人と相談してというのが中心的な授業になりつつあります。特に、ちょっ

と地域のことに戻りますけれども、中学校、本年度は「ふるさとをもっと

知ろう、心を寄せよう」というのをキーワードにして、総合的な学習の時

間を利用して対話を広げる学びを推進しています。こうしたことで、直接

的ではありません、はっきり言って、間接的ではありますけれども、地元

を愛し、国を愛しというようなことにつながるような学習を行っていると
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いうのが今の現状でございます。 

１番議員 大変ご丁寧なご説明ありがとうございました。今お聞きした限りでも、大

変事細かに、生徒さんたちに心を寄せて、ふるさとを教えてあげようとい

うような方針が取られているのではないかというふうには感じました。た

だ、国に関しては学習指導要領に基づいてというところで、なかなか独自

で何かしらというのは難しいということだったかと思うんですが、いずれ

これから、子供たちに先ほど来申し上げたように、郷土だとか国を愛する

というようなことも、ぜひより一層教えてあげられればというふうな私の

思いもありますので、ぜひこれから私も議員として力を発揮できるような

ことがあればと、そういう場もあれば、ぜひ関わっていければなというふ

うなことを申し上げまして、私の質問を終わらせていただきます。ありが

とうございました。 

議   長 以上で第1番 黒澤敦史議員の質問を終わります。 

ここで4時まで休憩とします。            （ときに15時48分） 

第６番 的埜 美香子 議員 

議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。         （ときに14時00分） 

次に第6番 的埜美香子議員の質問を許します。第6番 的埜美香子君。 

６番議員 第6番 的埜美香子です。今回私は、加齢性難聴者に補聴器の購入に当たっ

て補助をということと生理用品の支給についての2点について通告しまし

た。早速ですが、始めていきたいと思います。1点目の加齢性難聴者に補聴

器の購入補助をということで、このことについては3月議会の一般質問でや

りましたので、続きといいますか、少し中途半端な感じに終わってしまっ

たので、再度質問いたします。3月の一般質問で、加齢による聴力低下で、

70歳前後で補聴器が必要になるのが一般的で、耳が遠くなることで会話に

加わりづらくなり、人とのコミュニケーションが取りづらくなり、籠りが

ちになり、老後の生活を生き生きと元気に過ごせるかということと加齢性

の難聴への対応の重要性など、高齢期の聞こえの支援に関して質問をしま

した。その中で、補聴器の購入については、障害者総合支援法による補装

具費支給制度を利用されている方が昨年度は10名ほどおられるという話で

した。しかし、障害者支援法の補助制度では、高度難聴者への支援にとど

まり、加齢性の難聴者は対象になっていない。そういったことから、独自

の補助制度を始める自治体が各地で生まれてきているという話をさせてい
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ただきました。その答弁の中で、前町民課長ですけれども、「他町村の状況

等をよく調査いたしまして、またそういう制度が必要かどうか、必要だと

は思いますけれども、その制度設計に向けて調査させていただきたいと思

います」とお答えになっています。その後、他町村の状況調査はされまし

たでしょうか。その点について、まず伺いたいと思います。 

町民課長 お疲れさまです。では、3月の答弁をさせていただいて、その結果を報告さ

せていただきます。難聴者の補聴器購入助成事業ということで、近隣の町

村の状況をお伺いしました。南牧村においては制度化をされているという

ことであります。そして、それ以外の市町村につきましては制度はないよ

うであります。そういう中でありますが、県内の状況は、木曽町、南箕輪

村、飯綱町などで制度がございます。そして全国では、27市町村が実施を

され、東京都と群馬県においては市町村に補助を行っているというような

ことであります。近隣の町村以外は、インターネットで検索などをして調

査をしたものであります。そういう中におきまして木曽町、飯綱町の事業

の内容でございますが、購入費の2分の1以内、そして3万円を上限とすると

いうような条件でありまして、それには医師の診断書を添付した中で、両

耳で40デシベル以上の難聴というか、重度という状況だということです。

以上であります。 

６番議員 ただいま説明ありましたように、全国では27市町村でこの取組があると。

南牧村のように最近になって助成事業が始まった自治体もあれば、10年前

あるいは二十数年前、26年前とか、そういうところからずっと続けている、

浦安市なんですけれども、そういう自治体もあります。助成額も今、町民

課長、木曽町と飯綱町の例も出されましたが、助成額も様々ですし、中に

は現物支給をしているところもあります。そして、どの自治体も、高齢者

等の聞こえの支援は社会参加活動の必需品であるということや補聴器をつ

けることで難聴の進行が止められるということ、それと認知症予防に有効

であることが分かってきている中で制度化し始めています。介護の問題で

も認知症の問題は大きな課題であるわけですが、聞こえの支援と認知症の

対策、どのように考えられますでしょうか。お願いします。 

町民課長 認知症の対策ということであります。認知症には、高血圧、糖尿病、喫煙

などの幾つかの危険因子があるとされております。その中で、難聴もその

一つであることは認識をしておるところでございます。認知症の発症につ

いては様々な要因があると言われ、また、一部の認知症を除いては、その

発症に至るメカニズムが解明されていないと言われております。また、難
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聴の方の補聴器による補正が認知症の予防につながるかどうか、根拠もま

だ十分分かっていないという状況だということであります。認知症予防に

対し、補聴器による補正が明確でない現段階においては、認知症の予防の

ための補聴器の補助等は具体的には考えていないわけでありますが、今後

検討をさせていただくというものです。そういう中において、認知症予防

のためには何をすればいいかということでなく、どう刺激をすれば認知症

があまり発症しないかということであります。町においてはパワーアッ

プ・貯筋教室、はつらつ健康教室、すこやか保健室など、いろいろな名称

で事業を行っております。その中に組み込まれているのが、ほとんどがお

集まりいただいた皆様の体調というか、介護というか、その状態に合わせ

ての運動を取り入れた活動であります。そして、運動を取り入れた活動を

しながら会話を楽しむ、そのことによりまして血行をよくする、そして脳

の萎縮を遠ざける、そういう活動をしながら、そして最終的な目的は、住

み慣れた地域でいつまでも暮らせるという大切さ、そういうことを目的と

しながら認知症予防に努めているという町の状況であります。以上です。 

６番議員 今、課長おっしゃられたように、国の認知症施策推進総合戦略（新オレン

ジプラン）の中でも、認知症発症の危険因子の一つに難聴が上げられてい

ます。そして、今もありましたけれども、余暇活動や社会的参加が認知症

の防御因子とされ、さらには、認知症発症の予防に社会交流が上げられて

います。そして、初期の段階での気づきと予防対策が有効策であると書か

れています。難聴の方に話をお伺いしますと、日々の生活に支障があるこ

とがよく分かります。お話を伺ったところ、連れ合いとの会話も半分分か

らない、だからだんだんと聞き返すのも面倒くさくなって、分かっている

ふりをして相づちを打っている、そういう話だとか、会合に行ったら同じ

ような人ばかりで、お互いが、聞こえているかい、聞こえているかいと、

何度も何度も聞いたり聞き返したり、本当に聞こえないということは不便

なもんなんだぞと、そういう話をされていました。その方は、補聴器をつ

けてからは随分と変わったそうです。そして、高度難聴者ですので、支援

を受けることができ、助かったということなんですが、周りには聞こえの

悪い人がいっぱいいると言うんですね。ご自身も支援を受けられることは

知らなかったそうです。多くの人に支援が行き渡れば、補聴器をつけると

思うとおっしゃっていました。補聴器の購入に補助、今、町では、国の支

援制度の、先ほど言いました障害者総合支援法の制度の枠です。それは70

デシベル以上の重度・高度の難聴者が対象です。ぜひとも、この対象者以
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外の低度・中度の加齢性の難聴者へ補聴器の購入助成制度を導入していた

だきたいと思いますが、先ほど厳しいようなこともおっしゃられましたが、

いかがでしょうか。町長にお伺いします。 

町  長 実態を今申し上げたところでございますので、係との打合せ、相談、そし

て会議等々を開きまして、十分に精査した中で、決定をしていきたいとい

うふうに思っております。 

６番議員 実態を精査した中でということですので、しっかりと実態調査していただ

きたいなと思います。今ある制度を利用された方でも、全然制度の中身が

分からないと、そうおっしゃっています。そして、前回の質問のときにも、

課長は申請の流れを説明してくれましたが、この申請がとても大変だそう

です。役場と病院とを行ったり来たりしなくてはならない。耳の遠い人ほ

ど車の運転ができなくなっている人も多い中、家族にも理解してもらわな

ければ、病院にも連れていってもらえない。結局、面倒くさいので申請は

していないと、そういう人もいるそうです。せっかくのいい制度を多くの

人に利用していただけるように、先ほどの障害者総合支援法の中で使える

ものに関しても、親切丁寧に、そして実態調査する中で、相談に乗れる体

制づくりを併せてお願いしたいと思いますが、その点に関してはどうでし

ょうか。 

町民課長 難聴の皆さんが、コミュニケーションが少なくなり、社会との関わりが減

ってしまう、そして認知症の影響も出てくるんではないかということであ

ります。そういう中で、多様な皆さんが社会に参加をすると、その障壁、

バリアをなくす心のバリアフリー、そして聞こえのバリアフリー、いろい

ろなバリアフリーがあります。高齢になっても、どんな立場でも、安心し

て自由に生活が送れる、そういうことをしっかりと認識した中で対応して

いるということであります。具体的には、障害者の関係ですと、6級以上の

難聴の皆さん、52名いらっしゃいます。この皆さんが、先ほどご指摘のよ

うに、なかなかいい案内がなかったとか、いろいろなことがご指摘をされ

たと思います。少なくとも我々は、地方公務員法によりまして町民の利益、

そして福祉の向上に努めるということでありますから、またお気づきの点

がありましたら、個々教えていただきまして、町民の方に失礼のない対応

をしてまいるということですので、よろしくお願いしたいと思います。 

６番議員 第7期小海町介護保険事業計画の基本理念は、「みんなが幸せなまちづくり」

として、高齢者が住み慣れた地域で幸せを感じ、生き生きと暮らすことが

できるように、また安心な暮らしを実現できるように、地域で支え合う社
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会福祉の充実の実現に向け、施策を展開しますというふうにあります。そ

の重点施策の一つに高齢者支援サービスの推進として、先ほど言いました

新オレンジプランに沿い、認知症施策を推進しますとうたわれています。

新オレンジプランは、認知症高齢者等に優しい地域づくりに向けてが書か

れています。65歳以上高齢者の4人に1人が認知症の人、またはその予備軍

と言われる中、高齢者全体にとって暮らしやすい環境を整備することが認

知症の人が暮らしやすい地域づくりにつながると考えられ、ソフト面・ハ

ード面、就労、社会参加支援の視点から、認知症の人を含む高齢者等に優

しい地域づくりの推進に取り組むと書かれています。その実現のためには、

行政、民間、地域住民など様々な主体がそれぞれの役割を果たしていくと

あります。その人の尊厳を尊重しつつ、手助けをするというコミュニティ

の構築が地域を再生するという視点が大事だと書かれています。まさにそ

のとおりだと思います。難聴者の人権の尊重、先ほど課長からもありまし

た心のバリアフリー、聞こえのバリアフリー、困っている人に寄り添うま

ちづくりに期待したいと思います。そのことについて、町長、もう一度お

答えお願いします。 

町  長 認知症、社会問題になっておりまして、またそれの要望についての難聴者

に対する支援ということで理解いたしました。そのことについては、先ほ

どお答えしましたように、十分に精査し、そして課とも協議した上で、結

論を出していきたいというふうに思っております。 

６番議員 補聴器補助で、ぜひ聞こえの支援、認知症も含めた聞こえの支援に力を入

れていただきたいなと思います。それでは、2点目の生理用品の支給につい

ての質問に移ります。今回、どうして私が生理のことについて取り上げる

のかというと、選挙戦の中でも、また選挙後も、女性が抱える問題を取り

上げてもらいたいとか、女性が住みやすい町にしてほしいとか、女性が幸

せな町は誰もが幸せな町だと思うということをいろんな方に言われまし

た。それは労働のことであったり、仕事、育児、介護と、生活の中で女性

が抱える様々な問題があるわけですが、どの問題にも根っこにジェンダー

平等の問題が潜んでいると常々感じているところです。では、どうして生

理なのか。それを今日は皆さんとご一緒に考えていきたいと思います。こ

のところ、「生理の貧困」という言葉、度々見聞きするようになりました。

生理をめぐる不平等に目を向け、ジェンダー平等を実現していこうという

取組が世界各地で進んでいます。また、コロナ禍で苦境に置かれる人々に

支援を強め、生理の貧困をなくそうという運動も広がっています。日本で
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は、今年3月4日、20代でつくる「＃（ハッシュタグ）みんなの生理」が公

表したオンラインアンケートが日本社会に衝撃を与えました。2月の調査

で、経済的理由で生理用品の入手に苦労したことがある学生は、5人に1人

の20.1％に上ったというものです。これを機に、国会や地方議会で生理の

貧困についての論戦が活発になり、3月8日の国際女性デーから、生理用品

の無料提供の取組が全国の自治体で一気に広がり、男女共同参画局の調査

では、生理の貧困に係る取組を実施していることを把握した地方公共団体

が、5月19日の時点で255団体に達したとあります。255団体の中には、長野

県の自治体、16自治体も含まれており、近隣では、検討中も含めて、佐久

市、軽井沢町、御代田町、立科町も入っています。その後もどんどん広が

ってきています。この生理の貧困について考えたときに、ただ生理用品が

買えなくて困っている女性がいるということだけでなく、ジェンダーの問

題が大きいことに気づき始めた人がどんどん増えてきたということです。

私もその一人です。生理のある人だけが、月一回の生理のたびに生理用品

を買ったり、生理痛でしんどい思いをしなければならない。少々大変でも

我慢して仕事をしなければならない。学校にも行かなければならない。こ

れって自己責任なんでしょうか。女性特有のものだから男性には分からな

い。まあ、確かにそうかもしれませんが、生理のある人だけが抱える問題

にしないで、生理のない人も共有し、社会全体で女性の体を大切にする、

それが女性だけでなく、男性や子供たちの体や健康、命を大切にする世の

中になるんじゃないかというのが、生理は誰のためにあるのかと若者たち

が考え始め、「みんなの生理」を呼びかけたものです。そこで、彼女たち、

7人でつくるこのグループには男性も含まれているわけですが、彼女たち

は、学校のトイレに当たり前に生理用品が用意されている自治体を広げた

いと、学校に生理用品をと自治体や国や学校を回り、交渉を始めました。

彼女たちが学校に生理用品をと呼びかける理由は、3つ上げています。1つ

が、誰もが安心して学べる環境を整える。2つ目が、プライバシーを守る。

3つ目が、機会損失を防ぐ。1つ目の誰もが安心して学べる環境を整えると

いうのは、経済的に困難な学生でも、どのような家庭の事情があっても、

またナプキンを忘れてしまった、急に生理になることがあっても、子供た

ちに学ぶ環境を学校や自治体は保障しなければならないと。2つ目のプライ

バシーを守る。それは生理用品を持ち歩くのは恥ずかしい。保健室などで

用意されていても、保健室は誰もが利用するところで、誰がベッドに寝て

いるか分からない。先生に言うことも恥ずかしい。3つ目の機会損失を防ぐ
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というのは、保健室は教室から遠いところにある。取りに行っている間に

休み時間がなくなってしまい、授業に遅刻してしまう。これらは彼女たち

の経験からです。そして、女性なら誰もが経験していることばかりです。 

つけ加えるとすれば、経済的貧困もそうですが、虐待や育児放棄の問題か

ら、数時間ごとに取り替えることを家庭で教えてもらわず、1日中同じナプ

キンを使っていたり、生理用品がないことがその人の責任とされれば、雑

菌が入って病気になってしまったり、生理が来なければいいと思ってしま

ったり、生理に対してネガティブなイメージが強くなってしまいます。そ

ういったことをなくしていく、それらが学校に生理用品をという理由です。

小海町の学校の女子トイレにも生理用品をトイレットペーパーと同様に備

える必要があると思いますが、いかがお考えでしょうか。 

町民課長 まず、前段でありますが、男女の平等、これは男女共同参画社会、男性も

女性も意欲に応じ、あらゆる分野で活躍できる社会、そして男女の平等、

女性が女性特有のことに対し大変な思いをしない、それを思いやり、支え

合う心がある社会の形成が大切であると感じております。そういう中にお

いて、コロナによる著しい収入の減少などによりまして、生理用品が買え

ないなどの相談は、具体的には町に寄せられてはおりません。しかし、新

聞では、名古屋市の調査では、生理用品を買えないで困っている学生の2人

に1人が、相談ができる相手がいない、そのような記事が報道をされており

ました。小・中学校では、養護の教諭が配置をされており、相談ができる

体制は整っております。また、保健室には生理用品が備えられているわけ

でありますが、女子生徒や児童が、先ほど申されましたが、保健室まで行

く、そして保健の先生を探す、そういう煩わしいことが負担になるという

ことであると思います。学校側も衛生的な学校生活を送るためにも、必要

なときにすぐ使うことができるということが大切だという観点から、女子

生徒や児童の皆さんが大変な思いをしないで済む、そんなことを念頭に、

女子トイレに生理用品を備える考えのようなことを確認しております。以

上でございます。 

６番議員 私も先日、中学校の保健の先生と懇談をさせていただきました。中学校の

保健室には生理用ナプキンとショーツが用意されています。先生は、いつ

でも気軽に相談してほしいとおっしゃっていました。その中から、生理は

恥ずかしいことでないんだよと、そういうことや家庭の事情に心配のある

場合もあるので、そういった問題にも気づいてあげたいと。また、女の子

だけの問題ではない。男の子の体の成長段階、男子にもトラブルはあるか
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もしれないと。いつでも保健の先生に相談に行ける環境づくりや、また性

教育も大事だと思います。あわせて、生理を個人の責任とせず、社会で見

ることが当たり前になるように、トイレットペーパーと同じように、生理

用ナプキンを常備し、誰もが使っていいという流れにしていただけるとあ

りがたいと思います。そのためには、学校だけでなく、公共施設の女性ト

イレにもぜひ備えていただきたいと思いますが、そのことに関してはいか

がでしょうか。 

町民課長 公共施設の女性用のトイレに生理用品を設置していただきたいというご意

見でございます。これにつきましては、やはり町民の皆様が、そのような

ご要望が強いようでしたら、それなりに対応する必要があると思っており

ます。個々に調査をするということではなく、何か会合というか、会議と

いうか、そういうようなときに、そんな意向を探りながら検討してまいり

たいと思っておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

６番議員 検討ということですので、もう一つ、小海高校とかほかの高校にも本当は

こういった呼びかけというか、常備されるといいと思いますが、県立です

ので、そこはまた今後、県にお願いしていかなければならない問題かなと

思います。そして、女子高生や女子学生にも配布してはどうかと思います

が、先ほど公共施設と同様に検討していただきたいなと思うんですが、こ

こで提案なんですが、生理用のナプキンもいろいろな種類があり、好みも

あると思います。例えば、女子高生とかに突然町から送られてきても、え

ー何っということになると思いますので、例えば児童館や学集館などに置

いてもらって、欲しい方は取りに来てくださいと、そういうふうにするの

はいかがでしょうか。こうすることによって、生理の貧困があるとすれば、

状況をつかむことができるかもしれません。必要としている学生の応援に

なると思います。まずはそういう形で、学生にも配布、町民にも配布とい

うことでするのはどうでしょうか。 

町民課長 町では、コロナによる生活支援としまして、町民応援事業で商品券を3回ほ

ど配布をしております。そして、町を離れ通学をされる学生の皆様方には、

2回の生活支援のような形で支援を行っております。先ほども申し上げまし

たが、コロナによる著しい収入の減少などは申出もなく、生理用品が買え

ないというご相談もないという状況であります。町はこの間、町民の皆様

へ必要な支援を行っていると考えております。やはり支援は支援として、

そしてご負担をいただく部分については、申し訳ございませんが、ご負担

をいただくということでご理解を頂戴したいと思います。どうぞよろしく



 108 

お願い申し上げます。 

６番議員 私は、やはり女性の問題だけにするのではなく、トイレットペーパーと同

様に、トイレに生理用品を備えるということが当たり前の世の中になれば

いいなというふうに思っています。1つ私の経験談なんですが、ある飲食店

で飲食中に、生理になったかもしれないということがありました。慌てて

トイレに行ったところ、そのお店のトイレには生理用ナプキンが用意され

ており、ご自由にお使いくださいというふうに書いてありました。本当に

助かりましたし、何と優しいお店だろうというふうに思いました。先ほど

学校には置いていただけるような、そういうふうな前向きな検討だという

ことで、町の施設へはもう少し研究というか、検討が必要かなというよう

な話でしたが、やはりトイレに生理用品を常備するということは、女性の

体を大切にする町、優しい町ということにつながると思います。そして町

のイメージアップにもつながると思います。既に実施している、また実施

の方向で検討している自治体の多くは、防災の備蓄品で対応するところが

今多いようです。いろいろと調べるうちに分かったことなんですが、生理

用のナプキンあるいは紙おむつなどは、品質保持期限というか、期間とい

うのがあり、3年間は品質を保つというように設計されているようです。3

年を過ぎても直ちに使用ができなくなるわけではないそうです。そして私、

ユニ・チャームのほうにも聞いてみたんですけれども、見た目劣化とか臭

いとかがなければ、体に有害なものは使っていないから大丈夫だというこ

とで返事をいただきました。小海町の防災備蓄品のほうがどうなっている

かというのを担当の方と一緒に見せていただきました。3年以上、それ以上

過ぎていることが分かりました。それを配ることはどうなのかなというふ

うに係の方はおっしゃっていましたが、ユニ・チャームのほうは問題ない

かなというふうに言っていましたので、そういうものをまずは使っていく

というのもいいのではないでしょうか。そして、余談になりますけれども、

そもそも防災備蓄に、見せていただいたら12パックしかなくて、数的に少

な過ぎるんじゃないかなというふうなことも思いましたので、またこれは

指摘しておきたいと思いますが、そしてサイズもレギュラーしか備えてい

ないので、ぜひ、ここは女性の職員の視点で、ローリングと併せてお願い

をしておきます。さて、この生理の貧困のあおりを受け、政府の男女共同

参画会議では、生理の貧困への支援を盛り込んだ女性活躍・男女共同参画

の重点方針2021の原案を了承しました。経済的な理由で生理用品を購入で

きないという生理の貧困の顕在化は、女性や子供の健康と尊厳に関わる重
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要課題と位置づけ、自治体が行う生理用品の提供を地域女性活躍推進交付

金により支援をするという内容のものです。先ほど、学生の5人に1人が「経

済的理由で、生理用品の入手に苦労したことがある」とアンケート結果で

出たということを紹介しましたが、先ほど課長の紹介にもありましたけれ

ども、名古屋市では、支援と併せてアンケートを実施し、その結果、生理

用品を買えないで困っている学生の2人に1人が「相談する相手がいない」

と答えたそうです。相談相手がいないという人のうち、同居者がいる人は

約半分で、家族がいても相談できない、そういう状況が多いことが分かり

ました。市の担当者は、生理用品が買えないということは、ほかにも困っ

ている状況があると思う。生理用品を申し込んだ学生には、困ったら相談

できる行政の窓口があるということも併せて伝えているという話です。ま

た、女性だけでなく、男性も困窮している状況があると思います。生理用

品の無償提供で、町民の生活実態も見えてくるかもしれません。実態をつ

かむ努力と相談体制が一体に進むような取組にしていただければと思いま

すが、その点に関してはいかがでしょうか。 

町民課長 コロナに関しましては、町民課に、ワクチンを主とする窓口でありますが、

そこで総合的な相談窓口を設置しております。何かお困りのことがありま

したら、またお声かけをいただきたいということでありますが、そのこと

自体を広報するということは大切なことだと感じておりますので、そのよ

うな対応をしてまいりたいと思っております。以上です。 

６番議員 お願いしたいと思います。最後になりますが、女性が抱えている困難を解

決するためには、男性の力が必要です。男性に一緒に考えてもらわないと

変わらないと思います。先ほど、渡邊議員の質問でもありました。先般、

信毎の社説にもありました。改正育児法が成立し、出産直後に父親が休み

を取りやすくする男性版産休や育休が盛り込まれました。男性の育休の意

義を広めて、職場の雰囲気や意識を変えていかなければなりません。男性

が積極的に育休を取得し、家事や育児の分担が習慣づけば、女性の職場復

帰も容易になります。雇用や職場での性差別の解消や少子化対策につなが

る期待も高いとされ、それには企業の前向きな姿勢と国の支援だというふ

うに書かれています。これと同じで、女性が働きやすい環境づくり、生理

休暇もその一つです。職場の意識を変える、そのためには女性職員が制度

の実施に関わることも大事だと思いますし、男性の意識を変えてもらわな

ければならない、そのことが不可欠だと思います。そのためには、職場内

での研修などで、性のこと、あるいはジェンダー平等に向けた学習に取り
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組むことが大事だと思いますが、町長、その点はいかがでしょうか。 

町  長 日本の国もこれだけ成長しているわけです。そういう中で、それぞれが平

等であり、快適な暮らしを送るという権利があるわけですから、そういっ

た面の推進というものは必要ではあると思います。また、大変デリケート

な部分ですので、慎重に関わっていきたいと思っております。 

６番議員 ぜひ職員研修の一つに入れていただきたいなと思います。今日は、生理用

品の支給についてということから、生理の貧困の問題、生理は自己責任で

黙って片づけず、行政の責任で、生理のある人の健康、尊厳、教育の機会

を行政が支えること、そしてジェンダー平等の実現に向けて、職場の意識

改革をという話をさせていただきました。私自身が生理のことを考える中

で、様々な問題を考えるきっかけにもなりました。誰もが住みやすい町に、

誰もが大切にされるまちづくりに、また引き続きジェンダー平等の問題に

取り組んでいきたいと思います。答えづらい質問もあったかと思いますが、

ありがとうございました。以上で私の一般質問を終わりにします。 

議  長 以上で第6番 的埜美香子議員の質問を終わります。 

○ 散    会 

議  長 以上で本日の一般質問は終了いたしました。 

なお、今後の予定といたしまして明日10日午前10時から全員協議会を行い

ます。これをもちまして本日は散会といたします。ご苦労さまでした。 

                         （ときに16時45分） 
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令 和 ３ 年 第 ２ 回 

小海町議会定例会会議録 

「第 １６ 日」 
＊ 開会年月日時  令和３年６月１８日 午後 ２時００分 
＊ 閉会年月日時  令和３年６月１８日 午後 ３時０８分 
＊ 開会の場所  小 海 町 議 会 議 場 

 

    会 議 の 経 過 

○ 開    会 

議 長 皆さんこんにちは。令和３年度第２回定例会最終日の開会にあたりまして

一言ご挨拶を申し上げます。今定例会は１８期の議員の皆さんによる初め

ての定例会であり、３日の議案質疑、９日の一般質問、１０日の全員協議

会そして、１４、１５日の各常任委員会での質疑、討論、採決など経験し

て参りました。議員の皆さんにとってそれぞれの思いは異なるところもあ

るかと思いますが、これからの４年間小海町の議会議員として町政の諸課

題に対し真摯に取り組んでいただき町民の皆さんの付託に答えて頂きま

すよう期待を致すところであります。話は変わりますが１６日の信毎にコ

ロナウィルスワクチン接種の件が掲載されていました。これによりますと

小海町での６４歳以下のワクチン接種の開始は７月下旬とありました。私

のところにも最近接種の通知が届きまして７月５日が第１回目であり、７

月２６日が第２回目でした。ということは中期高齢者６５歳以上接種の最

後尾であると複雑な思いでその紙面を見ていました。いずれにしましても

このワクチン接種の是非はともかくとして全国的に蔓延したこのコロナ

禍の終息を願う物の１人として今年度中に全世代の皆さんに対し、ワクチ

ン接種が行われ１日でも早くコロナ発生前の平穏な日常生活に戻れます

よう心より願うところであります。只今の出席議員数は１２人でありま

す。定足数に達しておりますのでこれから本日の会議を開きます。尚、暑

いようでしたら上着を脱いでいただいて結構です。 

○ 議事日程報告 
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議 長 本日の議事日程は、お手元に配布申し上げたとおりであります。 

日程第１ 「諸般の報告」 

議 長 日程第 1、「諸般の報告」を行います。 

議長としての報告は、議事日程つづりの３ページに申し上げてございま

すので、ご確認の程をお願いいたします。その他、報告事項のある方は、

お願いいたします。以上で諸般の報告を終わります。 

日程第２ 「行政報告」 

議  長 日程第２｢行政報告｣を行います。町長から報告がありましたら、お願い

いたします。黒澤町長。 

町  長 それでは 1件ご報告いたします。コロナ禍ということで、議員の皆様には

ご案内を控えさせていただきましたが、昨年はやむを得ず中止した小海町

八ヶ岳開山祭が、今年は 12 日土曜日にみどり池にて町観光協会主催で開

催されました。当日は観光関係者、山小屋関係者など 24 名の皆様が参加

し、厳かに登山者の安全と一日も早くコロナが終息し、登山客が戻ってく

ることをお祈りいたしました。以上、1件ご報告といたします。 

議  長 他に行政報告がありましたらお願いいたします。 

以上で行政報告を終わります。本日、会議事件説明のため出席を求めたも

のは、町長・副町長・教育長・各課長・教育次長・所長・会計管理者であ

ります。 

○ 議案の上程 

議  長 それでは順次議案を上程いたします。 

日程第３ 「議員派遣の件」 

議  長 日程第３、「議員派遣の件」を上程します。事務局長に朗読を求めます。 

(事務局長朗読) 

議  長 朗読が終わりました。お諮りいたします。 

議事日程つづりの４ページ、５ページに申し上げた「議員派遣の件」のと

おり、議員を派遣したいと思います。これにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

議  長 異議なしと認めます。 したがって、議事日程つづりの４ページ、５ペー
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ジに記載のとおり、議員を派遣することに決定いたしました。 

 

日程第４ 「承認第１号」 

 

議  長 日程第４、承認第１号 

「小海町税条例等の一部を改正する条例ついて」を議題といたします。 

本案については、総務産業常任委員会に付託してありますので、委員長よ

り審査結果の報告を求めます。総務産業常任委員長 品田 宗久 君。 

      （委員長報告―承認と決定） 

議  長 委員長報告に対する質疑を許します。質疑のある方は、挙手をお願いし

ます。 

（質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙手

をお願いいたします。 

        （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから承認第１号を採決いたします。 

委員長の報告は、承認であります。承認第１号を委員長報告のとおり、

承認することに賛成する方の挙手を求めます。 

     （挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって承認第１号は、委員長報告のとおり承

認する事に決定いたしました。 

 

日程第５ 「承認第２号」 

 

議  長 日程第５、承認第２号 

「小海町国民健康保険税条例等の一部を改正する条例ついて」を議題とい

たします。本案については民生文教常任委員会に付託してありますので、

委員長より審査結果の報告を求めます。民生文教常任委員長 井出幸実 

君。 

      （委員長報告―承認と決定） 

議  長 委員長報告に対する質疑を許します。質疑のある方は、挙手をお願いし

ます。 

（質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙手
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をお願いいたします。 

        （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから承認第２号を採決いたします。 

委員長の報告は、承認であります。承認第２号を委員長報告のとおり、

承認することに賛成する方の挙手を求めます。 

     （挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって承認第２号は、委員長報告のとおり承

認する事に決定いたしました。 

日程第６～日程第９ 「承認第３号～承認第６号」 

議  長 日程第６、承認第３号から日程第９、承認第６号までについては一括し

て議題といたします。本案については、予算決算常任委員会に付託して

ありますので、委員長より審査結果の報告を求めます。 

予算決算常任委員長 篠原義從 君。 

(委員長報告―承認と決定) 

（要望事項―１件） 

 

＜要望事項＞ 

 ・今後の農業政策に活かすため、農業者を対象とした農地利用の現状と今後の担い

手や経営継承者の有無についてアンケート調査の実施を検討検討されたい。 

 

議  長 委員長報告に対する質疑は、全議員出席の委員会でございますので省略

したいと思います。これにご異議ございませんか。 

      (異議なし) 

議  長 ただ今の予算決算常任委員長からの要望事項に対する町長の答弁を求め

ます。 

＜予算決算常任委員会要望事項に対する答弁＞ 

 遊休農地の調査については、毎年実施しているところですが、担い手や将来の意向

など農業委員会において協議し、検討してまいります。 

議  長 これより承認第３号「令和２年度小海町一般会計補正予算（第９号）に

ついて」の討論を行います。討論のある方は挙手をお願いいたします。 

（討論なし） 
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議  長 これで討論を終わります。これから承認第３号を採決いたします。 

委員長の報告は、承認であります。承認第３号を委員長報告のとおり、

承認することに賛成する方の挙手を求めます。 

     （挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって承認第３号は、委員長報告のとおり承

認する事に決定いたしました。 

議  長 つづいて承認第４号「令和２年度小海町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第５号）について」の討論を行います。 

討論のある方は挙手をお願いいたします。 

（討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから承認第４号を採決いたします。 

委員長の報告は、承認であります。承認第４号を委員長報告のとおり、

承認することに賛成する方の挙手を求めます。 

     （挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって承認第４号は、委員長報告のとおり承

認する事に決定いたしました。 

議  長 つづいて承認第５号「令和２年度小海町介護保険事業特別会計補正予算

（第５号）について」の討論を行います。討論のある方は挙手をお願い

いたします。 

（討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから承認第５号を採決いたします。 

委員長の報告は、承認であります。承認第５号を委員長報告のとおり、

承認することに賛成する方の挙手を求めます。 

     （挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって承認第５号は、委員長報告のとおり承

認する事に決定いたしました。 

議  長 つづいて承認第６号「令和２年度小海町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）について」の討論を行います。 

討論のある方は挙手をお願いいたします。 

（討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから承認第６号を採決いたします。 

委員長の報告は、承認であります。承認第６号を委員長報告のとおり、

承認することに賛成する方の挙手を求めます。 

     （挙手全員） 
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議  長 挙手全員と認めます。したがって承認第６号は、委員長報告のとおり承

認する事に決定いたしました。 

 

日程第１０ 「議案第２３号」 

 

議  長 日程第１０、議案第２３号「小海町長期継続契約を締結することができ

る契約を定める条例の制定について」を議題といたします。本案につい

ては、総務産業常任委員会に付託してありますので、委員長より審査結

果の報告を求めます。総務産業常任委員長 品田宗久 君。 

     （委員長報告―可決と決定） 

議  長 委員長報告に対する質疑を許します。質疑のある方は、挙手をお願いし

ます。 

（質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙

手をお願いいたします。 

     （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから議案第２３号を採決いたします。 

委員長の報告は、可決であります。議案第２３号を委員長報告のとおり、

決定することに賛成する方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって議案第２３号は、委員長報告のとおり

可決する事に決定いたしました。 

 

日程第１１ 「議案第２４号」 

 

議  長 日程第１１、議案第２４号「小海町手数料徴収条例の一部を改正する条

例について」を議題といたします。本案については、総務産業常任委員

会に付託してありますので、委員長より審査結果の報告を求めます。 

総務産業常任委員長 品田宗久 君。 

     （委員長報告―可決と決定） 

議  長 委員長報告に対する質疑を許します。質疑のある方は、挙手をお願いし

ます。 

（質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙

手をお願いいたします。 
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     （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから議案第２４号を採決いたします。 

委員長の報告は、可決であります。議案第２４号を委員長報告のとおり、

決定することに賛成する方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって議案第２４号は、委員長報告のとおり

可決する事に決定いたしました。 

 

日程第１２ 「議案第２５号」 

 

議  長 日程第１２、議案第２５号｢小海町消防団員の定員・任免・給与・服務等

に関する条例の一部を改正する条例について｣を議題といたします。本案

については民生文教常任委員会に付託してありますので、委員長より審

査結果の報告を求めます。民生文教常任委員長 井出幸実 君。 

     (委員長報告―可決と決定) 

議  長 委員長報告に対する質疑を許します。質疑のある方は、挙手をお願いし

ます。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙

手をお願いいたします。 

（討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから議案第２５号を採決いたします。 

委員長の報告は、可決であります。議案第２５号を委員長報告のとおり、

決定することに賛成する方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって議案第２５号は、委員長報告のとおり

可決する事に決定いたしました。 

 

日程第１３ 議案第２６号 

 

議  長 日程第１３、議案第２６号、「令和３年度小海町一般会計補正予算（第２

号）について」を議題と致します。本案については予算決算常任委員会

に付託してありますので、委員長より審査結果の報告を求めます。予算

決算常任委員長 篠原 義從 君。 

     (委員長報告―可決と決定) 



118 

 

議  長 委員長報告に対する質疑は、全議員出席の委員会でありますので省略し

たいと思います。これにご異議ございませんか。。 

     （異議なし） 

議  長 これより議案第２６号「令和３年度小海町一般会計補正予算（第２号）

について」の討論を行います。討論のある方は挙手をお願い致します。 

     （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから議案第２６号を採決いたします。委

員長の報告は、可決であります。議案第２６号を委員長報告のとおり、

可決とすることに賛成する方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって議案第２６号は委員長報告の通り可決

する事に決定致しました。 

 

日程第１４ 「陳情第１号」 

日程第１５ 「発議第 1号」 

 

議  長 日程第１４、陳情第１号「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」

と「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める陳情書及び 

日程第１５、発議第１号「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」

と「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める意見書は関連があ

りますので、一括して議題と致します。 

陳情第１号については民生文教常任委員会に付託してありますので委員

長より審査結果の報告を求めます。民生文教常任委員長 井出幸実君。 

(委員長報告―採択と決定) 

議  長 委員長報告に対する質疑を許します。質疑のある方は、挙手をお願いし

ます。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙

手をお願いいたします。 

     （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから陳情第１号を採決いたします。委員

長の報告は、採択であります。陳情第１号を委員長報告のとおり、決定

することに賛成する方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって陳情第１号は、委員長報告のとおり採
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択することに決定いたしました。 

事務局長に発議第１号の朗読を求めます。 

     （事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。提出者に提案理由の説明を求めます。 

第１１番 篠原 伸男 君。 

11 番議員 先程の委員長報告のとおりさらなる少人数学級推進と教育予算の増額と

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情について児童、生徒

の教育環境の改善と保護者の負担増に繋がらない教育財源の確保の為、

民生文教常任委員会では全会一致で採択いたしました。また先程本会議

においても採択されました。つきましてはこの陳情に関する別紙議案綴

の意見書を地方自治法第 99条の規定により国の関係機関に提出いたした

く発議致しますので議員各位のご賛同をお願い申し上げます。 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。質疑のある方は挙手を

お願いします。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙

手をお願いいたします。 

     （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから発議第１号を採決いたします。提出

者の説明のとおり発議第１号に賛成する方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって発議第１号は、原案のとおり可決され、

関係機関に提出することとします。 

 

日程第１６ 「発議第２号」 

議  長 日程第１６、発議第２号「小海町議会会議規則の一部を改正する条例」

についてを議題といたします。事務局長に発議第２号の朗読を求めます。 

(事務局長朗読) 

議  長 朗読が終わりました。提出者に提案理由の説明を求めます。 

第６番 的埜美香子 君。 

6番議員 第 6番的埜美香子です。ただ今上程されました小海町議会会議規則の一部

を改正する規則について提案理由を述べます。議案綴りの 4ページの四角

い枠の中をご覧ください。「議員活動として家庭生活との両立支援策をは

じめ、男女の議員が活動しやすい環境整備の一環として、出産、育児、介
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護など議員として活動するにあたっての諸要因に配慮するため、育児、介

護など議会への欠席事由を整備するとともに、出産については母性保護の

観点から出産に係る産前・産後の欠席期間を規定するものです。また、請

願者の利便性の向上を図るため、議会への請願手続きについて、請願者に

一律に求めている押印の義務付けを見直し、署名又は記名押印に改めるも

のです。」資料綴の 1 ページに改正前と改正後を示してあります。いずれ

にしましても、第 2条においては議員のなり手不足が喫緊の課題となって

おります。なり手不足の解消に向けて議会の機能強化を図るとともに女性

や若者を始め、多様な層の住民が議員に立候補し活躍できる環境を早急に

整備するためでございます。また第 89 条におきましては現在政府におい

て規制改革実施計画等に基づき、全ての行政手続きにおける押印義務を廃

止する方向で検討が行われているところであり、こうした動きも踏まえ議

会への請願手続きについても、請願者の利便性の向上を図るためでござい

ます。以上を持ちまして発議を致します。全議員のご賛同をよろしくお願

い致します。 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行ないます。質疑のある方は、挙

手をお願いします。 

（質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙

手をお願いいたします。 

（討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから発議２号を採決いたします。 

提出者の説明のとおり、発議第２号に賛成する方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議  長 挙手全員と認めます。したがって、発議第２号は原案のとおり可決する

ことに決定致しました。 

 

日程第１７ 「議案第２７号」 

 

議  長 日程第１７、議案第２７号 

「令和３年度小海町一般会計補正予算（第３号）について」を議題とい

たします。事務局長に議案の朗読を求めます。井出議会事務局長。 

（事務局長朗読） 

議  長 朗読が終わりました。 

本案について提案理由の説明を求めます。篠原副町長。 
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副町長 ただ今上程されました議案第２７号令和３年度小海町一般会計補正予算

第３号につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。補正予算書の 1

ページをお願いします。第 1 条 歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ

34,225 千円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ 4,000,339 千

円とする。続きまして 6ページをお願いします。6ページ、1ページだけ

が歳入の部というふうになります。上から見ていきます。一番上ですけ

れども国庫の補助金で節１、総務費補助金、285千円の増、これは新型コ

ロナウィルスに対応するための地方創生臨時交付金というもので国から

くるものでございまして、これにつきましてはちょっと金額だけ申し上

げますけども、まず、今度の補正 3 号によりまして（ ）の中の補正後

の数字ですけれども 42,997千円というものが令和 3年度分で収入にしま

す。で、令和 2年度、9号の補正で数字が出てるんですけれども、同じよ

うに（ ）の右側になるんですけれども数字を申し上げますと 286,648

千円という大金になっておりまして、併せまして国からいずれコロナ関

係の交付金合計しますと 329,645 千円という金額がこの間、令和 2 年度

から 3 年度にかけて今収入になっているということでございます。中段

になります、県委託金、選挙費委託金 1,825 千円、これ県の委託金が内

示決定額になりまして増額補正するものでございます。下段基金繰入金、

32,115 千円、これ財政調整基金を取り崩しまして繰入るものでございま

す。それでは 7 ページ、歳出をお願いします。上段が選挙費の参議院の

補欠選挙費でございます。1 節から 10 節までのそれぞれ増額ということ

になりまして、これにつきましては県の委託金の収入、100％、10/10 を

充てて増額するというものであります。下段商工費、1目商工振興費及び

2目の観光費、これにつきましては本日配りました資料でご説明したいと

思いますので、資料綴の 2ページになります、2ページをお願いしたいと

思います。これ、一般会計補正予算第 3号の資料ということで 6月 10日

の全員協議会の時にお配りしたものとほぼ同じ内容でございます。若干、

違う所がありますので、そこら辺を説明しながら、簡単に説明させて頂

きます。一番上が先程言いました選挙費の関係でございます。ちょっと

10 節のところの項目ですけれど、選挙事務消耗品、前回は食糧費と書い

てありましたけど食糧費は省きましてここには充てないということでご

ざいます。その下です、6款、6-1-1で商工業振興費で、これにつきまし

ては変更はないですけれどもう 1度説明しますと 18節の①、②というも

のがやる事業であります。①食事補助券第 4 弾ということで 1 人当たり

500円券を 6枚、1人当たり 3,000円分のお食事券が 4,493人分を郵送、

書留で簡易書留で送るというものでございます。②がＰ-ねっと券交付第
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3弾ということで、Ｐ-ねっとの商品券、500円分×4枚ですね、2,000円

分ということになります、をお配りすると。それぞれこれを 7 月上旬か

ら 9月 30日までの使用期間と書いてあります。本日の議会に通りました

ら早速印刷をかけまして、できる限り早い時期に簡易書留で全世帯に郵

送したいということで、遅くても 7 月 9 日の金曜日までには発送をした

いと。ただしこの皆さんのところについてからすぐに使用できるという

ものでございますけれど、簡易書留ということで前回から送らせて頂い

ておりますので、どうしても昼間いない家なんかはね、夕方になりまし

たりして、ちょっと届くのは 2 週間から 3 週間、一番最後までちょっと

差が出てしまうということで、遅くても 7 月中には皆さんのお宅には届

くということでご理解を頂きたいと思いますけれども、9 月 30 日までの

使用期限でお配りしたいということでございます。その下になります、

商工業振興費の中の事業者継続支援事業、これにつきましては追加で行

きたいということで当初予算で計上したもので、これは去年の 1月から 3

月の売上と、今年の 1月から 3月の売上が 10％以上のもの、10％から 30％

減少したものには 10 万円、会社には 10 万円。30％以上減少した事業者

には 20 万円、更に労働保険にね加入している事業者には+10 万円という

制度でございますけれど、ここに書いてある通り不足が生じる見込みの

為、追加でお願いするものでございます。その下になります、観光費、

コロナ対応の観光合宿補助事業、これにつきましては当初でも宿泊券、

5,000 円とか 3,000 円ね 1 人当たり補助するものをやってるんですけれ

ど、今回は合宿の受入施設という事でここに記載されてる通り 7月から 9

月末までの利用でやっていきたいという事で増ということでお願いする

ものでございます。で、合計につきましては金額等々は同じですけれど、

節を入れ替えてありますけれど、この 1 番上のコロナ対応地方創生臨時

交付金は（ ）が３つありますけれど、この 39,684千円は当初予算、次

が 2 号の補正で 42,712 千円、今回が補正して 42,997 千円ということで

先程言った金額になります。その下が選挙費の収入、で、一番下が財政

調整基金の繰入の収入でこれ、前回、全協の時はねコロナ対応で０→っ

てやってありましたけれど、今回、財政調整基金、当初からの全体の今

年度繰り入れる令和 3 年度の予算っていうことになりますと、こういう

金額になるってことで（ ）の右を見て頂きますと 145,615 千円を繰り

入れて基金繰入をするというものでございます。また戻りますけれどこ

れで説明を終わりにします。ご審議の上可決決定を賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

議  長 説明が終わりました。これから質疑を行います。歳入歳出とも補正予算
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書でページごとに行います。質疑のある方は挙手をお願いします。 

【歳入】 

 ６ページ １５款 国庫支出金 ２項 国庫補助金 

      １６款 県支出金  ３項 県委託金 

      １９款 繰入金   ３項 基金繰入金 

【歳出】 

７ページ   

２款 総務費 ４項 選挙費 ３目 参議院議員補欠選挙費 

 ６款 商工費  １目 商工業振興費 

         ２目 観光費 

12 番議員 はい、12番篠原です。7ページ 18節のコロナ対応観光宿泊者事業とあり

まして、主に合宿の人達との話でしたけど、ここら辺の所もう少しちょ

っと詳しく説明をお願いします。 

産業建設

課長 

はい、お答え致します。この説明資料の所でも 10 人以上、2 泊以上の団

体というふうにありますが、こちらの方ですけれども関係の合宿を受け

入れをしている事業者さん達と決定を頂いたのちにもう一度話し合いと

いうことを持ちたいと思いますが、こちら側の案とすればやはり団体の

人数が多い方々、例えばですけれども 10人から 20人の場合は、例えば 3

万円、20人から 30人のところには 5万円といった形でやっぱり人数が多

くなるほど多くなるような支給の仕方、交付の仕方をする、それからま

た宿泊についてはだいたいこれまでだと平均 4 泊というような考えをし

ているんですけど、やはり宿泊数に応じてある程度加算をしていく、そ

ういうような人数と宿泊数を組み合わせたような補助の仕方、そういう

ことを相談、打ち合わせをしまして、そこで決定をしていきたいという

ようなことでして、内容についてはそんなイメージという事でお願いい

たします。以上です。 

議  長 よろしいですか。その他全体を通して質疑のある方はございませんか。 

     （質疑なし） 

議  長 これで質疑を終わります。これより討論を行います。討論のある方は挙

手をお願いします。 

     （討論なし） 

議  長 これで討論を終わります。これから議案第２７号を採決致します。本案

を原案のとおり決定することに賛成する方の挙手を求めます。 

     （挙手全員） 

議  長 挙手全員を認めます。したがって議案第２７号は原案のとおり可決する

ことに決定しました。 
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日程第１７ 

 

議  長 日程第１８ 「委員会の閉会中の所管事務調査の件」についてを議題と

致します。各常任委員長、議会運営委員長から、それぞれ閉会中の所管

事務等の調査の申し出がありました。お諮りいたします。各常任委員長、

議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会中の所管事務等の調査に付

することにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

議  長 異議なしと認めます。したがって、各常任委員長、議会運営委員長から

の申し出のとおり、閉会中の所管事務等の調査に付することに決定いた

しました。 

○ 散   会 

議  長 以上をもちまして本定例会に提案されました議案に対する審議は、すべ

て終了いたしました。これにて令和３年小海町議会第２回定例会を閉会

といたします。ご苦労様でした。         (ときに 15時 08分) 

 
 




